
関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

使用前検査成績書

要領 書番 号 1原規規収第 1610072号 99

成績書管理番号 :1=01

つ弾す年 θ月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第2号機

2検査申請    検査申請二覧表のとおり

3検査期日    自 )争汗口 牛  年 3月 lo日

至授軍予 静

4検査場所    使用前検査記録のとおり

5検査実施者   検査結果一覧表のとおり

'6検
査結果    検査結果一覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録

成績書管理番号 :1-01

年 (〕 月 ノ

　

‐

日

ノ



検査申請書番号

(申 請年月日)

関原発第 321号 (平成 28年 10月  7日 )

関原発第435号 (平成 3o年 3月 20日 )

関原発第 47号 (平成 30年 4月 20日 )

関原発第 203号 (平成 30年 7月  4日 )

関床発第 260号 (平成 30年 8月 20日 )

関原発第416号 (平成 80年 12月  5日 )

関原発第 505号 (平成 31年 2月  1日 )

F美写原発第 513号 (平成 31年 2月  o日 )

関原発第  4号 ―(平成 31年 4月  4日 )

関原発第 69号 (2019年  5月 16日 )

関原発第 116号 (2019年  6月 24日 )

関原発第 205号 (2019年  3月 23日 )

関原発第 511号 (2020年  1月 al日 )

関原発第 543号 (2020年  2月 26日 )

関原発第 618号 (2020年  3月 24日 )

関原発第 23号 (2020年  4月  7日 )

関原発第 23号 (2021年  4月 30日 )

関原発第 293号 (2021年  8月  2日 )

関原発第 562号 (2022年  2月 28日 )

題 酵議 、す″さ考 〔Z∂22れ ど河 /よ口 )

題看蒻赳痛ノ∂ク号 (2∂2必工 6月 /レ B)

閻 留発拓 zじ 9そ [2,抄岸 タテ1 /巴 Ⅲ

閲窯盈新励 看fzつだ与/ぞ耳zァ巨うメ

成績書管理番号 :1-01

検査申請一覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申講により確認 し表中に追記する。

え'z沙224/ぞ 肩Z夕巨和噂臨富益野∫″ 写△V湾 |れリン津子庁力却撤

淋穿盟昴r2卜1つ νどπ夕うイ刀′8」 にっ、,て嘔t矛〒 %でェ特 ‐ゼ況ム遍ごレを

形l鶴陀 _のは 熱 Я岬施飛 )

Z



検査結果一覧表

成績書管理番号 11-01

∞

特記事項

々 し

検査立会責任者

ホⅨ>=夕二ι1/主在技術者

原子力検査官

杯笠守 袴 た

肌 導 k

検査結果

孔

検査年月日

今脚 ■年

3月 ,D日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

共通事項  l
成績書管理番号 11-01

:検
今年月日:紳 ↓1年 3月 !与0日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認

検査 をす る工事 の五

程、期 日及び場所が申

請書 どお りで ある こ

と。

記録確認 ①・

工事計画の認可番号の

記載が適切で あるこ

と。

記α
‐
識秤置認

%



添付資料 3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

(一号検査)

成績書管理番号 11-91

検今年月日 :者涌田 l卜 年 3月  ,D日
検査場所 :関西竃力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認

必要な図面等が準備されていること。 図面等確認 Θ―
検査用計器が校正されてお り有効翔限内である

こと及び必要な測定範囲、浪1定精度を有してい

ること。

記録確認 Θエ

系統構成が完了していることも
立会/

鰤 0す

す
‐



添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

(二号検査)

成績書管理番号 :1-01

検査年月日 :冷肝口牛 年 (デ 月 '0日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

原子炉冷却系統施設

余熱除去設備

主配管 別添 1、 2が照

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

・材料検査

・寸法検査

・外観検査

・組立て及び据付け状態を確認す

る検査

・耐圧検査

・漏えい検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

ヽ

R 目視

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行うた試験。検査の品質記録 (※ )による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-1-0212

ど



設 備 概 要

工事計画本文 (原規規発第1606105号 (平成28年6月ィ10日 認可))
原子炉冷却系統施設   :

加圧水型発電用原子炉施設に係るもの (蒸気タービンに係るも?を除く。)にあわてはムの事項

6 余熱除去設備に係る次の事項

(7)主配管の名称、最高使用圧力、最高使用温度、外径、厚さ及び材料       :
・常設                「

¬

擢
謝
単ほ
ω・↓ぶ
４ヴ
ロ



‐o

変 更 後

外  径 厚   さ材  料

(口■) (触m)

変更なし―

変更なし

変更な し

最高使用

温  度

(℃)

変更なし

く注 18〕

360

最高使用

圧  カ

(MPa)

変更なし

て注18)

1816

名 称

(注 17)

弁 ,

(2酪OV-8702A、 B)

● 弁

(2XOV-870と A、 B)

余
熱
除
去
設
備

変 更 前

材  料

SUS32TP

SUS32TP

SUS32TP

SUS32TP

(注5)

SUS32TP

厚   さ

(田m)

(注3,7)

33,3

〈注3,7〕

9.5

(注3,n

9.5

(注8)

11.1

(注3,3)

11.1

/
9.5

外  径

(盟m)

(注 3)

323.9

(注 3)

323.9

(と 3)

323丁 9

(注3)

355。 6

(注 3,5)

355.6

/
323.9

最高使用

温  度

(℃ )

343

200

200

最高使用

圧  カ

(MPa)

17

(注2)

16

(注 2)

4.1

(滋2)

4.1

名 称

(どほ16)

弁

(2MOV‐ 8702A、  B)

弁

(2MOw-8701A、  B)

(注 19)

弁

(2MOV工 8701A、  B)

格納容器貫通部

PEN毎227( 277

(注 19)

格納容器貫通部

PEN毎2?7、 277

余熟除去下ンィ
八ロラインとの

合流点

余
熱
除
去
設
備

J〉選
習潮

ユ

（
Ｎ
＼

■

）

ヽ
常
ω
ｈ

ュ
Ｏ
Ｈ



変 更 後

最高使用

温  度

(℃ )

外

1

径1厚 さ 料

(Hlm) (■lm)

変更な し

最高使用

圧  力

(MPa)

材 料 名 ラ
iイiミ

(注4)

高紀側注入配管

分岐点

弁

(2MOV-8817A、  B)

及び

弁

(2MOV-8818A、  B)

SUS32TP

余
熱
除
去
設
備

変 更 前

厚   さ

(mm)

(注 3,7)

9.3

外  径

(Hlm)

200

(注3)

273:1

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  力

(MPa)

4.1

名 称

(注 21)

高温側注入配管

分岐点

弁

(2MOV-8817A、  B)

及 び

弁

(2MOV-8818A、  B)

余
熱
除
去
設
備

や

(注 1)

(注2)

(注3)

(注 4)

(注 5)

(注6)

(注 7)

記載の適正化を行 う。既工事計画書には F弁 (2-8809A、 B)｀余熱除去ポンプ八ロラインとの合流点」と記載

SI単位に換算したものである。 '

公称値

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備 と兼用

既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。記載内容は、設計図書による。

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (2・ 8812A、 B)～燃料取換用水タンク出ロラインとの合流点」と記載   ′

エルボについては既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。厚さについては管と同等以上のものを選定する。

記載内容は、設計図書による。  ‐

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「SUS32TP」 と記載

なお、

J〉迪翌
替謝
ヽ ‐

‐耐⌒
ω ω

瀬＼
ユ .ト

OV
□

(注 8)



ヽ
０

(注9)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「A、 B一余熱除去ケ■ 7年弁 (2THCV60,A、 B)」 と記載

(注 10)重大事故等時に使用

(注■)記載の適正化を行う。既I事計画書には「弁 (2-HCV-60と A、 B)｀余熱除去ターラ増ロラインと非常層炉心冷却設備との取合点」

と記載

(注 12)記載の適正化を行う。既工事計画書には「余熱除去クエラA、 Bバイパスライン」と記載

(注 13)1記載の適正化を行う。既工事計画書には「余熱除去クーラ出ロライン分岐点～弁 (歩8706A、 B)」 と記載

(注14)記載の適正化を行う。既工事計画書には「 (219.1)」 と記載

(注15)記載の適正化を行う。既工事計画書には「 (8.2)」 と記載

(注16)記載め道正化を行う。既工事計画書には「弁 (矛8702A(B)～ 弁 (2-8701A、 B)」 と記載

(注17)新たに原子炉冷却材圧カバウンダリ範囲となる。

(注 18)重大事故等時における使用時の値                 I
(注19)記載の道正化を行う。既工事計画書には「弁 (2-9701A、 こ)年 レジューサ (14/12)お よび合流点」と記載

(注20)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (14X12)お よび合流点～余熱除去ポンプAt B」 と記載

(注21)記載の道正化を行う。既工事計画書には「余熱除去クエラ出ロラインと非常用炉心冷却設備との取合点～弁 (28818▲ 、B)及び

弁 (2-8819)」 と記載
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関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

構造、強度又は漏えいに係る

使用前検査成績書

施 設 名 :原子炉冷却系統施設

原子炉格納施設

系 統 名 :非常用炉心冷去,設備その他原子炉注水設備

圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)

ポンプ (常設)              )

要領書番号 :原規規収第 1610072号 1-02-1

だ守和4年 十月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名 関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

2検査の種類   構造、強度又は漏えいに係る使用前検査

3検査申請    使用前検査申請番号

鷺l・T脳 0月7嵐)ッ

鵬 ″
脚 れ日)

す(;

駅郭
(耳強31舞

像61q毎

麟 ら口)

語tH
;RIあ日)

関魔繋身
FくR縁奏第
報騨鯵

自 弓駒C'サ 準 I 角3'日
至於豹4篭 1月 2浄日

‖色号12olq舟 ど日身αう

鉱:構と撫露霊ユ
るIP暑 (2o砂軒3R ttLη)

■31(2020毎 4R Чと骨)
お暑 (2021毎 4R30卜3)

2?う暑 (2021身 81弐  2口)

臨多韓
朝旅癬折

`9を
4検査期 日

5検査場所

6検査範囲

関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

三菱重工業株式会社 高砂製作所

兵庫県高砂市荒井町

高浜発電所第 2号機

発電用原子炉施設   ィ

原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

原子炉格納施設 ―

圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)

ポンプ (常設)

恒設代替低圧注水ポンプ 1個

原子炉下部キャビティ注水ポンプ 1個

7検査実施者   検査実施者一覧表のとお り



9添付資料

8検査結果    検査結果一覧表のとおり

使用前検査記録     |        ,

1検査前確認事項         .
2材料検査記録

3外観検査記録    ‐

4組立て及び据付け状態を確認する検査記録

5耐圧検査、漏えい検査記録

6検査用計器一覧表

命

だ
・
キ

ノ



検査実施者一覧表

悦

特記事項

な し

獲寿し

ク′ぜソ 主任技術者ギ物ラ/

ホイラ/‐ タイと'こ/ 主任技術者

検査立会責任者 印原子力施設検査官 齢

斌 二極

ン 斉%

イ路 五各

孝デR み

腺3カ嘉骸a宮

検査年月日

耳裁〕1年

1月 31日

メれ 4年
1月 2=日

月

年

岬

基令紳 2颯 tOni亀ょり



ヽ

検査結果二覧表

系統名 :非常用炉心冷却設備そあ他原子炉注水設備

圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)

ポンプ (常設)

ヘ

備  考
耐圧検査、

漏えい検査

激 ヨ1年

/月 :ユ /日
ヽ

従
年

日

年

日

組立て及び据付け

状態を確認する検査

冷豹 4年

1月 舞 日

疑
年

日月

年

月

外観検査

石堺D4年

1月 28日

R
年

日月

年

日月

材料検査

蕪、弓甘ぅ〒日
ヽ

た
年

日月

年

日月

検査項 目

検査 日

結果

検査 口

結果

一

検査 日

結果

一



添付資料-1二 1

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項
共通事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記鰯

呼
"Gサ

午
/月つう

' 

日 た
使用前検査成績書の「3検

査申請」に申請番号 (変更

申請番号を含む。)を記載す

る。

浴和4年

十月23日 R
年 /

検査 をす る工事 の工

程、期 日及び場所が申

請書 どお りであ るこ

と。        ｀

記録確認

T歳〕1年
/月aノ 日 た
/浮D4年

1月 オ 日 ュ
ゼ 監

、
、

年

ぢ



添付資料-1-2

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

材料検査

命

r~ゝ

て

確認事項 確認方法 検査年月 日 結果 備 考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認 '脅

子Ⅲ:と「日走
年

月   日

年 /

必要な図面等が準備 さ

れていること。
図面等確認

齋
チ月

′年

3,日 た
年

月
1 

日

年



添付資料一 -々3

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

外観検査

∩

∩

7

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

加 4年

1月 28日 粂
年

月   日

年

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

メ矛障年
1月 2浄日 朱

年

月  日

年 イ



添付資料Tl-4

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

組立て及び据付け状態を確認する検査

∩

命

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 f庸考

申講者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

脚 4年

十月2紳 朱
年

月   日

年 /

必要な図画等が準備さ

れていることと
図面等確認

翻 4年

‐

1 月2伊 日 へ
年

月   日

年

序



添付資料下1~5

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

耐圧検査、漏えい検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。|

記録確認

η審日た
年

月   日

年 イ

必要な図面等が準備 さ

れていること。
図面等確認

穏
  

「 古 た
年

月
｀

日

年 才

検査用計器が校正 され

てお り有効期限内であ

ること及び必要な測定

.範囲、測定精度を有 し

ていること。

記録確認

呵歳(3/年

'月

う

'日

: た

年

月   日

年

系統構成が完了 してい

ること。

9/

∽
砕 1年

1月,I日
た

立会/

記録確認

年

月   日
一

立会/
月   日

●″'・'Ⅲ

Ⅲ…



添付資料-2

高浜発電所第 2号機

材料検査記録

検査場所 :三菱重工業株式会社 高砂製作所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )

ポンプ (常設)恒設代替低圧注水ポンプ :1個

原子炉下都キャビティ注水ポンプ :1個

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 材料 検査年月日
検査

結果
検査方法

恒設代替低圧注水ポンプ

ケーシング

我3,年

十角31目
た 記録確認

ケーシング

カノヾ―

原子炉下部キャビティ

注水ポンプ

ケーシング

載 3+年

/角】1日
柔 記録確認

ケーシング

カバー

備考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※)に よる。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :イ 2‐ i-0102
可2エキ・ 0'OS

/o



添付資料-3

高浜発電所第 2号機

外観検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 )F常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)

ポンプ (常設)恒設代替低圧注水ポンプ :1個

原子炉下部キャビティ注水ポンプ :1個

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能・性能に影響を及ばすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、浸食)

がないこと。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

恒設代替低圧注水ポンプ
海 b4年

十月2矛日 気
0
記録確認

原子炉下部キャビティ注水ポンプ
海04卒

1月 2騨 魚 記録確認

備考

|

//



添付資料-4

高浜発電所第 2号機

組立て及び据付け状態を確認する検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 )F常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)

ポンプ (常設)1巨設代替低圧注水ポンプ :1個

原子炉下部キャビティ注水ポンプ :1個

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

恒設代替低圧注水ポンプ
/労的4年

1月 Z粋 粂 記録確認

原子炉下部キャビティ注水ポンプ

′期4年

1月 2騨 険
Φ
記録確認

備考

0

/2



＼
”

高浜発電所第 2号機

耐圧検査、漏えい検査記録

検査場所 :三菱重工業株式会社 高砂製作所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )

ポンプ (常設)恒 設代替低圧注水ポンプ :1個

原子炉下部キャビティ注水ポンプ :1個

判定基準 :・ 検査圧力に耐え、かつ、異常がないことを

。著しい漏えいがないこと。

検査方法

目視/

∞
⑪
記録確認

備考

※ 1:重大事故等時における使用時の値。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 2)に よる。

※ 2:適合性確認検査成績書の識別番号 :可 2-|-Oi02

検査

結果

λ

薇

検査年月日

呵み゙ 十年
1月 】1日

教 3+年
「月31白

水圧、気圧

区分

水圧

水圧

漏えい

検査時圧力

MPa

27J

保持

時間

分

,'

耐圧検査時

圧力

MPa

217J

耐圧検査

規定圧力

MPa

2. 7

最高使用

圧力

MPh

2, 7※ 1

検査対象

恒設代替低圧注水ポンプ

原子炉下部キャビティ注水ポンプ

郭
奪
が
華
―
頓



添付資料-6

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査用計器―覧表

検査二月日1平凝3+年 /′ 月ど

'日
検査項 目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度

校正年月日

有効期限
備考

鞭 夜夜
義え、iη峻 売拍夕|

2θ′物 I翼競

2つ

'9舞
7ガ軒F

莉た1毯
勇たド後食 F丁狛Zf

たOf物 覇Vβ

2っ ,?体 7淵 31B

/

/

/
/

/

/イ/と



関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

使用前検査成績書

要領書番号 I原規規収第 1010072号 99

成績書管理番号 :と=02-2

fri・ ,

瘍 ″字年 ど月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

成績書管理番号 :卜02-2

1発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

2検査申請    検査申請‐覧表のとおり

3絨M鉦芽胡日 自 今未D之 年b月 8日

李イの4ヮ ネ年ど月0日

4検査場所    使用前検査記録のとおり

∩

5検査実施者   検査結果一覧表のとおり

6検査結果    検査結果一覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録

オ

/



検査申請書番号

(申請年月日)

関原発第 321号

闘原発第 435号

関原発第 47号

関原発第 203号

関原発第 260号

関原発第 416号

関原発第 505号

関原発第 513号

関原発第  4号

関原発第 69号

関原発第 116号

関原発第 205号

関原発第 511号

関原発第 543号

関原発第 618号

関原発第 23号

閉漁ク後孝 ェョ影
盟騨覇 頚 Sち

田海、を力すど2も

(平成 28年 10月 7日 )

(平成 30年 3月 20日 )

(平成 30年 4月 20日 )

(平成 30年 7月 4日 )

(平成 30年 8月 20日 )

(平成 30年 12月 5日 )

(平成 31年 ?月 1日 )

(平成 31年 2月 6日 )

(平成 31年 4月 4日 )

(2019年 5月 16日 )

(2019年 6月 24日 )

(2019年 8月 23日 )

(2020年 1月 31日 )

(2020年 2月 26日 )

(2020年 3月 24日 )

(2020年 4月  7日 )

cュけ 144科 ブθB)

〔2∂ 21年息月 2L-1)

`2022身

ユ月 2,日

'

成績書管理番号 :卜02-2

検査申請一覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認し表中に追記する。

火



検査結果一覧表

成績書管理番号 :卜02-2

特記事項

い 様し

検査立会責任者 印

滞 多イ…夕″ぜ陵と任技術者

咽拒劇■

原子力検査官

う寃

原子力施設検査富 印

魚

検査結果

牟紳Z年

ι tt F日

検査年月日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 ン使用前検査記録

共通事項
成績書管理番号 :1-02-2

′                     検査年月日1抄 2年  ♭ 月 浄 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認 1                  1
確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 に動:下

検査 をす る工事 のェ

程、期 日及び場所が申

請書 どお りで ある こ

と。

記録確認

工事計画の認可番号の

記載 が適切で ある こ

とも

記録確認 ⑬ ■

守



添付資料 3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

(一号検査)

成績書管理番号 :卜02-2

検査年月日 :ノ謗仲 2年  ι 月 13 日

 ヽ        検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法
'結

果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 〇・二

必要な図面等が準備されていること。 図面等確認

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認 Θ―

系統構成が完了していること。
立会/

ω ⑬ ‐

,



添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

(一号検査)

成績書管理番号 :卜02-2

検査年角日 :今坤'2年 b 月 = 占

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

化学体積制御設備

主配管  別添 1参照の太線枠内の範囲

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

材料検査

寸法検査

外観検査

据付検査

耐圧検査

漏えい検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

黄
目視

備考

。記録確認は、工事計画に基づき申請者が行った試験 。検査の品質記録 (※ )によると

,※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :T2■ -020と

b



設 備 概 要

原子炉冷却系統施設

加圧水型発電用原子炉施設に係るもの (蒸気タエビンに係るものを除く。)にあつては、次の事項

7 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備に係る次σ)事項

(7)主配管の名称、最高使用圧力、最高使用温度、外径、厚さ及び材料

・常設

報

SUS304TP

SuS301TP

SUS304TP

(注 31｀

SUS304TP
`ド

o.こ 1,

11.1

(ilと ,る 1)

39_1

子滋 ,)|

89.1

/ 1

60.5

(i也 11)

と1.1

/
8,7

(ヽ■3.S〕

8.イ

(,と 3'

60,S

89.1    11.1

(■ 3.こう1洋 31

150

(と 1う 〕thとうⅢ

18,8

充てん配管

分岐点

諭ド(2V-8579)

充てん配管

合流点

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

高使用

度

(℃ )

料称名 外  径1厚  さ

(圧』11) (Inl)

変 更 後

高使用

圧   力

(MPa)(皿ll)

さ

(El■)

称名

用

度

使高

(°(3)(MPa)

変 更 前

1

胡
一一】分
一―
一



0ゃ

SUS304TP

StlS304TP

11.′ 1

/

/
11.1

(注彗〕

/
11.1

/

でと綱ュ

〔注31

89。 と

/

/
89.I

(注 4,

89,1

/
89.1

/
11学 15)

150

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

弁 (2V‐ 8579)

(注 lS)

18。 S

充てん配管

分岐点

充てん配管

合流点

(℃ )

高使用

さ

(阻m)

径

(Httll)(1lPa)

称名

使 用

カ

変 更 後

(Ittll)(IBIIl)

称名

「

阜径 材さ

(・(3)(MPa)

変 更 前

最高使用1最高使用

力i温  度 外

1

選
卦

下
】



8 化学体寝制御設備に係る次の事項

(7)主配管の名称、最高使用圧力、最高使用温度、外径、厚さ及び材料

→

厚  さ材  料

(価m)

変更なし

最高使用 最高使 用

睡  力 温  度 外  径

(郎lPa)    (R3)    (阻血)

tと 3｀

11.1

//

11.l  SUS301

/
fド 19)

8.7

88。 9

/

88.9

/
(産 i

60,5

変更なし

変更なし

(注 3'

|て
た,蔦ど

ユ
l

注入ポ ンプ

A、 B、 C

出ロレジューサ

(■ X3)

充てん/高圧

注入ポンプA、 B

出ロライン

分岐点

及び

充てん/高圧

注入ポンプC

I 出ロライン

分岐点

上流 レジューサ

(4X3)

化
学
体
積
制
御
設
備

(逢さ,増

StFS304TI

(■ (

SUS27TF

SuS27TF

称材  料  名

(とユ,■掛

11.1

(静 S.S,

11.1

/
11.l

/

(ェHl)

厚   さ

(江手,こ )

11.1

150

で江 9)

88.9

(注 3,む
'

88.9

/
88,9

/

r性3.11'

88_9

最高使用

温  度 外

(℃ )  (ェ lHl)

径

変 更 前 変 更 後

最高使用

圧  カ

(MPa)

称名

充てん/高圧

注 入ポ ンプ

A、 B、 C

出 ロ レジ ュー サ

(4X3)

充てん/高圧

注入ポンプA、 B

出 ロライ ン

分岐点

及び

充てん/高歴

注入ポンプC

出ロラインヽ

分岐点

上流 レジューサ

(4X3)

(渡圭)

18.8

ti」 :1'

化
学
体
積
制
御
設
備

2

郁
”米
オ
一‐
て人，



＼
亀

変更な し

変更なし

化
学
体
積
制
御
設
備

(柱4,

11.1

/
11.I  SuS3

/
Lttl」 |

11.1

「注零,

88,9

/
88.9

/
(r=19,

89.1

充てんライン側

レジューサ

(4X3)

弁 (2MOV… 3107)

変

最高使用

圧  力

(MPa)

更 後

最高使用

温  度外  径 厚  さ材  料

(℃ )  (lllla)  (mm)

称名

(注 3.1)

11.l   SUS27TP

(注 15(注■.1)

11.l  SUS304TI

(亡驚1と ,

1

`注
1,|,

(とる

SUS27TP

/
11.1

/

く,主 (1,

88.9

t菩 3,SI

88.9

/
8B,9

/
4と とい

88,9

注ヽ3,

88.9

rf.=)

r)1114'

弁 (2期OV… 3と 07)

化
学
体
積
制
御
設
備

18,8     150

充てんライン側

レジューサ

(4X3) 
｀

変 更 前

最高使用最高使用

圧  力温  度

(IPa) (℃ )ヽ (EllE)(皿ll)

称名 厚  さ材  料外  径

3

如
ｆ
鉢

，
Ｔ
■



検査結果一覧表

成績書管理番号 :卜02-2

ヽ
ゝ

特記事項

み し

検査立会責任者 尋

ブづイラノ タアギ
・ン主任技術者

原子力施設検査官 幕

原子力検査官

ジ灸 久 ス

検査結果

捷

検査年月日

イ湧俸3年

2月 +8日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

共通事項
成績書管理番号 :卜02-2

検査■月日 :微 3年  2 月 ,3 日

検 査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること志

記録確認

検 査 をす る工事 の工

程、期日及び場所が申

請書 どお りで ある こ

と。

記録確認 O・

工事計画の認可番号の

記載が酒切で ある こ

とも

記録確認
① ,一

/五



添付資料 3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

(一号検査)

成績書管理番号 :1-02-2

痰査年月日:今紳3年 二 月 ra白

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 ＼、 記録確認
①

・ ―

必要な図画等が準備されていること。 図面等確認 O―
検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。 .          :

記録確認 Θ■

系統構成が完了していること。
立会/

∞ ①・T

心



検査結果

添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

(一号検査)

成績書管理番号 :卜02-2

検査年月日:今繊 ら 年 2月 ′g日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検 査 対 象

原子炉冷却系統施設

原子炉格納施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)

主配管

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

材料検査

寸法検査

外観検査

組立て及び据付け状態

を確認する検査

耐圧検査、

漏えい検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

てお り、技術基準に適合するもので

あること。

之
目視

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行ちた試験・検査の品質記録 (※ )による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :T2■ 0204

*検査対象のうち別添 1に示す範囲について確認

/隼
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設 備 概 要

原子炉冷却系統施設      .  :            
｀

加圧水型発電用原子炉施設に係るもの (蒸気ター、ビンに係るものを除く。)にあうては次の事項

7 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備に係る次の事項

(7)主配管の名称、最高使用圧力、最高使用温度、外径、厚さ及び材料

6常設

(次ペエジに続 く)
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変 更 後

材  料

SUS304TP

SUS304TP

厚   さ

(mm)

(注3,8)

9,3

(注 3,8)

11.1

(注 3)

9.3

/
7.1

(注 3)

11,1

/
9,3

最高使用

温  ,度

(℃ )

1外 径

(議)

|

I

|

|

(注 3)

267.4

(注 8)

355` 6

(注 16)
(注 3)

26714

/
165,2

40

(注 3)

355,6

/
267。 4

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注 15)

0

名 称

(注 55)

燃料取替用水

タンク出日配管

分岐点

及び

B電動補助

給水ポンプ

入 日配管分岐点

原子炉下部

キャビティ

注水ポンプ

'及び

恒設代替低圧

注水ポンプ

非
常
用
炉
,い

冷
却
設
備
そ
の

他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

材  料外  径|厚   さ

(lttll) (mm)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称

＼
岱
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郭
牌
奮
苫
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(次ページに続く)
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変 更 後

材  料

SUS304TF

SUS304TP

SUS304TP

厚   さ

(mm)

(注3,8)

7,1

(注3,3)

8。 2

(注3,8〕

9,3

最高使用

温  度 径

(℃ ) (BI五)

(注 3)

165,2

(注 3)

216.3

(注 3)

267.4

(注 15

95

最高使用

屋  力

(MPa)

(注 J5)

0

名 称

(注55)

燃料取替用水

タンク出日配管

分岐点

及び

B電動補助

給水ポンプ

入自配管分岐点

原子炉下部

キャビティ

注水ポイプ

及び

恒設代替低圧

注水ポンプ

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
柱
水
設
備

変 更 説

材  料外  径|

(mm)

厚   さ

(阻盟)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

臣  カ

|(MPa)

名 称

くヽ

瀬
電
郭
μ
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＼
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□ :検査対象範囲 (別添2(1/3)、 (2/3)に示す範囲)

※ :外観検査、組立て及び据付け状態を確認する検査を除く

(次ページに続く)
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□ :検査対象範囲 (別添2(2/3)に示す範囲)

※ :外観検査、組立て及び据付け状態を確認する検査を除く

変 更 後

材  料

SUS304TP

SUS304Tど

厚   さ

(H避■)

く注3:8〕

11.1

(注3)

9。 3

/
7.1

外  径

(m諷)

(注3)

355。 6

(注3)

267.4

/
165.2

最高使用

温  度

(℃ )

(注 I呵

95

最高使用

匡  力

(MPa)

(滋 13)

0

名 称

非
常
用
炉
,い

冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

燃料取替用水

タンク出日配管

分岐点

1及び

B電動補助

給水ポンプ |

入日配管分岐点

原子炉下都

キャビティ

注水ポンプ

及び

恒設代替低圧

注水ポンプ

変 更 前

材  料

最高使用

量  度

(℃ )

外  径 厚 さ

(職盟) (醒工)

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称

(次ページに続く)
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変 更 後

厚 料

日

ll.1

/
8:2

ISUS304TP

11:1

/
11,1

/
9。 3

TP

最高使用
|

温  度

(℃ )

|タ
ト                                             宅舌

|(叩 )

(注 3)

355.6

/

216.3

(注彗

95
(注 3)

355.6

/
355.6

/

267.4

最高使用

圧  力

(MPa)

(注 16)

0

名 称

非
常
用
炉
,さ

冷
却
設
備
そ
の

他
原
子
炉
注
水
設
備

燃料取替用水

タンク出日配管

分岐点

― 及び

B電動補助

・
給水ポンプ

入 日配管分岐点

原子炉下部

キャビティ

注水ポンプ

及び

恒設代替低圧

｀
注水ポンプ

変 更 前
′

最高使用
|

E  力|

隈

臨
高使用

|

凌 |

(q(〕 )

外  径 厚   さオオ  料

(MPa) (llllll) (mm)

名 称

遭
郭
μ
（里
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◆
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ω
常
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変 更 後

材  料

SUS304TI

SUS304TP

SUS304TP

SUS304TF

SUS304TT

厚   さ

(阻阻)

〈注3,8)

6.0

(注3,8)

7.1

(滋3)

7.1

/
6]0

(遂 3)

7.1

/
7.1

/
7.1

く遠3,3)

7,1

外  径

(皿m)

(注 8〕

114.3

(注 3〕

165`2

く注3)

16儀 2

/
114.3

(渡 3)

165。 2

/
165。 2

/
165,2

(注 3)

と65.2

最高使用

温  度

(℃ )

(注iS)

95

(注 151

150

最高使用

圧
・

カ

(MPa)

(滋,5)

2.7

名 称

(注S5)

原子炉下部

キャビティ注水

ポンプ

A内部スプレ |

クーラ

出甲醸管合流点

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

材  料径 厚   さ

(艤)

最高使用

匠  カ

(MPa)

名 称

□ :検査対象範囲

※ :外観検査、組立て及び据付け状態を確認する検査を除く
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変 更 後

材  料

(注 54)

SUS27TP

SUS304TP

(注 54)

SUS27TP

厚   さ

(Ilun)

(注 8,8,34)

6.0

(注3,8)

6.0

〈注3,64)

6.0

/

/
6.0

最

温

再使用
|

度|外 径

(℃ ) (■ lln)

(注 3.54)

114.3

(と 3)

114.3

95
(注 3,54)

11413

/

/
114.3

最高使用

圧 iカ

(MPa)

(注 15)

0

名 称

(注 55)

内部スプ レ

クーラ

出ロテス ト

ライン分岐点

弁 (2MOV-6496

A、 B)

燃料取替

用水タンク

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

材  料外  径 厚   さ

(■とli) (llun)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称

(次ページに続く)
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変 更 後

材  料

(Iと54)

SUS27TP

SUS304TF

(注54)

SUS27TP

厚   さ

(血 )

く選3,8,541

6.0

(注3,倒

6.0

く注8,34)

6.0

/
6.0

/
6.0

外  径

(皿)

(どと3,64)

114:3

く注 8)

114.3

(注s,54)

114`3

/
114.3

/
114。 3

最高使用

濃 !度

(℃ )

(注 lS

95

最高使用

犀  坊

(ユ彊)a)

く遊15〕

2.1

名    称

く注弱)

_内部スプレ

クーラ

鶴ロテス ト

ライン分岐点

弁 (2HOV-6496

A、 B)

燃料験替

用水タンク

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備

そ

の
他
原

子
炉
注
水
設
備

変 更 前

材 料外  径 厚   さ

(阻) (阻 )

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(I懸
)a)

名 称

逹

(次ページに続く)
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甲 :検査対象範囲 (別添2('3/3)に示す範囲)
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□ :検査対象範囲 (別添2(3/3)に示す範囲)

淀

(次ページに続く)
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変 更 後

材  料

SUS304TF

SuS304TP

厚   さ

(融機)

(注3)

6.0

/
610

/

(注3)

6.0

/

/
6.0

外  径

(阻臣E)

(逮3)

114。 3

/
114。 3

/

(注 3)

114。 3

/

/
114.3

最高使用

温  度

(℃ )

く,工 la

95

名 称 カ

彼 a)

内部スプレ

クーラ

出ロテス ト

ライン分岐点

2… 1

弁 (2酌V-6496

A、 B)

燃料取替

用水タンク

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
つ
他
原
子
炉
注
本
設
備

変 更 前

材  料厚   さ

(題 )

名 称
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変 更 後

材  料

SUS304TP

(遊S4)

SUS27TP

SUS304TT

厚   さ

(mm)

‐
(注 3,8〕

6.0

〈注3,54)

8.6

(滋 3〉

6,0

/

/
610

外  径

(醜)

(遠3)

114.3

(注3,34)

114.3

(注3)

114.3

/

/
114.3

最高使用

温  度

(℃ )

(滋 lS

150

名 称

(甑Pa)

内部スプレ

クーラ

出ロテス ト

ライン分岐点

2.7

弁 (2ЮV-6496

A、  B)

燃料取替

用水タツク

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

材  料外  径 厚   さ

(題 ) (臨 )

最高使用

温  1度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称

回 :検査対象範囲 (別添2(3/3)に 示す範囲)
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変 更 後

厚   さ材  料

(llm)

沖任s3'TP
沖缶S304TP

(注 3,

||,Ut314i7.1

7.1

/

/
5.5

外 t 径

('電コa)

(注 3)

165,2

(注 3〕

8911

(注 3)

165,2

(注3)

165.2

/

/
89.1

最高使用

匡  カ

(MPa)

最高使用

温  度

(℃ )

引
(注 13)

0 40

lj 3 40

名 称

非
常
用
炉
Jい

冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

復水タンタ

ブロー配管

接続日

弁 (2CW-301)

復水タンク

変 更 前

材 料

最高使用 |

圧  カ

(MPa)

1最高使用

温  度 タト 径

|(H剛
1)

厚   さ

(℃ ) (誌)

名 称

レ

，

(注 1)

(注 2)

(注 3)

(注 4)

(注 5)

記栽の適正化を行 う。既工事計画書には「籐料取換用水タンク～弁 (2-6400A、 B)Jと記載 |

SI単位に換算したものである。                      _
公称値                                        ・

■ルボについては既工事計画書に記栽がないため記載の適正化を行 う。厚さにっいては管と口等以上のものを選定するとなお、

記栽内容は、設計図書による。    ′        ́  ・

l          l器
安全設備)及びその他発電用原子炉の附属施設 (火災防護設原子炉格納格設のうち圧力低減設備その他の安全設備 (持納溶

洞
Ｒ
苺夢
Ｐ

（
Ｐ
Ｐ
＼
岸
卜
）
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執
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〕

麒

備)の うち消火設備と兼用

(注6)重大事故等時に使用              '

(注 7)既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。記載内容は、設計図書による。

(注8)エルボにういては管と同等以上の厚さのものを選定する。

(注9)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「燃料取換用水タンク～弁 (2-8926)」 と記載

(注 10)計測制御系統施設のうちほう駿注入機能を有する設備 と兼用

(注 11)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「SUS27TP」 と記載

(注 12)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「逆止弁 (2-8926)～ 弁 (2 LCV-115B、 D)」 と記載

(注 13)記載の適I化を行 う。既工事計画書には「格納容器サンプ～衆 (2-881lA、 B)」 と記載

(注 14)記載の道正化を行 う。記載内容は、既工事計画書の「原子炉格納容器」の 「原子炉格納容器本体」による。

(注 15)重大事故等時における使用時の値                    、

(注 16)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「弁 (2-881lA、 B)～弁 (28812A、 B)」 と記載

(注 17)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「燃料取換用水タンク～逆上弁 (歩8958)」 と記載

(注 18)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「逆上弁 (2二8958)ん弁 (2-8809A、 B)」 と記載

(注 19)記載の適正化を行 う。既I事計画書には「余熱除去ポンプ入日母管～弁 (2-5400)」 と記載

(注20)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「充てん/高圧注入ポンプ出日集合母管～弁 (2-8803A(B)お よび弁 (28816)(2-

FЁ 943取付都.を 除く)」 と記載

(注 21)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「充てん/高圧注入ポンプ出日集合母管～弁 (28815)及 び弁 (2-8814)(2-FE940取

付部を除く)」 と記載

(注22)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (2-e815)～ 分岐点」と記載

(注23)記載の適正化を行 う。既I事計画書には「分岐点～逆止弁 (2-3942A、 B、 C)」 と記載

(注24)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「逆止弁 (2「 8942A、 B、 C)～余除去クーラ出日合流点」と記載

(注25)エルボを示す。

遥
郭
岸
（洋笙
尽
）
↓
智

∞
＝

Ю
沌

ド∞
コ



や
く

(注 26)

(注 27)

(注 28)

(注29)

(注 30)

(注 31)

(注 32)

(注 33)

(注 34)

(注 35)

(注 36)

(注 37)

(注 38)

(注 39)

(注40)

(注 41)

(注42)

(注 43)

(注 44)

(注 45)

(迪と46)

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「2-FE943お よび2TFE940取付部 (レ ジューサ4× 3～ レジューサ4X3)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (28803A、 B)～ レジューサ (6× 3)」 と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (6× 3)｀ほう酸注入タンク」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「ほう酸注入タンク出ロレジューサ (6× 3)～弁 (2-8801A、 】)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「弁 (28801A、 B)～分岐点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「分岐点～逆止弁 (28944A、 B、 C)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (2-8944A、 B、 C)～ 主冷却材管ループ低温側注入ライン合流点」と記載

記載の道正化を行 うも既I事計画書には「 (最小)9,写」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「 (最小)9.5/二 /(最小)9.5」 と記載

公称値は既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。

記載の適正化を行 うと既工事計画書には「弁 (2‐8816)～分岐点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「分岐点ん逆止弁 (2-8987A、 B、 C)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (28814)～分岐点Jと 記載          ′

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「分岐点～逆止弁 (2-8989A、 B、 C)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (2-8987C)及 び弁 (2-8939C)～ 弁 (28940C)」 と記載           i

記載の適正イとを行 う。既工事計画書には 「 (最小)9.5/(最小)9.5/(最小)9.5」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「逆止弁 (28937A、 B)及 び逆4弁 (2-8989A、 B)～余熱除去クーラ出日合流点」と記

載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (28973A、 B、 C)～弁 (2-8945A、 B、 C)」 と記載

余熱除去設備と兼用

余熱除去設備及び計涙1制御系統施設のうちほう酸注入機能を有する設備と兼用

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「余熱除去クーラ出ロラインと非常用炉心冷却設備との取合点～弁 (2-8818A、 B)及 び

弁 (2-8819)」 と記載
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P

(注 47)

(注 48)

(注49)

(注 50)

(注 51)

(注52)

(注 53)

(注 54)

(注 55)

(注 56)

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (2と 8818A、 B)～逆止弁 (2-8971A、 B)を経てコィル ドレグループB注入ラインヘ

の分岐点」と記載

記栽の適正化を行 う。既工事計画書には「コール ドレグループB注入ライン今の分岐点年逆止弁 (2-8973A、 B、 C)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (2■8819)｀分岐点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「分岐点～逆止弁 (2-8935A、 B)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (2-8935A、 B)～弁 (2-8940A、 B)」 と記載                !
記載の道正化を行 う。既工事計画書には「アキュムレータA、 B、 C～弁 (2-8808A、 B、 C)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (2-8808A、 B、 C)～逆止弁 (2-8948A、 B、 C)」 と記載

本設備は既存の設備である。

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)と 兼用

蒸気タービンの附属設備及び原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)と 兼用
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原子炉冷燕系統施設に採る機器の

霊置を明示した盟百

く非常用炉心冷却設備
その抱原子炉注赤載傭)(24/43)
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検査範囲図 (配管図 2/8Ⅲ

工事計画認耳申講  第き-1-66図
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高 浜 発 電 所 第 2号

原子炉冷却系綻施設に係る機器の

配置を明示した国面

(非常用炉心冷却設備

その他原子炉注水設備)(27/43)

関 顧 電 力 株 式 会 社
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原子牌=I冷郷系統施設に係る機器の

配置を明示 した国面

(非常月炉心冷却設備

その他原子炉注水設備)(■0/43)
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検査結果下覧表

成績書管理番号 :卜02-2

♪
膨

特記事項

み レ

検査立会責任者

オツタサイタメご/主任技術者

原子力検査官

ソ́
ね
閥

＼
〆 ″

▼ａ 考

検査結果

Ｒヽ

検査年月日

日手
↑〈Ｗ

日

年

瑚

ヽ
ざ

　

蒟
月歩



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

共通事項
成績妻管理番号 :1-02二 2

検査年月日:令和 ゛ 年  ど 月 ェデ 日

:検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

（，〕

命

確認事項 確認方法 確認結果 イ,簿考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 ⑨

検査 をす る工事 の工

程、ダ翻日及び場所が■

請書 どお りで ある こ

と。       ‐

記録確認 Q止

工事計画の認可番号の

記載 が適切で ある こ

と。     〃

記録確認

3じ



関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

(二号検査)

添付資料 3-1

使用前検査記録

成績書管理番号 :1-02-2

検査年月日 :令和 ∂ 年  √ 月 i3日

検 査 場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 Qイ下

必要な図面等が準備されていること。 図面等確認 ⑧・

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認 0・ ―

系統構成が完了していること。
立会/

翰
@・

二

J″



検査結果

添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

(―号検査)

成績書管理番号 :1022

検査年月日 :令和 ご 年 ノ 月 蟷 日

検 査 場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検 査 対 象

原子炉冷却系統施設              |

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

原子炉格納施設

圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)

主配管  別添(1参照の太線枠内の範囲

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

材料検査

寸法検査

外観検査

据付検査

耐圧検査

漏えい検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

Fあること。

疑
目視

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行った試験 じ検査の品質記録 (※)による。

※ ,適合性確認検査成績書の識別番号 rT2 1 0202、 T2■■908(そ の 1)、 T2-1-1908(その2)、

T2-1-0603

」



設 備 概 要

原子炉冷却系統施設

_加圧水型発電用原子炉施設に係るもの (蒸気タービンに係るものを除く。)にあっては次の事項

7 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備に係る次の事項

(7)主配管の名称、最高使用圧力、最高使用温度(外径、厚さ及び材料

。常設

工事計画本文 (原規規発第16o6105号 (平成28年 6月 10日 認可))

』
鶴

選
鶉
ユ

（
ユ
＼
ュ
Ｎ
）
↓
習
ω
構
ｏ
油
博
ω
ロ

変 更 後

材  料

(注 51)

SUS27TP

SUS304TP

(注54)

SUS27TP

厚  さ

(IIttll)

(注3,8,b4)

6.0

(注3,8)

6.0

(注3,54)

6.0

/

/
6.0

外  径

(■■■)

(注8,54)

114。 3

(r主31

114.3

(注缶 54)

114.3

/

/
114.3

最高使用

温  度

(℃ )

(注 151

95

最高使用

圧  力

(MPa)

(注 15)

0

名 称

命i55)

内部スプ レ

クーラ

出ロテス ト

ライン分岐点

夢書(2MOV-6496

A、  B)

燃料取替

用水タンク

非
常
用
炉
′い
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

材  料厚  さ

(IIとIl)

外  径

(lHII)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  力

(MPa)

名 称

□ :検査対象範囲 (別添2(4/4)に示す範囲)
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(注54)

SUS27TP

SUS304TP

(注 54)

SUS27TP

材  料

(注3,54)

6.0

/
6.0

/
6,0

(Ⅲ llX

厚    さ

(注3,8,こ 4)

6:0

(注3,8)

6.0

(llm)

外

¨
　

径

(注3,S4)

l14,3

(注31

114,3

(注3,54)

114.3

/
1143

/
114.3

(注 13)

95

(℃ )

最高使用

温  慶

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注 15)

2.1

内部スプレ

クーラ

出ロテス ト
t

ライン分岐点

弁  (2MOV-6496

A、  B)

燃料取替

用水タンク

(注66)

称名

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

材  料

(mml(mm)

厚    さ外  径.

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  力

(MPa)

称名
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材  料

SUS304TP

SUS304TP

(注3)

6.0

/
6.0

/

6.0

/

/
6.0

(注3)

(Inln)

厚  、さ

(注8)

114。 3

/

/
114.3

(■m)

外  径

(注3)

114.3

/
11413

/

最高使用

温  度

(℃ )

(注 15)

95

(注 15)

2.1

最高使用

圧  カ

(MPa〉
.

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
０
他
原
子
炉
注
水
設
備

内部ネプレ

クーラ

出ロテス ト

ライン分岐点

チド(2MOV-6496

A、  B)

燃料取替

用水タンク

称名料

(mm)

厚  さ

(HI【li)

外  径

最高使用|

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)

変 更 前

称名
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変 更 後

材  料

SUS304TP

_(注64)

SUS27TP

SUS304TP

厚 さ

(Hlm)

(注3,3)

6,0

(注 3,54)

8.6

(注3)

6.0

/

/
6.0

外  径

(mm)

(注3)

114,3

(濾B,54)

114.3

(注 31

114.3

/

/
114。 3

最高使用I

温  度

(℃ )

(注 15)

150

最高使用|

圧  カ

(MPa)

(滋 15)

2.7

名 称

(注55)

内部るプレ

クーラ

出ロテス ト

ライン分岐点

弁 (2MOV-6496

A、  B)

燃料取替

用水タンク

非
常
用
炉
ケ泌
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

材  料厚  さ

(血■1)

外  径

(盟Hl)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  力

(MPa)

名 称
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3/4)に示す範囲)

を確認する検査を除ぐ
)、 (

け状態

変 更 後

材   料

SUS304TF

SUS304TI

SUS304TF

SUS304TF

厚   さ

(mm)

く注3,8)

9.3

(注 3,8)

とと。1

(注 3)

9.3

/
7.1

(注 3)

11.1

/

9,3

舛 径

(llllII)

(注 3〕

267.4

(注 3)

355。 6

く注3)

267.4

/
165。 2

(滋 3)

355.6

/

267.4

名 称

燃料取替用水

タンク出日配管

分岐点

及び

B電動補助

給水ポンプ

入 日配管分岐点

非
常
用
炉
とい
冷
却
設
備
そ
の

他
原
子
炉
注
未
設
備

く江

40

原子炉下部

キャビティ

注水ポンプ

及び ・

恒設代替低圧

変 更 前

外  径

(mm)

厚   さ材  料

(議)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  力

(MPa)

名 称

(次ポージに続く)
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□ i検査対象範囲 (別添2(1/4)に示す範囲)

※ 外観検査、組立て及び据付け状態を確認する検査を除く

変 更 後

厚   さ 材  料

(Ilu掻1)

(注 3,

7。 1 TP

(注 3,

8.2 04野

(注 3,

9。 3 TP

外  径

(mm)

(注 3)

165。 2

(注 3)

216,3

(注 8)

267.4

最高使用

温  度

(℃ )

(注 15)

95

最高使用

屋  力

(MPa)

(濠 15)

0

名 称

非
常
用
炉
〕心
冷
却
設
備
そ
の

他
原~子

炉
注
水
設
備

燃料取替用水

タンク出日配管

分岐点

及び

B電動補助

給水ポンプ

入 日配管分岐点

原子炉下部

キャビティ

注水ポンプ

‐及び

恒設代替低圧

注水ポンプ

変 更 前

料

最高使用

圧  カ

(MPa)

最 高使用

度名 称 外  径

(℃ ) (mm)

(次ページに続 く)
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変 更 後

材  料

SUS304TF

厚   さ

(lIE11)

(注 3,8)

11.1

(注 3)

9i3

/
7.1

外  径

(議 )

(注 3)

355.6

(注 3)

267,4

/

165.2

最高使用

温  度

(℃ )

(注 16)

95

最高使用

F土  カ

(MPa)

く注15)

0

名 称

(消E55)

燃料取替用水

タンク出日配管

分岐点

及び

B電動補助

給水ポ ンプ

八 日配管分岐点

原子炉下部

キャビティ

注水ポンプ

及び

恒設代替低圧

注水ポンプ

非
常
用
炉

`ふ
冷
去「
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更
―
前

材  料外  径 厚   さ

(■■Il) (耐

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  力

(MPう )

名 称
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部
ユ

（
Ｎ
＼
ユ
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）
↓
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渤
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(次ページに続く)

口 :検査対象範囲 (別添2(1/4)に示す範囲)

※ 外観挨査、組立て及び据付 Iサ状態を確認する検査を除く



口 :検査対象範囲 (

※ 外観検査、組立 衰恙基得浄娯轟茎羅雲与な検査を除く

〔
‐

巡
部
ユ

（
∞
＼
ユ
Ｎ
）
↓
当
ω
構
０
油
博
お

Ⅲ

姿
じ

材  料

SUS304TF

SUS304TP

11。 1

/
8.2

(注 3)

1111

/
11.1

/
9.3

(注 3)

(lIЩ l)

厚_ さ

355。 6

/
355。 6

/
267.4

(注 3〉

(llttll)

外  径

355。 6

/

216.3

(注 3)

漏〔
‐
高使用

温  度

(℃ )

(注 15)

95  
｀

最高使用

圧  カ

(MPa)

く注i5)

0

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

燃料取贅用水

タンク出日配管

分岐点

及び

B電動イ甫助

給水ポンプ

入日配管分岐点

原子炉下部

キャビティ

注水ポンプ

及び

恒設代替低圧

ン

変 更 後

称材
‐

料

(阻m)

厚   さ

(lI阻 4)

外  径

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  力

(MPa)

変 更 前

称名

月ll

て



変 更 後

材  料

SUS304TI

SUS304TI

SUS304TI

SUS304TI

厚  さ

(alin)

(注 3)

7.と

(注 3)

5,5

(注 8,8)

7.1

(注 3)

7.1

/

/
5.5

外  径

(■ :【 ll)

(注 3)

165.2

(注 3)

89,1

(注 3)

165。 2

(注 3)

165。 2

/

/
89.1

最高使用

温  度

(℃ )

(注 :5)

40

(注 15)

40

最高使用

圧  力

(MPa)

(注 15)

0

(注 15)

1,3

名 称

(注 56)

復水タンク

ブロー配管

接続 日

弁 (2CW-301)

復水タンク

非
常
用
炉
Jい

冷
却
設
備
そ
の

他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

材   料外 径  | 厚   さ

(lⅢl) (IIttll)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  力

(MPa)

名 称

会
《

(注 1)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「燃料取換用水タンク～弁 (2‐6400A、 B)」 と記載

(注2)SI単位に換算 |し たものである。|,                    □ :検査対象範囲
(注3)公称値   ｀

(注4)エルボにつぃては既工事計画書に記載がないたあ記載の道正化を行 う。厚さにういては管と向等以上のものを選定する。なお、

記載内容は、設計図書による。

(注5)原子炉格納施設の うち圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)及びその他発電用原子炉め附属施設 (火災防護設

選
謝
ユ

（
０
＼
ュ
博
▼
↓
営
ω
構
ｏ
油
Ｎ
ω
Ⅲ



へ
跨

備)の うち消火設備 と兼用

(注6)重大事故等時に使用

(注7)既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。記載内容は、設計図書による。

(注8)エルボについては管と同等以上の厚さのもあを選定する。
…

(注9)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「燃料取換用水タンク～弁 (2-8926)」 と記載

(注 10)計測制御系統施設の うちほう酸注入機能を有する設備 と兼用

(注 11)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「SUS27TP」 と記載

(注 12)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「逆上弁 (2‐8926)～弁 (2-LC卜 ■5B、 D)」 と記載

(注 13)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「格納容器サンプ～弁 (2-881lA、 B)」 と記載

(注 14)記載の適正化を行 う。記載内容は、既工事計画書の 「原子炉格納容器」の 「原子炉格納容器本体」による。

(注 15)重大事故等時における使用時の値

(注16)記載の適I化を行 う。既I事計画書には「弁 (2 88HA、 B)～弁 (2-8812A、 B)」 と記載

(注 17),記載の適正化を行 う。既工事計画書には「燃料取換用水タンク｀逆止弁 (2-8958)」 と記載

(注 18)記載の適正化を行う。既工事計画書には 「逆止弁 (2-8958)～弁 (2・ 8809A、 B)」 と記載

(注 19)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「余熱除去ポンプ八日母管γ弁 (2■5400)」 と記載

(注20)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「充てん/高圧注入ポンプ出口集合母管～弁 (2-8803A、 B)お よび弁 (2-8816)(2■

FE943取付部を除く)Jと 記載

(注21)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「充てん/高圧注入ポンプ出日集合母管～弁 (2-8815)及 び弁 (折8814)(2-FE940取

付部を除く)」 と記載

(注22)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「弁 (2「8815)～分岐点」と記載

(注23)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「分岐点～逆止弁 (2-8942A(B、 C)」 と記載                ―

(注24)記載の適正化を行う。既工事計画書には 「逆止弁 (2-8942A、 B、 C)～余除去クーラ出日合流点」と記載

(注25)エルボを示す。
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荼
齢

(注26)

(注 27)

(注28)

(注29)

(注 30)

(注31)

(注 32)

(注 33)

(注34)

(注 35)

(注36)

(注37)

(注38)

(注 39)

(注40)

(注41)

(注42)

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「2-FE943お よび2=FE940取付部 (レ ジュエサ4× 3年 レジューサ4× 3)」 と記載

記載の適正化を行 うも既工事計画書には「弁 (2-8803A、 B)～ レジューサ (6× 3)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「レジュ‐サ (0× 3)～ ほう酸注入タンク」と記載

記載♂)適正化を行 うな既工事計画書には「tゴ う酸注入タンク出ロレジユーサ (6× 3)～弁 (2-8801A、 B)」 と記載  ,
記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「弁 (2-8801A、 B)～分岐点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「分岐点ヽ逆止弁 (2-8944A、 B、 C)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「弁 (咎8944A、 B、 C)年主冷却材管ルエプ低温側注入ライン合流点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「 (最小)9,5」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「 (最小)9:5/― /(最小)9,5」 と記載

公称値は既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (2-8816)～分岐点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「分岐点～逆生弁 (歩8937A、 B、 C)」 と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「弁 (2-8814)～分岐点」と記載      ―

記載の適正化を行 うも既工事計画書には「分岐点｀逆止弁 (2-8939A、 B、 C)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「弁 (2-8937C)及び弁 (2-8939C)～弁 (2-8940C)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「 (最小)9.5/(最小)9.5/(最小)9。 5」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「逆止弁 (2-8937A、 B)みび逆止弁 (2■8989A、 B)～余熱除去クエラ出日合流点」と記

載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「弁 (2下8973A、 B、 C)～弁 (μ 8945A、 B、 c)」 と記載

余熱除去設備と兼用

余熱除去設備及び計測制御系統施設のうちほう酸注入機能を有する設備 と兼用

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「余熱除去クエラ出ロラインと非常用炉心冷却設備 との取合点～弁 (2-8818A、 B)及び

弁 (28819)」 と記載

(注43)

(注44)

(注45)

(注46)
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小
『

(注47)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「弁 (2-8818A、 B)～逆止弁 (2-8971A、 B)を経てコール ドレグループB注入ラインヘ

の分岐点」 と記載

記載の適I化を行 う。既工事計画書には 「コール ドレグル‐プB注入ラインヘの分岐点～逆■弁 (歩 8973A、 B、 C)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (2二8819)～分岐点」と記載

記載の適正化を行 うЬ既工事計画書には「分岐点～逆止弁 (2-8985A、 B)」 と記載

講載の適ェ化を行 う。既工事計画書には「弁 (矛 8935A、 B)～弁 (歩,940A、 B)」 と記載

記載の適I化 を行 う。既工事計画書には 「アキ■ムレエタA(B、 C～弁 (2-8808A、 B、 C)Jと 記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「弁 (2T8808A、 B、 C)年逆止弁 (/8948A、 B、 C)」 と記載

本設備は既存の設備である。

原子炉格納施設の うち圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)と 兼用

恭気タービンの附属設備及び原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)と 兼用

(注48)

(注49)

(注 50)

(注51)

(注 52)

(注 53)

(注 54)

(注55)

(注56)
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工事計画認可申請  第3‐ 163図 |

高 浜 発 電 所 第 2号 機

原子炉冷却系統施設に係る

配越を明示した図面
(非常用炉心冷却設備

その他原子炉注水設備)(24/43)
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関 西 電 力 株 式 会 社



工事計画認可中請 第3Ⅲ 64図

原子炉冷却系統施設に係る機器の

配置を明示した図画

(非常用炉心冷却設備

その他原子炉注水設備)(25/43)
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関 西 電 力 株 式 会 社



高 浜 発 霊 所 第 2号 機

工事計画認可中請  第3165園 |

原子炉冷却系統施設に係る機器の

記置を明示 した図面

(非常用炉心冷却設備

その他原子炉注水設備)(26/43)
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関 西 電 力 株 式 会 社



工事計画認可申講 第3180図
|

2号 機 ―高 浜 発 電 所 第

浬

沸

時

（
ヽ
＼
ヽ

）

０

朝
口
ω

梢

ｏ

詢

博

ω

団

|

原子炉冷却系統施設に係る機器の

配置を明示 した図面

(非常用炉心冷熱設備

その他原子炉注水設備)(41/43)

関 西 電 力 株 式 会 社



検査結果一覧表

成績書管理番号 :卜02-2

玲
滞

な し

特記事項検査立会責任者

パ/う一、ターι
Ⅲノ 主任技術者

原子力検査官

ヽ
ン二

と み

マ乃

ｆ
　
入

野

検査結果

走

検査年月日

令神3年
it)角 1均 日

2じ



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

共通事項    ン

成績書管理番号 :卜 02・2

検査年月白 :令和3 年 十υ 月 lq 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

命

確認事項 確認方法 確認結果 f薦考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。     /

記録確認

検査 をす る工事 の工

不呈t期 日及び場所が申

請書 どお りで ある こ

と。 !

記録確認

工事計画の認可番号の

記載が適
イ
切であるこ

と。

記録確認 ∈動・下

03



添付資料 3二 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

(一号検査)

成績書管理番号 :卜02-2

検査1月 日 :全禾Ha 午 lυ 月 とそ 占

、検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認
○

・
二

必要な図面等が準備されていること。 図面等確認

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲〔測定精度を有してい

ること。

記録確認

系統構成が完了していること。
立会/

⑩

`夕く



検査結果

添付資料3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

(一号検査 )

成績書管理番号:ュー02‐ 2

検査年月歯:奉禾!二 年 十θ 月
比

日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検 査 対 象

原子炉冷却系統施設            '

)F常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

原子炉格納施設

圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)

主配管

別添 1参照の太線枠内の範囲

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

材料検査

寸法検査

外観検査

据付検査

耐圧検査

漏えい検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

R
目視

ω

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行った試験 。検査の品質記録 (※ )による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-卜 0202、 T2-1-0203、 T2二 1-0204

`く守



D              lD
工事計画本文 (原規規発第1606105号 (平成28年 6月 10日認可))

設 備 概 要

原子炉冷却系統施設

加圧水型発電用原子炉施設に係るもの (蒸気タービンに係るものを除く。)にあつては次の事項

7 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備に係る次の事項

(7)主配管の名称、最高使用圧力、最高使用温度、外径、厚さ及び材料

・常設

(次ページに続 く)
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」、
，

時
渭

:)

口 :検査対象範囲
※ 外観守負査、組立て及び据付け状態を確認する検査

(次ぺ‐ジに続 く)

選
謝
ユ
（Ｎ
＼
ユ
∞
〉
↓
営
ω
常
ユ
Ｏ
Ｍ
ユ
Ｐ

博
０
四

変 更 後

材  料

SUS304TF

SUS304TT

SUS304TF

SUS304TF

厚   さ

(Eluli)

(注 8,8)

9。 3

(注 3,8)

11,1

(注 3)

9.3

/
7.1

(注 3)

11.1

/

9.3

外  径

(■1■ )

(注3)

267.4

(注 3)

35516

(注 3)

267.4

/
165.2

(注 3〕

355.6

/

267,4

最高使用

温  度

(℃ )

(澁 15)

40

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注 15)

0

名 称

燃料取替用水

タンク出日配管

分岐点

及び

B電動補助

給水ポンプ

入 自記管分岐点

非
常
用
炉
〕渉
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

原子炉下都

キャビティ

注水ポンプ

及び

恒設代替低圧

注水ポンプ

変 更 前

材  料外  径 厚    さ

(航) (苗m)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称
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□ 1検査対象範囲
※ 外観検査、組立て及び据付け状態を確認する検査

け

フ

(mm)

厚   さ

(注 3,8)

7.1

(注 3,8)

8。 2

(注3,8)

9ぅ 3

く注3)

267.4

(注 3)

165,2

(注 3)

216.3

(am)

外  径

(注 15)

95

最高使用

温  度

(℃ )(MPa)

最高使用

圧  カ

(注 15)

0

燃料取替用水

タンク出日配管

分岐点

及び

B電動補助

給水ポンプ

八 日配管分岐点

原子炉下都

キャビティ

注水ポンプ

、及び

恒設代替低圧

注水ポンデ

(どヒ55〉

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

称名材  料

最高使用

匠  カ

(MPa)

最高使用

温  1度

(℃ ) (mm)(Шm)

厚   さ外  径|

変 更 前

称名

(次ページに続 く)



変 更 後

材  料

SUS304TF

SUS304TP

厚    さ

(Ilull)

(注 3,8)

7.1

(注 3,8)

8。 2

外  径

(mI11)

165:2

(注

95 216。 3

(注 3)

267.4

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  力

(MPa)

(注 15)

0

名 称

(注 55)

燃料取替用水

タンク出日配管

分岐点 :

及び

B電動補助

給水ポンプ

八 日配管分岐点

原子炉下部

キャビティ

注水ポンプ

及び

恒設代替低圧

注水ポンプ

非
常
用
炉
〕い
冷
却
設
備
そ
の

他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

材  料厚   さ

(阻阻l)

外   径

(■と咀)

最高使用

温  度

_(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)

名    称

今
‐

一選
湘
ユ

（
ヽ
＼
ユ
∞
）
◆
営
ω
常
ユ
ｏ
枷
ユ
０
・
的
Ｏ
ｍ

□ :検査対象範囲
※ 材料検査、寸法検査、耐圧検査、漏えい検査、

外観検査、組立て及び据付け状態を確認する検査 _

(次ペエジに続 く)



D一、ｉｒ▼

変 更 後 フ

材  料

SUS304TP

厚   さ

(mm)

(注 8,8)

11.1

(章 3)

9,3

/
7,1

外  径

(鑢m)

(注 3)

355。 6

(速 3)

267.4

/
165,2

最高使用

温  度

(℃ )

(注 15)

95

最高使用

圧  カ

(なこPふ)

(注 15)

0

名 称

非
常
用
炉
′ふ
冷

燃料取替用水

タンク出日配管

分岐点

及び

B電動補助

索含水ポンプ

入日配管分岐点

原子炉下都

キャビティ

注水ポンプ

及び

恒設代替低圧

注水ポンプ

設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 講

材  料外  径 厚   さ

(llull) (蘭れ )

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称

卜
０

選
謝
ユ
（ｏ
＼
３
０
）
↓
曽
ω
構
ユ
０
渤
ユ
ｏ
・
Ｎ
Ｏ
ロ

(次ページに続 く)

□ :検査対象範囲
※ 外観検査t組立て及び据付け状態を確認する検査



（、フ i)

選
部
ユ

（
０
＼
ュ
∞
）
↓
営
ω
韓

ユ
０
れ
ど
０
〕
Ｎ
Ｏ
コ

雲
:籍

霜穣蓋晉甲基検査、耐圧検査、漏えい検査、
外観検査、組立て及び据付け状態を確認する検査

い
ヽ

変 更 後

厚   さ 材   料

(mm)

(注 3,

11.1 TP

9.3

/
7.1

304Tf

外   径

(Hu■ )

(注 3)

355.6

(注 3)

267.4

/

165。 2

最高使用

圧  力

(MPa)

温

高使用

度

(℃ )

(注

0 95

名 称

(淳 55)

燃料取替用水

タツ ク出甲配管

分岐点

.及 び

B電動補助

給水ポンプ

入 日配管分岐点

原子炉下部

キャビティ

注水ポンプ

及び

恒設代替低圧

注水ポンプ

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

材  料

最高使用

圧  カ

(MPa)

最高使用

温  度

(℃〉

外  径 厚   さ

(農醒) (mm)

名 称

(次ページに続 く)



―ブ 〔

口 i検査対象範囲
※ 外観検査、組立て及び据付け状態を確認する検査

“
）

選
部
ユ

（刊
＼
ユ
∞
）
↓
譜
ω
韓
ユ
０
れ
ユ
０
や
Ｎ
Ｏ
コ

変 更 後

材  料

SUS304TP

厚   さ

(lIⅢI)

(■ 3)

11.1

/
8.2

(滋 3)

11.1

/

11。 1

/
9.3

タト    紀登

(Dm)

(滋 3)

355.6

/

216,3

(注 3)

355。 6

・
/″

//

355.6

/

267.4

最高使用

温
′
度

(℃ )

(注 15)

95

最高使用

圧  カ

(墾Pa)

(注 15〉

0

名 称

(注盛)

燃料取替用水

タンク出日配管
μ
分岐点

及び

B電動補助

給水ポンプ

入口理管分岐点

原子炉下都

キャビティ′

注水ポンプ

及び  '

恒設代替低圧

注水ポンプ

非
鷺

用

炉

心
冷
却
設
備

そ

の
他

原

子
炉
注

水

設
篤

変 更 前

材  料外   径 厚    さ

(lBm) (mm)

最高使用

温 ・度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称



,

:)

変 更 後

材  料

SUS304TI

SUS304TI

SUS304“

SUS304TF

SUS304腎

厚   さ

(mm)

(注 3,8)

6.0

(滋 3,8)

7.1

(注 3)

7。 と

/
6.0

(注 3)

7.1

/

7.1

/
7.1

(注 3】 8)

7.l

外  径

(lal11)

(注 31

114。 3

(柱 8)

165。 2

(途争)

165。 2

/
114.3

(逮 3)

165。 2

夕′′
′″
′

:

165.2

/
165:2

(滋 3)

165.2

最高使用

温  度

(℃ )

(渭E15)

95

(注 15)

150

最高使用

歴  カ

(MPa)

(滋 15)

2,7

名 称

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子

恒設代替低圧

注水ポンプ

B内部スプレ

クーラ 
‐

出甲配管合流点
注
水
設
備

変 更 前

材  料外  径
―
厚   さ

(と』■) (El■ )

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称

ふ儀

□ :検査対象範囲

r 算機壌塞i慈登ぞ衰む据耐籍悸察恙彊是繁李奮検査,

コヽ
ニ

部

ユ

∞
＼

ω

→
替
ω
韓

0
れ
ユ

0

"0
ロ



サ D

ゝ
会

変 .更 後

材  料

SUS304TI

厚    さ

(41m)

(注 d,8)

3:9

外   径

(mm)

(注 3)

60_5

最高使用

温  度

(℃ )

(注 15)

95

最高使用

匡  カ

(MPa)

(注 15)

2.7

名 称

恒設代替低圧

注水ポンプ

出日配管分岐点

弁 (2V-6484)

恒設代替低圧

1注水ポンプ

出「
l配管合流点 :

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
靖

変 更 前

外   径 厚   さ 料

lttm) (阻la)

最高使用

温  度

(℃)

最高使用

圧  力

(MPa)

名    称

□ :検査対象範囲※
 算壌篠藝i瑾登驚衰む黎唇悸壌恙彊是量挙言検査

湮
瀬
ユ

（０
＼
ユ
∞
）
◆
曽
ω
常

ユ
０
渤
」
０
一
時
。
ロ



―)

供
路

変 更 後

材  料

SUS304瞬

sUS304T

SUS304Tr

SUS304町

SUS304T「

厚    さ

(lam)

(逮 9,8〕

6.0

(注争,8)

7111

(注 3)

7.1

/
6,0

(滋 3)

7と 1

/
7.1

/
7.1

(注 318)

7。 1

外  径

(ll選4)

(注 a)

114.3

(逮 3)

165。 2

(澁 3〕

165.2

/
114,3

(注 3)

165.2

/
165.2

′,′
/′

165.2

(注 3)

165.2

最高使用

温  度

(℃ )

(注 15)

95

(滋 15,

150

名 称

最高使用

圧  力

(MPi)

~非

常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の

他
原
子
炉
注
水
設
備

原子炉下部

キャビティ注水

ポンプ
(注

2i7、

A内部スプレ

クーラ

出口配管合流点

変 更 前

材  料

最高使用|

温  度―

(℃ )

―

 タ ト                                径 厚   さ

(Hとn) (mm)

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称

異
:嫌

霊裏査
象
守霜垂て及び据付け状態を確認する検査

浬
部
工

（
ユ
０
＼
ユ
∞
）
↓
営
ω
柿

ユ
０
れ
」

，

両
０
ロ



⊃
〔Ｊ

変 更 後

材  料

(注 54)

SUS27TP

SUS304TP

(注 54)

SUS27TP

厚   さ

(■とEl)

(注 3,8,54)

6.0

(注 3,3)

610

(注 3,54)

6.0

/

/
6ど 0

外  径

(mm)

(注 3,54)

114.8

(注 3)

114.3

(注 8,54)

l14。 3

/

/
114,3

最高使用

温  度

(℃ )

(注 15)

95

最高使用

圧  力

(MPa)

(注 15)

0

名 称

(注 55)

_内部スプ レ

クーラ

出ロテス ト

ライン分岐点

デ諄(2MOV 6496

A、 B)

燃料取替

用水タンク

非
常
用
炉
,い

冷
却
設
備
そ
の

他
原
子
炉
注
水
設
備

変 !更 前

材  料外  径 厚   さ

(mm) (llm)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称

軒い

(次ページに続く)

翌
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⊃ヤ

'

幹
鵜

(次ベージに続く)

選
郵
ユ

（
ユ
雨
＼
ュ
∞
）
↓
苦
０
構
ユ
０
れ
ユ
０
「
博
９
ロ

日 :検査対象範囲   _※
 算載績墓i=慈壼驚衰惑離圧検査、漏え

い検査、
1据付け状態を確認する検査

変 更 後

材  料

(注54)

SUS27TP

SUS304TP

一

(注 54〕

SUS27TP

厚    さ

(mm)

(注 3.e,64)

6.0

(注3,8)

6.0

一
(遠 3.54)

6.0

/

6.0

/
6.0

高使用

名 称 力 径

(HPa) (℃) (mm)

非
常
用
炉
うb
冷
却
設
備
そ
の

他
原
子
炉
注
水
設
備

くどに3,34)

114.3
内部スプ レ

クーラ

出ロナス ト

ライン分岐点
114.3

(滋 15)

2.1 95
(滋 3,

弁  (2盟07-6496

A、 B)
114∫ 3

/

114.3

/

114.3

燃料取替

用水タンタ

変 更 前

外  径 厚    さ 料

(mm) (と四a)

最高使用

温 `度

(℃)‐

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称



デヽ

0

』
呼

(次ぺ▼ジに続く)

選
部
ユ

（
ユ
ω
＼
工
０
）
↓
営
ω
常
五
０
油
ユ
Ｐ

博
０
□

□ :検査対象範囲
※ 材料検査、寸法検査、耐圧検査、漏えい検査、

外観検査、組立て及び魯唇付け状態を確認する検査

D

変 更 イ後

材   料

SUS304TP

SUS304TI

厚十 さ

(醒m)

く注3)

6.0

/
6.0

/

(注3)

6.0

/

/
6.0

外  径

(mm)

(注 3)

114.3

コン'´
ン
'P′

'r

l14.3

/

(注 3)

114。 3

/

/
114.3

最高使用

温  度

_(や )

(注 li)

95

最高使用

圧  カ

ψ a)、

(注 15)

2.1

名 称

(譜ビSS〉

'内
部スプレ

クーラ

出ロテス ト

ライン分岐点

弁 (2MOV-6496

A、 B)

燃料取替

用水タンク

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

材   料厚 さ

(H撤■)

最 高使用

度

(℃ )

圧  力

(MPa)

外  径

(H』 ll)

名 称



ぶ
や

変 更 後

高使用

力

高使用

度

(℃ )

名 称 径 厚 さ

(MPa) (HIll) (llml)

SUS304TP

(注 54)

SUS27TP

SUS304TP

く
'i3,8)

6.0

(注 3,51)

816

(注 3)

6.0

/

/
6.0

(注 3)

114。 3

(注 3:54)

114.3

(注 3)

114.3

/

/
114.3

(注 15)

150

(注 15)

2.7

(注 55)

内部ネプレ

クーラ

出ロテス ト

ライン分岐点

弁 (2MOV-6496

A、 B)

燃料取替

用水タンク

非
常
用
炉
,い

冷
却
設
備
そ
の

他

原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

高使用 最高使用

名 称 力 温   度 さ

(MPa) (℃ ) (ln■l) (mm‐)

迎
部
ユ

（
一
（
＼
ュ
∞
）
◆
営
ω
常

ユ
０
渤
ユ
０
「
耐
０
ロ

範

ヽ
ヽ

象
査
査

対
検
検

査
料
観

検
材
外

□

※
囲
寸法検査、耐圧検査、漏えい検査、
組立て及び据付け状態を確認する検査



変 更 後

厚   さ 料

(mm)

ISUS104

(注 3)

7.1 TP

(注 3)

|`US304
5 5 TP

(注 8,

7.1

81。

ui314TP

7.1

/

/
5.5

外  径

(■ lェェl)

(注 3)

165,2

(注 3)

89,1

(注 3)

165.2

∝ 3)

165,2

/

/
89.1

最高使用

温  度

(℃ ).

(注 15)

40

(注 15)

40

最高使用

歴  力

.(MPa)

(注 15)

0

(注 15)

1.3

名 称

(注 56)

復水タンク

ブロー配管

接続日

弁、(2CW-301)

復水タンク

非
常
用
炉
,い

冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

材  料厚   さ

(Hlm)

外  径

(■lil)

最高使用

圧  カ

(MPa)

最高使用

温  度

(℃ )

名 称

『
０

(注1)記載の適正化を行う。既工事計画書には「燃料取換用水タンクん弁 (2■ 6400A、 B)」 と記載 ´

(注2)SI単位に換算したものである。
:

(注3)公称値             |
(注4)エルボについては既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行うも厚さにういては管と同等以上のものを選定する。なお(

記載内容は、設計図書による。 ｀

(注5)原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)及びその他発電用原子炉の附属施設 (火 災防護設

渤

郭

ユ

(Л

＼

∞

J〉

習
・

ω
‐‖

0
れ

t0

画

0
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『
一

備)の うち消火設備 と兼用

(注6)重大事故等時に使用     v

(注7)既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。記載内容は、設計図書による。

(注8)三ルボについては管と同等以上の厚さのものを選定する。

(注9)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「燃料取換用水タンタ～弁 (28926)」 と記裁

(注 10)計測制御系統施設のうちほう酸注入機能を有する設備 と兼用

(注■)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「SUS27TP4と :記
載

(注 12)記載の適正化を行 うЬ既工事計画書には 「逆止弁 (歩8926)｀弁 (2-LCVi■ 5B、 D)」 と記載

(注 13)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「格納容器サンプ～弁 (2 88HA、 B)」 と記載

(注 14)記載の適正化を行 う。記載内容は、既工事計画書の 「原子炉格納容器」の 「原子炉格納容器本体」による。        |
(注 15)重大事故等時における使用時の値

(注 16)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「弁 (2-88HA、 B)～弁 (2-8812A、 B)」 と記載

(注 17)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「燃料取換用水タンク～逆上弁 (2-8958)」 と記載

(注 18)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「逆止弁 (2-8958)～弁 (2-8809A、 B)」 と記載

(注 19)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「余熱除去ポンプ入日母管～弁 (2-5400)」、、と記載

(注20)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「充てん/高圧注入ポンプ出日集合母管～弁 (2-8803A、 B)お よび弁 (2ァ8816)(2-′

FE943取付部を除く)」 と記載

(注21)記載の道正化を行 う。既工事計画書には 「充てん/高圧注入ポンプ出日集合母管営弁 (2-8815)及び弁 (2-8814)(2 FE940取

付部を除く)」 と記載              ′

(注22)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (2-8815)年分岐点」と記載        |

(注23)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「分岐点～逆止弁 (2-8942A、 B、 C)」 と記載     '
(注24)記載の適正化を行う。既工事計画書には「逆上弁 (2Te942A、 B、 C)｀余除去″■ラ出日合流点Jと 記載 |

(注25)エルボを示す。
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(注26)

(注27)

(注28)

(注29)

(注30)

(注 31)

(注32)

(注33)

(注 34)

(注 35)

(注 36)

(注37)

(注 38)

(注39)

(注40)

(注41)

(注42)

(注43)

(注44)

(注45)

(注46)

記載の適正化を行 う。既ェ事計画書には 「外FE943お よび2-FE940取付部 (レ ジユーサ4× 3～ レジューサ4× 3)Jと 記載

記載の適I化を行 う。既工事計画書には 「弁 (2-8803A、 B)～ レジューサ (6× 3)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「レジューサ (6× 3)～ ほう酸注入タンク」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「ほう酸注入タンク出ロレジューサ (6バ 3)年弁 (2-8801A、 B)」 と記載

記載の適正化を行 うと既工事計画書には 「弁 (?-8801A、 B)～分岐点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「分岐点～逆止弁 (2,8944A、 B、 C)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には .「弁 (2-8944A、 B、 C)～主冷却材管ループ低早側注入ライン合流点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「 (最小)9.5」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「 (最小)9.5/―/(最小)9.5」 と記載

公称値は既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (2-8816)｀分岐点」と記載

記載の適正化を行 うと既工事計画書には「分岐点γ逆止弁 (歩8937A、 B、 C)」 と記載        ―

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「弁 (2-8814)～分岐点」と記載

記載の適F_化 を行 う。既工事計画書には「分岐点～逆止弁 (28939A、 B、 C)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「弁 (28937C)及び弁 (28939C)｀弁 (歩8940C)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「 (最小)9.5/(最小)9.5/(最小)9.5」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「逆止弁 (折8987A、 B)及び逆止弁 (2-8939A、 B)～余熱除去クーラ出日合流点」と記

載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (2-8973A、 B、 C)～弁 (2-894も A、 B、 C)」 と記載

余熱除去設備と兼用

余熱除去設備及び計測制御系統施設のうちほう酸注入機能を有する設備 と兼用

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「余熱除去クーラ出ロラインと)F常用炉心冷却設備 との取合点～弁 (2■8818A、 B)及び

弁 (2-8819)」 と記載
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(注 47)

(注48)

(注49)

(注50)

(注 51)

(注 52)

(注53)

(注 54)

(注 55)

(注 56)

記載の適正化を行うЬ既工事計画書には「弁 (2-8818A、 B)～逆止弁 (歩8971A、 B)を経てコール ドレグルィプB注入ライン今

の分岐点」と記載

記載の適正化を行う。既I事計画書には「平―ル ドレグループB注入ラインヘの分岐点～逆止弁 (2-8973A、 Bく C)」 と記載

記載め適正化を行う。既工事計画書には「弁 (2-8819)～分岐点」と記載

記載の適正化を行う志既正事計画書には「分岐点～逆止弁 (28985A、 B)」 と記載

記謙ゅ道正化を行 う。既工事計画書には「弁 (外8985A、 B)～弁 (2-8940A、 B)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「アキユムレータA、 B、 C～弁 (2-8808A、 B、 C)Jと 記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「弁 (2-880急 A、 B、 む)～逆止弁 (2T8948A、 B、 C)」 と記載

本設備は既存の設備である。

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)と 兼用

蒸気タービンの附属設備及び原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)と 兼用
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検査結果下覧表

成績書管理番号 :卜02-2

ｑ
基

特記事項

「建子t

検査立会責任者

′ギヽイタードタ,とWシ主任技術者

原子力検査官

滋 八 ぞ

孝テF＼ /分

検査結果

曳

検査年月日

令和 ご 年
〃月チタ日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

共通事項    :
成績書管理番号 :卜 02-2

検査年月日!令細ご 年 フ/F/デ 日

検査場所:関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

為

為

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含むc)が準備されてい

ること。

記録確認 Q

検 査 をす る工事 の工

程、期 日及び場所が申

請書 どお りで あ る こ

と。 '

記録確認 Q

工事計画の認可番号の

記載 が適切で ある こ

と。  (  ‐

記録確認 Θ・下

ワ↑



添付資料 3下 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

(一号検査)

成績書管理番号 :卜02-2

検査年月日 :行日θ 年 〃 角 ガ 甲

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

′
｀

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 Q

必要な図面等が準備されていること。 図面等確認 Q
検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認 ○

系統構成が完了していること。
立会/

⑩ ○ ―

r7ム



検査結果

添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

(一号検査)

成績書管理番号 :卜022

検査年月日 :令森 む 午 、//F ;写  日

検 査 場 所 i関西電力株式会社蔑浜発電所

検 査 対 象

原子炉冷却系統施設 ! '

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

主配管

別添 1分照の太線枠内の範囲

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

材料検査

寸法検査

外観検査

組立て及び据付け状態を確認す

る検査

耐圧検査

漏えい検査   ′

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。       、

ヽ

灸
目視

咆

備考

i記録確認は、工事計画に基づき申請者が行った試験・検査の品質記録 (※)による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :T2■ 0205

7▼



l           r   D
工事計画本文 (原規親発第1606105号 (平成28年0月 10日 認可))

設 備 概 要

原子炉冷却系統施設

加圧水型発電用原子炉施設に係るもの (蒸気タービンに係るものを除く。)にあつては次の事項

7 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備に係る次の事項  ・

(7)主配管の名称、最高使用圧力(最高使用温度、外径、厚さえび材料

。常設

(次ページに続 く)
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変 更 後

材   料

SUS304TP

SUS304TP

SUS304TP

(注 3】

|

7.11

/
7:1

/

厚   さ

(■ IIll)

(滋 3,8)

7.1

(注 3)

7.1

/
6.0

(注 3)

7.1

/
7.1

/
7.1

外   径

(■ull)

(注 3)

165.2

(注 3)

165.2

/
114.3

(注 3)

165.2

/
165。 2

/
165。 2

(注 3)

165。 2

/
165。 2

/

最高使用

温  度

(℃ )

(注 15)

40

最高使用

圧  カ

(MPム )

(注 lS)

2.7

名 称

可搬式代替低圧

注水ライン

接続日

恒設代替低圧

注水ポンプ

出日配管合流点

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

厚   さ 材  料

(mm)

外   径

(耐

最高使用

圧  力

(MPa)

隈

1温
|

高使用

度

(℃ )

名

ｑ
↓

選
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(次ベージに続く)
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変 更 後

SUS304TF

くミWくイ1lIATf

厚   さ

(mm)

(注,,8)

3.9

(ユと3,8〕

7 1

外  径

(憲Hコ)

(注 3)

60.5

(注 3)

165。 2

最高使用 高使用

度

(℃ )

名 称 圧  カ

(MPa)

非
常
用
炉

`心

冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

可搬式代替低圧

注水ライン

接続口

2.'7 95

恒設代替伝圧

注水ポンプ

出百配管合流点

変 更 前

材  料

最高使用

温  度

(℃ )!

外  径「(題;i(1澄m)

最高使用

歴  カ

(MPa)

名 称



ヽ
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変 更 後

材   料

SUS304TP

SUS804TP

SUS304TP

SUS304TP

厚 さ

(Ilull)

(注 3)

7.1

(注 |)

5。 5

(注 3,8)

7.1

(注 3)

7.1

/

/
5。 5

外  径

(IIull)

(注 3〕

165.2

(注 3〕

89。 1

(注 3)

165.2

(注 o)

165.2

/

/
89。 1

最高使用

温  度

(℃ )

(注 15)

40

(注 15)

40

最高使用

圧  力

(MPa)

〈注15)

0

(注 16)

1.3

名 称

(注 56)

復水タンク

プコー配管

接続日

弁 (2CW-301)

復水タンク

非
常
用
炉
,泌

冷
却
設
備
そ
の

他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

材  料外  径 厚   さ

(llШl) (mm)

最高使用|

圧  力

(MPa) .

最高使用

温  度

(℃ )

名 称

頚
ヽ

(注 1)記載の適正化を行 う。既I事計画書には 「燃料取換用水タンク～弁 (2-6400A、 B)」 と記載

(注2)SI単位に換算したものである。          !                             ｀

(注3)公称値                ~

(注4)エルボについては既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。厚さについては管と同等以上のものを選定する。なお、

記載内容は、設計図書による。

(注5)原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備 (格納蓉器安全設備)及びその他発電用原子炉あ附属施設 (火災防護設
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備)の うち消火設備 と兼用

(注6)重人事故等時に使用

(注7)既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。記載内容は、設計図書による。

(注8)■ルボにういては管と同等以上の厚さのものを選定する。

(注9)記載の適正化を行 う。既工事計画害には 「燃料取換用水タンク～弁 (2-8926)」 と記載

(注 10)計測制御系統施設のうちほう酸注入機能を有する設備 と兼用                !

(注 11)記載の適正化を行 う。既工事計画書には |「 SUS27TP」 と記載

(注 12)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「逆止弁 (2-8926)～弁 (歩LCV-115B、 D)」 と記載

(注 13)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「格納容器サンプ～弁 (2-88■ A、 B)」 と記載

(注 14)記載の適正化を行 う。記載内容は、既工事計画書の 「原子炉格納容器」の「原子炉格納容器本体」による。

(注 15)重 大事故等時における使用時の値

(注 16)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「弁 (歩 881lA、 B)、 ～弁 (2-8812A(B)」 と記載    !
(注 17)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「燃料取換用水タンク～逆止弁 (矛8058)」 と記載

(注 18)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「逆止弁 (2-8958)～弁 (2-8809A、 B)」 と記載 1

(注 19)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「余熱除去ポンプ入日母管～弁 (2-5400)」 と記載

(注20)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「充てん/高圧注入ポンプ出日集合母管～弁 (2-8803A、 B)お よび弁 (2-8816)(2-

FE943取付部を除く)」 と記載

(注21)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「充てん/高圧注入ポンプ出日集合母管～弁 (2-8815)及び弁 (2-8814)(2 FE940取

付都を除く)」 と記載

(注22)記載(2)適正化を行うな既工事計画書には「弁 (218815)～分岐点」と記載

(注23)記載の適正化を行う。既工事計画書には「分岐点～逆止弁 (2,8942A(B、 C)」 と記載

(注24)記載の適正化を行う。既工事計画書には F逆止弁 (28942A、 B、 C)～余除去クーラ出日合流点」と記載

(注 25)エ ルボを示す。                               , ′
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駆

(注26)

(注27)

(注28)

(注29)

｀
(注 30)

(注 31)

(注 32)

(注33)

(注 34)

(注 35)

(注 36)

(注37)

(注38)

(注 39)

(注40)

(注41)

(注42)

(注43)

(涯と44)

(注45)

(注46)

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「2-FE943お よび2-FE940取付部 (レ ジューサ4X3～ レジューサ4× 3)」 と記哉

記載の適手化を行 う。既工事計画書には「弁 (2‐ 8803A、 B)～ レジューサ (6X3)」 と記載

記載の適正化を行 うも既工事計画書には「レジューサ (6X3)～ ほう酸注入タンク」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「ほう酸注入タンク出ロレジユーサ (6卜 3)～弁 (2-9801A、 B)」 と記載

記載の適下化を行う。既工事計画書には「弁 (歩8801A、 B)～分岐点」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「分岐点～逆止弁 (2-8944A、 B、 C)」 と記載

評載の適重化を行う。既工事計画書には―「弁 (歩8944A、 B、 C)～主冷却材管ループ低温側注入ライン合流点」と記哉

記載の適正化を行う。既工事計画書には「 (最小)9.5」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「 (最小)9。 5/― /(最小)9,5」 と記載

公称値は既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行うと

記載の適正化を行う。既工事計画書には「弁 (ヶ8816)～分岐点」と記載

記載の道正化を行う。既工事計画書には「分岐点～逆止弁 (狩89o7A、 B、 C)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「弁 (2-8814)～分岐点」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「分岐点～逆止弁 (2-8989A(B、 C)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「弁 (2-e937C)及び弁 (折8939C)～弁 (2-8940C)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には F(最小)9.5/(最小)0.5/(最小)9,5」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「逆上弁 (歩8937A、 B)及び逆止弁 (2-8039A、 B)～余熱除去クーラ出日合流点」と記

載                 |
記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (28973A、 B(C)～弁 (28945A、 B、 C)」 と記載

余熱除去設備と兼用

余熱除去設備及び計測制御系統施設のうちほう酸注入機能を有する設備と兼用

記載の適正化を行う。既工事計画書には「余熱除去クエラ出ロラインと非常用炉心冷却設備との取合点～弁 (2-e心 18A、 B)及び

弁 (2下8819)」 と記載
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)

(注47)記載の適正化を行う。既I事計画書には「弁 (2-8818A、 B)～逆生弁 (2〒 8971A、 a)を経てコ‐ル ドレグループB注入ライン入

の分岐点」́と記載

記載の適五化を行 う。既工事計画書には 「コール ドレグループB注入ラインヘの分岐点～逆止弁 (2r8973A、 B、 C)

記載の適正化を行 うと既工事計画書には「弁 (2-8819)～分岐点」と記載           ＼

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「分岐点～逆止弁 (2-8935A、 B)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (2-8985A、 B)～弁 (2,8940A、 B):」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「アキュムレータA、 B、 C～弁 (2-8808A、 B、 C)」
｀
と記載

記載の適正化を行 う。既I事計画書には 「弁 (歩8808At B、 C)～逆止弁 (歩8948A、 B、 C)」 と記載

本設備は既存の設備である。

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)と 兼用

蒸気タービンの附属設備及び原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)と 兼用

」 と記載(注48)

(涯と49)

(注50)

(注51)

(注52)

(注53)

(注54)

(注 55)

(注 56)

弾
拾

辺
漸

一

（
Ｎ
＼
司
）
◆
曽
ω
常

ユ
ユ
れ

ユ
ｏ

，

ユ
ユ
皿



ゝ
，

Ｉ

検査結果一覧表

成績書管理番号 :卜02-2

蝉
崎

特記事項

硯多仁

検査立会責任者

木Йうと・夕″ど'ノ主任技御育

原子力検査官

著 永 を

矛∬
)左 !男

検査結果

検

検査年月日

令和 

“

年
づ月ぢ日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

共通事項
成績書管理番号 :1-02-2

検査年月日 :令和 4年  Jtt S 日

検 査
｀
場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。   |

記録確認 ρ・=

検査 をする工事の工

程、期日及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。

記録確認 ёク・T

工事計画の認可番号の

記載 が適切で ある こ

と。

記録確認 σ―

なる



添付資料 3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

|    (一 号検査)

_                成績書管理番号 :卜02-2
-     

検査年月日:令和 字 年 ぎ 月 ど 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

認事項

命

畿

確認事項 確認方法 1  経果 備考

申請者の品質記録が蜂備されていること。 記録確認 逐?・ 一

必要な図面等が準備されていること。 図面等確認

|

9∵
検査用計器が校正されており有効ダ翻限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。     I

記録確認 良・て夕

系統構成が完了していること。
立会/

縮
|

S耳



検査結果

添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第2号機 使用前検査記録

(上号検査)

成績書管理番号 :1-02-2

検査年月日 :令和 窯 年 ザ 月 ど 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検 査 対 象

原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

主配管

原子炉格納施設

格納容器安全設備

主配管

別添 1参照の太線枠内の範囲

イ検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

材料検査

寸法検査

外観検査

組立て及び据付け状態を確認す

る検査

耐圧検査

漏えい検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

曳

目視

⑩

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行った試験・検査の品質記録 (※ )による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-1二 〇218

を浄



工事計画本文 (原規規発第1606105号 (平咸28年6月 10日 認可))

設 備 概 要

原子炉冷却系統施設

加圧水型発電用原子炉施設に係るもの (蒸気夕‐ビンに係るものを除く。)にあつては、

7 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備に係る次の事項

(7)主配管の名称、最高使用圧力、最高使用温度、外径、厚 さ及び材料

・常設

次の事項

単
や

当
部
ユ

（
ュ
＼
ユ
ユ
）
↓
営
ヽ
構
ω
渤
ω
ロ

変 更 後

材  料

SUS304Tf

SUS304TF

SUS304TF

厚   さ

(Ilull)

(注 3,8)

7.1

(注 8)

7.1

/
7.1

/

(注 3,3)

7.1

外  径

(lllal)

(注 3)

工65。 2

(注 3)

165.2

/
165.2

/

(注 3)

165.2

最高使用

温  度

(℃ )

(注 15)

150

(注 15)

200

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注 15)

2,7

(注 15)

4。 1

名 称

非
常
用
炉
〕い
冷
却
設
備
そ
の

他
原
子
炉
注
水
設
備

B内部スプレ

クーラ

出日配管分岐点

チト(2MOV-8746)

行き

弁  (2MOV-8746)

熱除去クーラ

出日配管合流点

変 更 前

厚   さ材  料

(血,1)

外  径

(llull)

最高使用

圧  力

(MPa)

最高使用

温  度

(℃ )

名 称



嗚
⑤

変 更 後

材   料

(注 54

SUS27TF

SUS304TP

(注 64)

SUS27TP

厚   さ

(llull)

(注 8,8,54)

6.0

(消L3,8)

6。 0

(注 3,54)

6.0

/

/
6.0

外  径

(IIttl)

(とと8,54)

114.3

(注3)

114.3

(注 3,54)

114.3

/

/
114.3

最高使用

温  度

(℃ )

(注 li

95

最高使用

圧  力

(MPa)

(滋 15)

0

名 称

(注る6)

内部スプ レ

クーラ

出ロテス ト

ライン分岐点

弁 (2MOV-6496

A、 B)

燃料取替

用:水 タンク

非
常
用
炉
,い

冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

材  料厚   さ

(mm)

最高使用

温  度

(℃ )

外   径

(llun)

最高使用

圧  力

(MPh)

名 称

浬
謝

ユ

（
Ｎ
＼
ュ
ュ
）
↓
営
ヽ
構
ω
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ω
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｛

変 更 後

材  料

(注 54

SUS27TF

SUS304TP

.(注
54)

SUS27TP

F畢   さ

(llull〉

(注 3,8,S4)

6.0

(注 3,8)

6.0

(注 3,54〕

6.0

/
6.0

/
6.0

外  径

(mm)

く注3,54)

114.3

〈注3)

114.3

(注 3,54)

114.3

/

114.3

/
114,3

最高使用

温  度

(℃ )

(滋 15

95

最高使用

圧  力

(MPa)

(注 15)

2。 1

名 称

非
常
用
炉
,い

冷
却
設
備
そ
の

他
原
子
炉
注
水
設
備

内部スプレ

クーラ

出ロテネ ト

ライン分岐点

弁  (2MOV-6496

At B)

燃料取替

用水タンク

変 更 前

材  料径 厚   さ

(llull)

名 称

遭
謝

工

（
ω
＼
ユ
エ
）
↓
営
ヽ
構
ω
油
ω
ロ



つD

瀾
ν

変 更 後

材  料

SUS304TP

SUS304TP

厚   さ

(lllm)

(注 8)

6.0

/
6.0

/

(注 3)

6.0

/

/
. 6.0

外  径

(■ull)

(注 3)

114.3

/
114。 3

/

(注 3)

114.3

/

/
114ぢ 3

最高使用

温  度

(℃ )

(注 15)

95

最高使用

圧  力

(MPa)

(注 16)

2.1

名 称

(注 55)

内部スプレ

ク!ィ ラ

出鳳テス ト

ライン分岐点

弁 (2MOV,6496

A、 B)

燃料取替

用水タング

非
常
用
炉
,い

冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

材  料外  径 厚   さ

(IIⅡ ll) (lIⅢl)

最高使用

温  度

(℃ )

名

最高使用

圧  力

(MPa)

選
頚
ュ

（ヽ

＼
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）
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ヽ
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ω
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■
７ D

選
諄
ユ

（
９
＼
ユ
お
）
↓
営
ヽ
■
ω
れ
ω
コ

榮
』

(注 3,

6.0

(注 3,

8.6

6.0

/

/
6.0

さ

(幽)

114。 3

/

/
114r3

114.3

て注3,

最高使用

温  度

(℃ )

150 .

(注 15)

最高使用

圧  力

(MPム )

(注 15〕

2.7｀

非
常
用
炉
心
冷
却
設
輪
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

内部スプレ

クーラ

出ロテス ト

ライン分岐点

弁 (2菫OV-6496

▲、 B)

(滋 SS)

燃料取替
‐

用水タンク

称名材  料

変 更 前

最高使用|

圧  力

(MPa) .

最

1 温

(題)

径

(盟曖)

称名 厚   さ



『ｒ

変 更 後

材  料

SUS304TP

SUS304TP

(注 54)

SUS304TP

―

RIIく `整 rヽ五Tp

厚   さ

(lttlll)

(注 3,8)

8,7

(注 3,3)

11.1

(注 3,54)

11,1

ー

(注 3)

11.1

/
8.7

外   径

(lluII)

(注 8)

60.5

く注3)

89。 と

(注3154)

89,と

最高使用

温  度

(℃〉

(注 15)

150

最高使用

圧  力

(MPa)

(注 15)

18.8

名 称

充てん配管

分岐点

弁  (2V-8579)

充てん配管

合流点

非
常
用
炉
,い

冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

材  料外  径 厚    さ

(llttII) (■阻1)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  力

(MPa)

名 称

選
謝
ユ

（
０
＼
ュ
ュ
）
◆
替
ヽ
常
ω
れ
０
□



工　　　ヽフ D

遭
謝

ュ

（
ｗ
＼
ュ
ュし

↓
営
ヽ
村
ω
油
ω
コ

哺
均

変 更 後

材  料

SUS304TP

厚   さ

(■lttl)

(注 3〉

11.1

/
11と 1

/

(注 3)

ll.1

/

/
11。 1

外  径

(llu11)

(注 3)

89,1

/

89。 1

/

(注 3)

89,1

/

/
89,1

最高使用

温  度

(℃ )

(注 k6)

150

最高使用

圧  力

(MPa)

(注 15)

18.8

名 称

充てん配管

分岐点

弁  (2V-8579)

充てん配管

合流点

非
常
用
炉
,泌

冷
却
設
備
そ
の

他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

材  料厚   さ

(mm)

最高使用

温  度

(℃ )

外  径

(inm)

最高使用

圧  力

(MPa)

名 称



変 更 後

材   料

SUS304TP

SUS304TP

SUS304TP

SUS304TP

「
早  さ

(■lm)

(注 3)

7.1

(注 3)

5。 5

(注3,8)

7.1

(注 3)

7,1

/

/
5。 5

外  径

(mm)

(注 3)

165。 2

(注 3)

89,1

(注 3)

165。 2

(注 3)

165。 2

/

/
89.1

最高使用

温  度

(℃ )

(注 15)

40

(注 15)

40

最高使用

圧  力

(MPa)

(注 15)

0

(注 15)

1.3

名 称

(注 56)

復水タンク

ブロー配管

接続日

チト(2CW-301)

復水タンク

非
常
用
炉
J泌

冷
却
設
備
そ
の

他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

材  料外

|
|

径|厚   さ

(mm) (mm)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  力

(MPa)

名 称

弩
嵌

(注1)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「燃料取換用水タンク～弁 (2-6400A、 B)」 と記載

(注2)SI単位に換算 したものである。       ‐

(注3)公称値

(注4)■ルボについては既工書計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。
!厚

さについては管と同等以上のものを選定する。なお、

記載内容は、設計図書による。

(注5)原子炉格納施設の うち圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)及びその他発電用原子炉の附属施設 (火 災防護設

超
郭
ュ

（
∞
＼
ュ
ユ
）
φ
曽
ヽ
精
ω
詢
ω
□



ω
頂

備)の うち消火設備 と兼用

(注6)重大事故等時に使用

(注7)既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行うと記載凸容は、設計図書による。

(注8)エルボにっいては管と同等以上の厚さのものを選定する。                            ′

(注9)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「燃料取換用水タンク～弁 (2-8926)」 と記載

(注 10)計測制御系統施設のうちほう酸注入機能を有する設備と兼用

(注 11)記載の適正化を行 う。既工事計画書に1ま
「SUS27TP」 と記載     ′               ヽ

(注 12)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「逆止弁 (狩8926)～弁 (2-LCV―■5B、 D)」 と記載

(注 13)記載の適正化を行 うも既工事計画書には「格納容器サンプ～弁 (歩881lA、 B)」 と記載

(注 14)記載の適正化を行う。記載内容は、既工事計画書の「原子炉格納容器」の「原子炉格納容器本体」による。

(注 15)重大事故等時における使用時の値

(注 16)記載の適正化を行う6既工事計画書には「弁 (2-881lA、 B)～弁 (2-8812A、 B)」 と記載

(注 17)記載の適正化を行う。既工事計画書には「燃料取換用水タンク～逆止弁 (2-8958)」 と記載   ィ

(注 18)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「逆止弁 (歩8958)～弁 (2-8809A、 B)」 と記載

(注 19)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「余熱除去ポンプ入日母管｀弁 (2‐5400)」 と記載

(注20)記載の適正化を行う。既工事計画書には「充てん/高圧注入ポンプ出日集合母管～弁 (2-8803A、 B)お よび弁 (2-8816)(2-

FE943取付部を除く)」 と記載

(注21)記載の適正化を行 うど既工事計画書には「充てん/高圧注入ポンプ出日集合母管～弁 (2-8815)及び弁 (2-8814)(2-FE940取

付部を除く)」 と記載

(注22)記載の適正化を行う。既工事計画書には「弁 (チ8815)～分岐点」と記載

(注23)記載の適正化を行 うb既工事計画書には「分岐点～逆止弁 (2「8942A、 と、C)」 と記裁

(注24)記載の適正化を行う。既工事計画書には「逆上弁 (2-8942A、 B、 C)～余除去クーラ出日合流点」と記載

(注25)ユ″ボを示す。

迎

湘

ユ
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０
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ユ

ユ
）
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渤

ω

□



〕
衛

(注 26)

(注27)

(注28)

(注29)

(注30)

(注31)

(注32)

(注83)

(注 34)

(注35)

(注 36)

(注87)

(注38)

(注39)

(注40)

(注41)

(注42)

(注43)

(注44)

(注45)

(注46)

記載の適I化を行 うょ既工事計画書には 「2-FE943お よび2-FE940取付部 (レ ジューサ4× 3年 レジューサ4× 3)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「弁 (28803A、 B)～ レジューサ (6× 3)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書に1ま
「レジユーサ (6Xo)～ ほう酸注入タンク」と記載

記載の適正化を行 す。既工事計画書には「ほう酸注入タンク出ロレジ■
=サ

(6× 3)～弁 (2-88014、 B)」 と記載

記載の適正化を行 う9既工事計画書には「弁 (28801A、 B)～分岐点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「分岐点～逆止弁 (2-8944A(B(C)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (2-8944A、 B、 C)｀主冷却材管ルエプ低温側注入ライン合流点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「 (最小)9.5」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「 (最小)9.5/― /(最小)9.5」 と記載

公称値は既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「弁 (2-8816)～分岐点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「分岐点～逆止弁 (2-e987A、 B、 C)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (2-8814)～分岐点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「分岐点～逆止弁 (歩8939A、 B、 C)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「弁 (2-8937C)及び弁 (歩8939C)～弁 (歩8940C)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「 (最小)9.5/(最小)9。 5/(最小)9.5」 と記載

記載の適工化を行 う。既工事計画書には「逆生弁 (歩8987A、 B)及び逆止弁 (2-8039A、 B)｀余熱除去クーラ出口合流点」と記

載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「弁 (2-8973A、 B、 C)～弁 (2-8945A、 B、 C)」 と記載

余熱除去設備 と兼用
t

余熱除去設備及び計測制御系統施設のうちほう酸注入機能を有する設備 と兼用

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「余熱除去クーラ出ロラインと非常用炉心冷却設備 との取合点～弁 (28818A、 B)及び

弁 (狩 8819)」 と記載
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謝
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I

(注47)

(注48)

(注49)

(注 50)

(注51)

(注52)

(注 53)

(注 54)

(注55)

(注56)

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (2-8818A、 B)～逆止弁 (2-897ュ A、 B)を経てコール ドレグループB注入ラインヘ

の分岐点」と記載                :

記載の適正化を行 うど既工事計画書には 「コール ドレグループB注入ライン令の分岐点～逆止弁 (折8973At B、 C)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (歩8819)～分岐点」と記載

記載の適I化を行 う。既工事計画書には「分岐点～逆上弁 (2=9986A、 B)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (2-8935A、 B)～弁 (2弼 940A、 B)」 と記載

記載の適正化を行 う。班工事計画書には「アキュムレータA、 Bt c～弁 (2-8808A、 B、 C)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (2-8808A、 B、 C)～逆上弁 (218948A(B、 C)Jと 記載

本設備は既存の設備である。

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)と 兼用

蒸気タエビンの附属設備及び原子炉格納施設の うち圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)と 兼用
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関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

使用前検査成績書r今

「4

要 領 書番 号  :原規規収第 1610072号 99

成績書管理番号 :卜 04■

◆和z年 ´
/ノ 月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名 関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

2検査申請    検査申請一覧表のとおり

3検査期日 自 分紳2年 8月 路日

至今和2年 〃月Oθ ロ

4検査場所    使用前検査記録のとお り

5検査実施者  1検査結果一覧表のとおり

6検査結果    検査結果一覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録

成績書管理番号 :卜04-1

千
夕……`

ゝ



検査申請書番号

(申請年月日)

関原発第 321号

関原発第435号

関原発第 47号

関原発第 293号

関原発第 260号

関原発第416号

関原発第 505号

関原発第 513号

関原発第  4号

関原発第 69号

関原発第 116号

関原発第 205号

関原発第 511号

関原発第 543号

関原発第 618号

関原発第 23号

(平成 2

(平成 3

(平成 3

(平成 3

(平成 3

(平成 3

(平成 3

(平成 3

(平成 3

(201

(201

(20■

(202

(202

(202

(202

8年 10月 7日 )

0年 3月 20日 )

0年 4月 20日 )

0年 7月 4日 )

0年 8月 20日 )

0年 12月 5,日 )

1年 2月 1日 )

1年 2月 6日 )

1年 4月 4日 )

9年 5月 16日 )

9年 6月 24日 )

9年 8月 23日 )

0年 1月 31日 )

0年 2月 26日 )

0年 3月 24日 )

0年 4月  7日 )

成績書管理番号 :卜04-1

だ

検査申請二覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認し表中に追記する。

2



検査結果一覧表

成績書管理番号 :卜04-1

∝

ヽ

特記事項

み レ

検査立会責任者 印

どヽウイ‐ダf tty主任技術著

原子力施設検査官 印

原子力検査官

ゑ 唆
)

検査結果

与昆

検査年月日

今ル2年

G月 24日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

共通事項
成績書管理番号 :卜04-1

検査年月日 :命紳 2年 18 月 24日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 O―

検査 をす る工事 の工

程、期日及び場所が申

請書 どお りで あ る こ

と。

記録確認 ①・

工事計画の認可番号の

記載が適切で あ る こ

と。

記録確認 ⑧ !

貿



添付資料 3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

.(一 号検査)

成績書管理番号 :1-04-1

検査年月日 :今浄 2年  8月 21、 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 〇・

必要な図面等が準備されていること。 図面等確認 0-
検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認 ◎i―

系統構成が完了していること。
立会/

範 鮭謗・二

す



関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

(一号検査)

添付資料 3-2

使用前検査記録

成績書管理番号 :卜04-1

検査年月日 1今″ 2年  3月  24日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷却設備

主配管 (常設)*

検査項目
* 判定基準 検査結果 検査方法

材料検査

寸法検査

外観検査

組立て及び据付け状態を確認す

る検査

耐圧検査

漏えい検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

2
目視

備考

C記録確認は、工事計画に基づき申請者が行つた試験 。検査の品質記録 (※ )による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 I T2-1-0503

*:別添 1及び別添 2参照

う



原子炉冷却系統施設
設 備 概 要

加圧水型発電用原子炉施設に係 るもの (恭気タービンに係 るものを除く。)に あつては、次の事項 )

9 原子炉補機冷却設備に係 る次の事項

(8)・ 主配管の名称、最高使用圧力、最高使用温度、外径、厚 さ及び材料

常設
(工事の計画の認可 平成 28年 6月 10日 認可 )

ヾ

E-1,2

R=1,2

T-3

削
」
ヽ
か
岸１
騨

Ｓ
Ｆ
や
革
〕
郎
ミ
こ
）

変 更 後

材   料

変更な し

SM400B

(注 5,6)

SS41

(注 5)

SS41

く注5)

SS41

厚   さ

(ェ llll)

(注 3)

12.7

(注 3,5,6)

12.7

(注 3,5)

12.7

/
12.7

(注 a,S)

12,7

/
12.7

/
12,7

外   径

(HIHl)

(注 3)

762,0

(注 3,5,6)

762.0

(注 315)

762,0

/
609.6

(注3,S)

762.0 -

/
762.0

/
762,0

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

(注4)

40

"

最高使用

圧
「 力

(MPa)

(注 4)

0.7

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材   料

SS41

厚   さ

(Ilun)

(注 3)

12

外   径

(mm)

(注 3)

762

最高使用

温  度

(℃ )

40

最高使用

圧  力

(MPa)

(注 2)

0.7

名 称

(注 71)

中間建屋入 口

A、 B系

海水供給母管

分岐点

及び

1次系

冷却水クーラ

A、 C入 ロライン

レジューサ

(30× 24)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備



SM400B

(注 5)

SS41

材  料

(mml(llull)

厚   さ外  径

劇762

(注3)

12.7

762.0

/

762.0

/
762.0

12.7

/
12.7

/
12.7

(注3,5)(注3,5)

変更なし

(遊 4)

40

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

(注4)

1.2

最高使用

圧  力

(MPa)

変更なし

(注4)

1.2

変更なし

変 ・更 後

称名

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

SS41

材  料

(lnコ n)

厚   さ

12

(注 3)

(mml

外  径

762

(注3)

40

最高使用

温  度

(qC)

最高使用

圧  力

(MPa)

0,7

(注 2)

(遊 71引

中間建屋入 ロ

A、 B系

海水供給母管

分岐点

及び

1次系

冷却水ク▼ラ

A、 C入 ロライン

レジュエサ

(30X24)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

称名

つつ

颯

T… 1

コ
エ
欝
卵
岸‐
画

Ｓ
せ
卜
慕
霊
ぷ
こ



や

材   料

(注 5)

SS41

(llull)

厚   さ

12,7

/
12.7

/
12.7

(注3,5)

(1皿 l)

外  ~径

(注 3,5〉

762.0

/

762.0

/
609.6

最高使用

温  度

(℃ )

(注 4)

40

最高使用

匡  カ

(MPa)

(注4)

1.2変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 後

称名材   料

最高使用

圧  力

(MPa) (1lm)

径

(IBコ a)

最

厚   さ

〈注71)

中間建屋入 日
・

A、 B系

海水供給母管

分岐点

及び

1次系

冷却水クーラ

A、 C入 ロライン

レジューサ

(30× 24)

変 更 前

称名

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

④

つう

T-2

莉
二
部
夢
ＰＩ
ω

魚
ゝ
む
♯
”
＞
や
■
亜
）



・
)

E-1,5

E…2,3,4

】
こ
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か
ド
ー
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ゆ
革
ャ
慧
壬
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ヽ
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SM400B

(注S,6)

SS41

SM400B

(注5,6)

SS41

材   料

(注 3,5,6)

12.7

(注 3)

12,0

(注 3,5,6)

12.7

(mm光

厚   さ

(注 3)

12.0

変更な し

(注 3)

609.6

(注3,5,6)

609.6

(inコ n)

外  径

変更な し

(注 3)

609。 6

(注3,S,6)

609。 6

(注 4)

40

変更な し

(注 4)

40

最高使用

温  度

(℃ )

(注 4)

1.2

(注 41

0,7

変更なし

(注 4)

1.2

最高使用

匠  力

(MPa)

変更なし

変更なし

変 更 後

称名

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

SS41

SS41

材  料

12

(注 3)

(lllHl)

厚   さ

12

(注 3)

(注 3)

609.6

(Inコ a)

外  径

(注 3)

609.6

40

最高使用

温  度

(℃ )

40

(注 2〉

0,7

最高使用

圧  力

(MPa)

0,7

(注 2)

海水供給母管

分岐点

及び   ‐

1次系

冷却水クエラ

A、 C入 ロライン

レジューサ

(30× 24)

1次系冷却水

ク‐ラ

A、  B、  C

(注 72)|

|

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

称名



(注 5,6)

SS41

(注 5)

SS41

材   料

(注 3,5,G〕

12.7

(注B,5)

12.7

/
12,7

/1

(mm)

厚   さ

(mm)

外  径

(注 3,5,S〕

609,6

(注3,5)

609,6 1

/
609.6

/

最高使用

温  度

(℃ )

(注4)

40

(遊4)

0.7

最高使用

圧  カ

(MPa)

変更な し

変更なし

変 更 後

称名

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

材  漑

SS41

(注 3)

12

(Dn)

厚   さ

(mm)

外  径

609.6

(と 3)

最高使用

温  度

(℃ )

40

最高使用

圧  カ

(MPa)

0.7

(注 2)

1次系冷却水

ク十ヲ

A、  B、  C

海水戻 り母管

分岐点

A、  B、  C

〈注73)

変 更 前

称名

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

D
一Ｄ

1,2,3,4j5,6

1,2,3,4,5,6

瀬
二欝卵
牌―
銅

Ｓ
奪
や事
選

ヽ
巴
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ゝ
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SS41

(注 5)

材  料

(注 5,6)

SS41

(注 5)

SS41

(注3,5)

12,7

/

/
12.7

(江 3,S,6)

12.7

(注3,5)

12,7

/

12,7

/
12.!7

(IIHl)

厚   さ

(注3.5)

914,4

/

/
609,6

(mm)

外  径

(注3,5,6)

914.4

(注 3,5,

914.4

/
914.4

/
609.6

最高使用

温  度

(℃ )

(注4)

40

最高使用

F主   力

(MPa)

変更なし

(注4)

0,7

変更なし

称名

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 後

材  料

SS41

(注 3)

12.7

(mm)

厚   さ

(■ Mll)

外   径

(注 3)

914_4

最高使用

温  度

(℃ )

40

(注 2)

最高使用

圧  カ

(MPa)

海水戻 り母管

分岐点A

海水戻 り母管

合流点

(注 74)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

称名

E-1,2

T-2,3

T-1

瀬
こ苺
卵
ド‐
０

ら
せ
ヽ
選
単
起



，ヽ
イ i)

E-1

瀬
こ
爵
卵
畔卜
『

Ｓ
で
や
事
墨
巣
巴

ψヽ

材   料

(注S,6)

SS41

(注 3,5,6)

1217 !

(ilull)

厚   さ

(lШll)

外   径

変更な し

(注3,5,6)

609,6

(注 4〉

40

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  力

(MPa)

(注4)

0.7変更なし

変 更 後

称名

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

｀
(注 82)

STPG410

材  料

SS4112

(注 3)

(注3)

9.3

(il』ll)

厚   さ

(注 3)

27341

(lllill)

外  径

(注 3)

609.6

最高使用

温  度

(℃ )

40

40

最高使用

E  カ

(MPa)

(注 2)

0.7

(注 2)

0。 7

海水母管分岐点

ディーゼル

発電機A、 B行き

ァィ▼ゼル

発電機

海水八 ロライン

連絡轟管

レジューサ

(10× 8)

(注 76)

(注75)

海水戻り母管

分岐点

屋外放出端行き

屋外放出端

Э

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

称名



ヽ
Ｒ

(注1)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「と次系冷却水クーラA、 B、 C～ティ (20× 20X16)」 と記載

(注2)SI単位に換算 したものである。

(注3)公称値

(注4)重大事故等時における使用時の値

(注 5)本設備は既存の設備である。

(注6)エルボを示す。

(注 7)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「1次系冷却水クーラ出日連絡管」と記載         ‐

(注8)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「ヘッダA、 B:テ ィ (20× 20X16)～ レジューサ (20X14)」 と記載    ′

(注9)記載の道正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (20X14)～ 内部スプレクーラ」と記載

(注 10)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「仝ンダC:テ イ (16X16× 16)～ レジエーサ (16x12)」 と記載

(注 ■)当 該ラインについては、主配管に該当しないため記載の適正化を行 う。

(注12)記載の適正化を行 う。班工事計画書には「今ンダC:レジューサ (16X12)～ ティ (20× 20× 16)」 と記載

(注 13)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「ヘンダA、 B:内部スプレク▼ラ～レジューサ (20X14)」 と記載

(注14)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「ヘッダA、 B:レジユーサ (20× 14)～ティ (20× 20X16)」 と記載

(注 15)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「1次系冷却水ポンプ入口連絡管」と記載

(注 16)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「ティ (20× 20X16)～ 1次系冷却水ポンプA、 B、 C、 D」 と記載

(注 17)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「1次系冷却水ポンプ出ロレジューサ (16X12)～ ティ (20× 20X16)」 と記哉

(注 18)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「1次系冷却水ボンプ出口連絡管」と記載

(注 19)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「1次系冷却水ポンプA、 D出 ロティ (20× 20X16)｀ 1次系冷却水クーラA、 C入 ロティ

(20X20X16)」 と記載

(注20)記載の道正化を行 う。既工事計画書には「1次系冷却水ク●ラ八日連絡管」と記載

(注21)記載の道工化を行 う。既工事計画書には「ティ (20× 20× 16)及 びレジユーサ (20× 16)～ 1次系冷却水クーラA、 C及びB」 と記

載
ヽ
こ
爵
か
岸！
∞

＄
竜
ゃ
事
髯
ぶ
Ｊ



井

(注 22)

(注23)

(注24)

(注 25)

(注 26)

(注 27)

(注 28)

(注 29)

(注 30)

(注 31)

(注 32)

(注 33)

(注 34)

(注 35)

(注 36)

(注 37)

(注 38)

ヽ
(注 39)

(注 40)

(注 41)

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「母管分岐点～余熱除去クーラ (RH-2)A、 B」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「余熱除去クーラ (RH-2)A、 B～戻母管合流点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「母管分岐点｀冷却材ポンプA、 お、Cへの分岐点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「冷却材ポンプB、 Cか らの合流点～弁 (2-FCV-1241)」 と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「冷却材ポンプA、 Bか らの合流点～戻管 (8B)合流点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「1次冷却水ポンプ入口分岐点～弁 (2-5105A、 B)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (2-5105A、 B)～ 1久系冷却水タンク」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管A、 B分岐点～燃料ピットクーラ」と記載     _
記載の適正化を行 う。既工事計画書には「燃料ピットクーラ～ 1次系機器冷却水戻母管A、 B合流点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点～余剰抽出水クーラ」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「余剰抽出水クーラ～1次系機器冷却水戻母管 (10B)合流点」と記載

記載の適正化を行 うと既工事計画書には「1次系機器冷却水母管～レジューサ (3× 2)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (3X2)～計器用コンプレッサーパッケージIA-lA、 IA-lB八 ロレジューサ

(2Xl 1/2)」 と記載      ィ

記載の適正化を行 うざ既工事計画書には 「計器用コンプレジサとパッケージIA-lA、 IA-lB出 ロレジュ_サ (2Xl 1/2)～ レ

ジューサ (3X2)」 と記載                                 ,

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (3× 2)～ 1次系機器冷却水戻母管」と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点～余熱除去ポンプおよび内部スプレポンプ室空調装置入

ロレジューサ (3× 2)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジュ‐サ (3X2)～ 1次系機器冷却水戻母管合流点」と記哉

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点～レジューサ (4× 2)」 と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (4× 2)ん 1次系機器冷却水戻母管合流点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「余熱除去ポンプおよびスプレポンプ室空調装置冷却ライン分岐点～レジューサ (2× 1

渤
こミ
か
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や
憂
や
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）



(注 42)

(注43)

(注44)

(注 45)

(注46)

(注47)

(注48)

(注49)

1/2)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「余熱除去ポンプ冷却ライン分岐点～余熱除去ポンブ入ロレジューサ (11/2X1/2)」

と記載

既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。記載内容は、設計図書による。        ,        ,

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (2Xl 1/2)～ 内部スプレポンプ入口分岐点」と記載     .

記載の適二化を行 う。既工事計画書には「内部スプレポンプ入口分岐点～レジューサ (lX1/2)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (1× 1/2)～内部スプレポンプ出口合流点」と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「内部スプレポンプ出口合流点～レジューサ (2× 11/2)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「余熱除去ポンプおよび内部スプレポンプ出入日管」と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「余熱除去ポンプ出ロレジューサ (11/2× 1/2)～余熱除去ポンプおよび内(部不プレポ

ンプ冷却もどリライン合流点」と記載

エルボについては管と同等以上の厚さのものを選定する。

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジュ‐サ (2Xl 1/2)～ レジューサ (3× 2)Jと 記載          ―

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点～レジュ‐サ (12X10)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (12X10)～ レジューサ (10× 6)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「分岐点～レジューサ (6X4)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (6× 4)及び分岐点～レジューサ (4X2)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (4× 2)お よび分岐点～格納容器循環空調装置」「 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジュ‐サ (4× 2)～ レジューサ (6× 4)及び合流点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジュ●サ (6× 4)～ VS-39Bか らの合流点 (VS-39A)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (10× 6)～ レジューサ (12× 10)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (12× 10)～ レジュ‐サ (12× 8)」 と記裁

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジ■―サ (12X8)～ レジュ‐サ (12× 8)」 と記載

ヽ
も

(注 50)

(注 51)

(注52)

(注53)

(注 54)

(注55)

(注 56)

(注 57)

(注 58)

(注 59)

(注60)

(注 61)
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(注 62)

(注 63)

(注 64)

(注 65)

(注 66)

(注67)

(注68)

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (12× 8)～ 1次系機器冷却水戻母管合流点劇 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「充てんポンプ室空調装置冷却ライン分岐点γ充てん/高圧注入ポンプ分岐点」と記載

記載の邁正化を行 う。既工事計画書には「充てん/高圧注入ポンプ入口分岐点～レジューサ (2Xl 1/2)お よび (21/2× 2)」

と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (2卜 11/2)～充てん/高圧注入ポンプ～レジューサ (2Xl 1/2)Jと 記

載             _                                  ,
記載の適正化を行 う。既I事計画書には「レジューサ (21/2× 2)充てん/高圧注入ポンプ～レジューサ (2V2X2)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (2Xl 1/2)およびレジューサ (21/2× 2)～充てん/高圧注入ポンプ出

口合流点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「充てん/高圧注入ポンプ出口合流点～充てんポンプ室空調装置冷却戻ライン合流点」

と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「海水ポンプから中間建屋八日まで」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「SS41」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「中間建屋八日～海水母管分岐点及びレジューサ (30× 24)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「海水母管分岐点及びレジューサ (30× 24)～ 1次系冷却水クーラ」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「1次系冷却水クーラ～戻母管」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「中間津屋出日までの戻母管 (埋設部除く)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「戻母管分岐点～ラプチャディスク」と記載

記載の適五化を行 う。既工事計画書には「海水母管分岐点～連絡管レジューサ (10× 8)」 と記載    ´

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「連絡管分岐点～ディーゼル発電機」と記載

記載の適正イビを行 うっ班工事計画書には「デイーゼル発電機～レジュ■サ (12X8)及 び合流点」と記載     ―

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジュエサ (12バ 8)～海水戻母管」と記載

STPT38同等材 (STPT370)への取替 えを行 う。

ヽ
ミ (注 69)

(注 70)

(注 71)

(注 72)

(注73)

(注 74)

(注75)

(注 76)

(注 77)

(注 78)

(注 79)

(注 80)
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DD

(注81)STPG42同 等材 (STPG410)への取替えを行う。       ‐

(注82)記載の道手化を行う。野工事計画書には「STPG42」 と記載 、

(注83)本設備は記載の適正化のみを行う、ものであり、手続き対象外であるも
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(工事計画軽微変更届出 平成 30年 5月 24日 届出)

変 更 後

最高使用

温  度

(℃ )

|

塩)呵
「

(耐

き材 料

}
E-1)(1、  E…2)K2

R-1※ 1、 R-2※2 変更なし

T-3)K2

最高使用

F上   力

(MPa)

名 称

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

(とB4)

SS400

SM400B

(注6,8■

SS400

(注 8■

SS400,

(注 8劇

SS400

厚   さ

(Dm)

(と3,84)

12

(注 3)

12.7

(注3,6,80

12,7

(注3184)

12.7

/
12,7

(注 8,84)

12.7

/
12.7

/
12.7

外  径

(mm)

(』L3,84)

762

(注 3)

762.0

(注8,S,84)

762.0

(遊 3,84)

762.0

/
609.6

(注3,84)

762.0

/
762.O

/
762.0

最高使用

温  度

(℃ )

40

(注4)

40

最高使用

圧  カ

(MPa)

0。 7

(注 4)

0,7

名 称

中間建屋入 日

A、 B系

海水供給母管

分岐点

及び

1次系

冷却水クーラ

A、 C入 ロライン

レジューサ

(30X24)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

ヽ
や

□ :検査対象範囲

※1:
※2: 削

４
欝
か
騨‐
μ
ω

轟
む
基
曽
湧
畢
穏
）

査
査

検
検

彰

〕

について
、組立及

確認。
び据付状態

材料検査、寸法検査、外簑壌塞t騨径壌馨t彊覺材料検査t寸法検査、外 を確認する検査について確認。



ヽ

、

．
，
ォ

一 つ

変 更 後

材  料

変更なし

T-1)(1

外  径|厚   さ

(醜観) (麓m)

名 務

原
子
炉
籍
機
冷
却
設
備

材  料

(遊84)

SS400

SM400B

ー

(と8剰

SS400

厚 ;さ

(麗m)

〈注3,84)

12

(湛 3)

12.7

―

‐
鰹生弱

12・ 7

/
12,7

/
12.7

外  径

(盪阻)

(注3,84)

762

(遊3)

762:0

ー
(苗:84)

762.0

/

762.0

′/

762.0

最高使用

温  度

(℃ )

40

(注 4)

40

最高使用

睡  カ

(MPa)

0.7

1.2

1.2

名 称

中間建屋入口

A、 B系

海水供給岸管

分岐点

、 及び

1次系

冷却水ク■ラ

A、 C入 ロライン

レジューサ

(30× 24)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

Ｎ
も

□ :検査対象範囲

※1:材料検査、寸法検査、外観検査、識圧検査、漏えい検査とこついて確認と
導
工銘卵
い‐
μト

轟
む
い聯
増
コ
や■
鬱
）



変 更 後

最高使用

臣  カ

(HPa)

最高使用

温  度

(℃ )

外 径 料

(醒 )

原
子
炉
構
機
冷
却
設
備

T-2)Kl
変更なし

名 称

変 更 前

径 厚 、 さ材  料

|.峰 →

健 缶 (注 3,

762,0

/

762.0

/
609.6

12,7

/
12.7

/
12.7

(連咽

SS400

最高使用

圧  力

(MPa)

(注4)

1.2

名 称

中間建屋入 日

A、 B系

海水供給母管

分岐点

及び

1次系

冷却水 ク‐ラ

A、 C入 ロライン

レジュ■サ

(30× 24) |

0

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

つ
気
．Ｐ

笙

□ :検△対象範囲     …

※1:材料検査、寸法検査、外観検査t職戸土検査、漏えい検査について確認。
瀬
二
鶉
“
―
畔
観

（ｓ
甘

や
】
曽
郷
ド
◆
鬱
）



変 更 後

最高使用

温  度

(℃ )

|

径 1厚 さ 材   料

(【nコn) (mm)

E-1)(1、 E=5)(2

変更なし

E-2,3,4※ 1

最高使用

匠  力

(MPa)

名 称

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

(連84)

SS400

SM400B

(注6,841

SS400

(注84)

SS400

SM400B

(と6,841

SS400

厚   さ

(mm)

(注3,84)

と2

(注 3)

12.0

(注3,6,84)

12.7

(注8,84)

12

(注 3)

12.0

(注3,6,84)

12.7

外   径

(IBm)

(注 3,84)

609.6

(注 3)

609.6

(注3,6,84)

609。 6

(注3.84)

609,6

(注 3)

.609.6

(注 3,6,84)

609.6

最高使用

温  度

(℃ )

40

(注 4)

40

40

くと4)

40

最高使用

「

上  カ

(MPa)

0,7

(注 4)

0。 7

0。 7

(注 4)

1.2

(注 4)

1.2

名 称

海水供給母管

分岐点

及び

1次系

冷却水クーラ

A、 C入 ロライン

レジューサ

(30× 24)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

1次系冷却水

クー ラ

A、  B、  C

Ⅳ
Ⅳ

※1:材料検査、
※2:材料検査、

寸法検査、外観検査
寸法検査、外観検査

査
査

検
検

敵
耐 瀬

」
爵
夢
事ｔ
岸ω

Ｓ
す
〕
挙
中
拶
ミ
ロ
）

〕
　〕

えゝ
えヽ

漏
漏

検査について確認。
検査、組立及び据付状態を確認する検査について確認。



変 更 後

材   料

E-1,2,3,4)〈 2、  E-5,E二 6)〈 3

変更な し

T-1)(1、 T-2,3,4)(2、  T-5,6)〈 3

外   径 厚   さ

(ll選4) (llun)

名 称

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材   料

(どと84)

SS400

(注 6,841

SS400

(注8■

SS400

厚   さ

(IIBIl)

(注3,84)

12

(と3,6,34)

1217

(注 3,84)

12.7

/
12.7

/

外  径

(llinl)

(注3,80

609.6

(注8,6,84)

609.6

(注 3,34)

609,6

/
609,6

/

最高使用

温  度

(℃ )

40

(注 4)

40

最高使用

圧  カ

(MPa)

0。 7

(注 4)

0。 7

名 称

1次系冷却水

クー ラ

A、  B、  C

海水戻 り母管

分岐点

A、  B、 C

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備儀

□ :検査対象範囲

査(寸法検査、
寸法検査、

※
※
※

１

２

３

外観検査について確認。
外観検査、耐圧検査、漏えい検査について確認。
外観検査、耐圧検査、漏えい検査、組立及び据付状態を確認する検査について確認。

瀬
』
尊
卵
μ‐
騨『

怠
手
桜
選
ぶ
こ

査、寸法検査、



変 更 後

材  料

}
E… 1,2〉ぐ1

T-2,3)〈 1

変更なし

T-1)(1

外   径 厚    さ

(臣m) (mm)

最高使用

圧  力

(MPa)

最高使用

温  度

(℃ )

名 称

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材   料

(注 80

SS400

(注6,8a

SS400

(注 8ぢ

SS400

(注 84)

SS400

厚   さ

(mm)

(注3,34〉

12,7

(注3,6,84)

12.7

(注3,84)

12,7

/
12,7

/
12.7

(注 3,84)

12,7

/

/
12.7

外 径

(】lm)

(注3,34)

9と 4.4

(と3,3,84)

91414

(注3,84)

914.4

/
914.4

/
609.6

(注3,84)

914.4

/

/
609.6

最高使用

温  度

(℃ )

40

(注 4)

40

最高使用

屋  カ

(MPa)

0.7

(注4)

0,7

名 称

海水戻 り母管

分岐点A

海水戻 り母管

合流点

9

原
子
炉
補
磯
冷
却
設
備

Ｎ
＼

□ :検套対象範囲

※1:材料検査、寸法検査、外観検査、耐圧検査、漏えい検査について確認。 ′　
　
瀬
」鶴
か
騨‐
ド
∞

Ｓ
Ｆ
ｗ
事
》
ｐ
単
こ



変 更 後

最

温  度 径 厚    さ 材 料

(℃ ) (題) (mm)

変更なし

E-1※ 1

変更なし

最高使用

匡  カ

(MPa)

名 称

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

(注84)

SS400

一 (蕩6,84)

SS400

STPG410

厚   さ

(阻)

(逮3,84)

と2

一 (注3,6,341

12.7

(遊3)

9,3

外  径

(mm)

(注3,84)

609.6

一 (注3,6,84)

609.6

(と3)

273.1

最高使用

温  度

(℃ )

(送 85,86)

40

― (注4)

40

40

最高使用

匠  カ

(MPa)

(注86.86)

0.7

0,7

017

名 称

海水戻り母管

分岐点

屋外放出端行き

屋外放出端

海水母管分岐点

ディーゼル

発電機A、 B行き

ディrゼル

発電機

海水八ロライン

連絡配管

レジューサ

(10× 8)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

つ
ふヽ
「ノ？

ヽ
等

□ :検査対象範囲

※1:材料検査、寸法検査、外観検査i蔵圧検査、漏えい検査について確認。
瀬
」欝卵
Ｐ‐
ド０

ぐ
翌
ｒ
ｐ
璃
】
る
ド
■
目
）



〕
ヽ

(注43)

(注 44)

(注 45)

(注 46)

(注 47)

(注48)

(注49)

(注 50)

(注 51)

(注 52)

(注 53)

(注 54)

(注 55)

(注 56)

(注 57)

(注 58)

(注 59)

(注 60)

(注 63)

(注 64)

既工事計画書に記載がないため記載の道正化を行 う。記載内容は、設計図書による。

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (2Xl V2)～内部スプレポンプ入口分岐点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「内部スプレポンプ入口分岐点年レジューサ (1× 1/2)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (lX1/2)～ 内部スプレポンプ出日合流点」と記載

記載の適正化を行 うも既工事計画書には「内部スプレポンプ出口合流点～レジュ‐サ (2Xl 1/2)」 と記載

記哉の適正化を行 う。既工事計画書には「余熱除去ポンプおよび内部スプレポンプ出入白管」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「余熱除去ポンプ出ロレジューサ (11/2× 1/2)～余熱除去ポンプおよび内部スプレポ

ンプ冷却もどリライン合流点」と記載

エルボについては管と同等以上の厚さのものを選定する。

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジユーサ (2Xl 1/2)γ レジュ_サ (3× 2)」 と記載    ―

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点～レジユーサ (12X10)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジェーサ (12X10)～ レジューサ (10× 6)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「分岐点～レジュ●サ (6× 4)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「レジューサ (6× 4)及び分岐点～レジューサ (4× 2)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (4× 2)お よび分岐点～格納容器循環空調装置」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (4× 2)｀ レジュエサ (6× 4)及び合流点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (6× 4)～ VS-39Bか らの合流点 (VS-39A)」 と記載

記載の道正化を行 う。Bを工事計画書には「レジューサ (10× .6)γ レジューサ (12X10)」 と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (12X10)～ レジューサ (12X8)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「充てんポンプ室空調装置冷却ライン分岐点～充てん/高圧注入ポンプ分岐点」と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「充てん/高庄注入ポンプ八日分岐点～レジューサ (2× 11/2)お よび (21/2× 2)」

削
二部
卵
牌―
尚
〇

（§
せ
や
耳
∞
卵
Ｗ■
鬱
）



Ｎ
持

(注 65)

(注 66)

(注 67)

(注 68)

(注69)

(注 70)

(注 77)

(注 78)

(注 79)

(注80)

(注81)

(注 82)

(注 83)

(注 84)

(注 85)

(注 86)

と記載   :                     .

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (2Xl 1/2)～ 充てん/高圧注入ポンプ｀レジューサ (2Xl 1/2)」 と記

載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (21/2X?)充てん/高圧注入ポンプ～レジューサ (21/2× 2)」 と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (2Xl 1/2)お よびレジューサ (2、 1/2× 2)～充てん/高圧注入ポンプ出

日合流点」と記載    :ヽ

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「充てん/高圧注入ポンプ出日合流点～充てんポンプ室空調装置冷却戻ライン合流点」

と記載                                             ∵

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「海水ポンプから中間建屋入回まで」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「SS41」 と記載                  '

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「連絡管分岐点～ディーゼル発電機」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「ディーゼル発電機～レジュ中サ (12× 8)及び合流点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (12(× 8)～海水戻母管」と記載

STPT38同等材 (STPT370)への取替 え を行 う。

STPG42回等材 (STPG410)へ 9取替 えを行 う。         下

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「STPG42」 と記載

本設備は記載の適正化のみを行 うものであり、手続き対象外である。

SS41同 等材 (SS40o)へ の取替えを行 う。・      ~

注記について記載の適正化を行 う。平成28年 6月 10日 付け原規規発第1606105号 にて認可された既工事計画書に記載の 「重大事故

等時における使用時の値」を削除

記載の道正化を行 う。平成28年 o月 10日 付け原規規発第1606105号 にて認可された既工事計画書には変更後に記載

Ⅵ
こ
弩
卵
博Ｉ
Ю
Ｐ

縞

サ
や
事
増
穀
ふ
Ｄ
）





検査結果下覧表

成績書管理番号 :卜 04-1

N
も

丁さし

特記事項検査立会責任者 自]

が

〔
汗ウ

″ 了

'メ

叶ソ生任技術者

子力11踪査官印原

子4盗
彰 ふ 珍

負

検査結果

者渇酔2年

夕1月 /3日

検査年月日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

_  共通事項
●          1           成績書管理番号 :卜94■

｀   検査年月日 :/鴻
静孝年 7月 ん 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項、

使用前検査申請書の確認

∩

∩

確認事項 確認方法 確認結果 備考

1本検査に係る使用前検

1査
申請書 (変更申請を

,含む。)が準備されてい

ること。 _

記録確認 Q―

検査 をする工事のエ

程、ア翻日及び場所が申

請書 どお りであるこ

とを

記録確認 ⑧'一

工事計画の認可番号の

記載 が適切で ある
‐
こ

と。

記録確認 Θ ―

: サ0



添付資料 3〒 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

(一号検査)

成績書管理番号 :卜 04-1

検査年月日 :ノ
湯徹r2年  夕 月 ノど 日

検 査 場 所 :蘭西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請著の品質記録が準備されていること心 記録確認 0・ 一

必要な図面等が準備されていること。 図面等確認 @―
検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認 @・ 一

系統構成が完了していること。
立会/

範
Ql下

∂F



添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

(一号検査)

成績書管理番号 :1-04■

,       襟査年月日i壻弟静2年  7月 /♭ 日

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷却設備

主配管 (常設)*1

検査項目
*

判定基準 検査結果 検査方法

組立て及び据付け状態を確認す

る検査 *2

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

R.
目視

:∽

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行うた試験・検査の品質記録 (※)による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-卜 0503

イ

宅望生〓〓
1:] 11甘ilド

こ
そ:望] 'と 曾肯i::`と とラ房

→

'そ

窒1首ヨti甘] ] ヨ|=圭FE

*と :別添 1(令和 2年 8月 24日 )に記載している以下の範囲を参照

別添 13及び別添 1・ 15(T-2)V

別添 1-4及び別添 1工 16(E-2rE 3rE
ノ

-4)ノ

ニ3r別添と-5及び別添117(ET3r

別添 卜6及び別添 卜18(卜 lr

Ei4、  T
ノ

T-2、  T

ノ
T-4)   /

E-1、  E-2)

別添 1-7及び別添 卜19(Eil)
γ

*2:別添 2(令和 2年 9月 16日 )参照

‡2
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＼
、
テ

イ D

検査結果一覧表

成績書管理番号 :卜 04-1

"資

特記事項

丁3し

検査立会責任者 算

耳」イク|デタ′くれ/主注技術者

原子力施設検査官 章

%爪 薯

検査結果

ヽ

長

検査年月日

汚弟静Z年
〃 月θぅ日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

共通事項
成績書管理番号 :卜 04〒 1

検査年月日ン彿和 芝 年 ノノ 月 J沙 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 Q一

検 査 をす る工事 の工

程、期 日及び場所が申

請 書 どお りで ある こ

と。

記録確認 Q―

工事計画の認可番号の

記載 が適切で ある こ

と。

′
記録確認 Q

どす



添付資料 3Tl

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
｀

(一号検査)

成績書管理番号 :卜041

襟査年月日 :今稗 2年 //月 ,p日
検 査 場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

イ

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 Q

必要な図面等が準備されていること。 図面等確認 0・ |
検査用計器が校正されており有効ダ胡限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認 Q―

系統構成が完了していること。
立会/ Q

3ど



検査結果

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

(す号検査)

添付資料 3-2

使用前検査記録

成績書管理番号 :卜04■

検査年月日:抑 2年 // 月 ●沙 日

検 査 場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検 査 対 象

原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷却設備

主配管 (常設)*1

検査項目
*

判定基準 検査結果 検査方法

組立て及び据付け状態を確認す

る検査 *1*3

耐圧検査、漏えい検査 *2*3

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

ヽ

R
目視

∽

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行った試験 。検査の品質記録 (※)による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-1-0503

*1:別添 1(令和 2年 8月 24日 )に記載している以下の範囲を参照
/   /

別添 1-1及び別添 卜13(E■ 、R-1)

別添 ユー2及び別添 卜14(T-1)γ

別添 卜4及び別添 卜16(El)F

別添 15及び別添 卜17(T― て T-2r E-lr E一 あ '

*21別添 1(令和 2年 8月 24日 )に記載している以下の範囲を参照

別添 15及び別添 1-17(T-1)′

*3:別添 2(令和 2年 11月 30日 )参照

∂7
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関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

使用前検査成績書 ‐

要 領 書 番 号  :原規規収第 1610072号 99

成績書管理番号 :1-04-3

会奔ヮ

“

1年 づ月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名
｀
 _関 西電力株式会社高浜発電所第 2号機

2検査申請    検査申請一覧表のとおり

3検査期日 自 3年 10月 21日

季夏泌ヮ字年う月1家 日

4検査場所  i 使用前検査記録のとおり

5検査実施者
' 

検査結果二覧表のとおり

6検査結果    検査結果一覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録

成績書管理番号 :l二〇4-3

デ

ふ

ヘ

ミ



検査申請書番号

(申請年月日)

関原発第 321号

関原発第435号

関原発第 47号

関原発第203号

関原発第260号

関原発第416号

関原発第 505号

関原発第 513号

関原発第  4号

関原発第 69号

関原発第 116号

関原発第 205号

関原発第 511号

関原発第 543号

関原発第618号

関原発第 23号

関原発第 23号

関原発第 293号
F想滝諭琥絡δゼニも

(平成 28年

(平成 30年

(平成 30年

(平成 30年

(平成 30年

(平成 30年

(平成 31年

(平成 31年

(平成 31年

(2019年

(2019年

(2019年

(2020年

(2020年

(2020年

(2020年

(2021年

(20｀ 21年
こメ0ユ ェ

ヶ

10月

3月

4月

7月

8月

12月

2月

2月

4月

5月

6月

8月

1月

2月

3月

4ヂこ

4月

8月

ユ環

7日 )

20日 )

20日 )

4日 )

20日 )

5日 )

1日 )

6日 )

4日 )

16日 )

24日 )

23日 )

31日 )

26日 )

24日 )

7日 )

30日 )

2日 )

ユ1・ 日ブ

成績書管理番号 :と -043

検査申請一覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認し表中に追記する。

ユ



‐
)

検査結果―覧表

成績書管理番号 :卜 04-3｀

や

特記事項

怠 し

検査立会責任者

―木石うォ・ダ…と'ツ 事任技術吉

原子力検査官

蕉髪 ユみ

点症勇ノ＼

検査結果

ヽ

k

検査年月日

令和 3年

+0月 21日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

共通事項
成績書管理番号 :卜04-3

検査年月日 :令和 3準 10月 21 占

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認
①

・ 一

検査 をす る工事 の工

程、期 日及び場所が申

請書 どお りで ある こ

.と 。

記録確認 ①
た

工事計画の認可番号の

記載が適 切で ある こ

と。

記録確認 〇―

窯



添付資料 3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

(二号検査)

成績書管理番号 :卜04-3

検査午月日 :苓和 3年 十θ 月 21日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 ⑬―

必要な図面等が準備されていること。 図面等確認 ◎・下
検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。                 i

記録確認 ⑪―

系統構成が完了していること。
立会/

① ‐

と
~



添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

(一号検査)

成績書管理番号 :1-04-3

検査年月日 :令和 3年 10月 力 1 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷却設備

主甲管

別添 1参照の太線枠内の範囲

検査項目 す 判定基準 検査結果 検査方法

材料検査

寸法検査

外観検査

据付検査

耐圧検査

漏えい検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

|

胞
目視

備考        J    /
・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行った試験・検査の品質記録 (※)による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-卜0310

b
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工事計画本文 (原規規発第 1606105号 (平成 28年 6月 10日 認可)

原子炉冷却系統施設

9 原子炉補機冷却設備に係る次の事項

(8)主配管の名称、最高使用圧力、最高使用温度、外径、厚 さ及び材料

・常設

く

変 更 後

材   料

(注→

STPT38

STPT370

(注0

STPT38

(注 E

S25C

STPT370

厚   さ

(lIば ll)

(注 3,3)

219

(43,SO)

2.9

(注 3,S,50)

5,5

(注 6,SO)

(最小 )

4。 3

(連 31

2.9

/

/
2,9

外  径

(阻 )

(巌乱5)

27.2

(注 3)

27.2

(速 3,S〕

89.1

くと3,5)

t差 し込み

帯の内径)

27,7

(注 31

27。 2

1/

/

27.2

最高使用

温  度

(℃ )

く注1

95

最高使用

匠  カ

(離Pa)

(注 4)

0」 34

名 称

窒素ボンベ

ホース接続 日

1次系冷去F水

タンク

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

最高使用

旺  カ

(MPa)

料名 称

翌
郭

μ

（
洋
＼
伽
）

（↓
営
∞
ｔ
Ｓ
滋
営
コ
）

□ :検査対象範囲



う

甘

変 更 後

材  料

STPT370

STPT370

I

外 盛1厚 さ

(敏Hl) (論 )

申13J

OI

(113,50)

3.434

く,Ⅲ3)|    (卜 13,50)

267.4 9,3

t

最高使用

温  度

(℃ )

(津判〕

40

(114)

40

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注 a

0.33

(濃 1)

1,2

名 称

可搬型原子炉

補機冷却水

循環ポンプ

出口接続点

可搬型原子炉

補機冷却水

循環ポンプ

出日配管合流点

A海水供給母管

接続 口

Aa、  Ab

海水ス トレーナ

八 日配管合流点

原
子
炉
構
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

最高使用

庄  カ

(MPa)

名 称

う?

(注 1)記載の道正化を行 う。既工事計画書には「1次系冷却ホクーラA、 B、 C～ティ (20× 20バ 16)」 と記載

(注2)SI単位に換算 したものである。

(注3)公称値

沌
ハ ミ

J>郭

営岸
∞
（
囀
＼＼
口
）

常
Ｆ鼠

解
Ｊ



や

(注4)重大事故等時におけるイ吏用時の値                                        、

(注5)本設備は既存の設備である。

(注6)エルボを示す。                                     ´

(注7)記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系冷却水クーラ出口連絡管」と
“
己載

(注8)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「ヘノダA、 B:テ ィ (20× 2o x 16)～ レジューサ (20× 14)」 と記載

(注9)記載の適正化を行 う。F元 工事計画書には「レジューサ (20X14)～内部スイレクーラ」と記載

(注 10)記載の道正化を行 う。班工事計画書には「ヘッダCiテ ィ (16X16X16)～ レジューサ (16× 12)Jと 記載

(注 H)当 該ラインにっぃては、主配管に該当しないため記栽の適正化を行う。                         |
(注 12)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「今ンダC:レジューサ (16X12)～ティ (20× 20X16)」 と記載

(注 R3)記載の適正化を行う。既工事計ltti書には「ヘッダA、 BI内部スル クーラ～レジユーサ (20X14)」 と記載

(注 14)記栽の適正化を行う。既工事計画書には「ヘノダA、 B:レ ジユエサ (20X14)～ティ (20× 20X16)」 と記載

(注 15)記載の適に化を行 う。既工事計画書には「1次系冷去|!水 ポンプ入口連絡管」と記載

(注 16)記哉の道正化を行 )。 既工事計画書には「ティ (20× 20X16)～ 1次系冷却水ポンプA、 B、 C(D」 と記哉

(注 17)記載の適正化を行う。既工.事計画書には 11次系冷却水ポンプ出ロレジューサ (16※ 12)～ティ (20X20× 16)」 と記載

(注 18)記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次 系冷却水ポンプ出口連絡管」と記載

(注 19)記載の道正化を行 うど既工事計画書には「1次 系冷却水ポンプA、 D出 ロティ (20卜 20X16)～ 1次系冷却水クーラA、 C八 ロティ

|   (20× 20X16)」 とヨ己載

(注20)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「1次系冷却水クーラ人口連絡管」と記載

(注21)記載の適正化を行う。既工事計画書には「ティ (20× 20X16)及びレジュ‐サ (20X16)～ 1次 系冷却水クーラA、 C及 び8」 と記

載

(注22)記載の道正化を行 う。班工事計画書には「縁管分岐点～余熱除去クーラ (RH-2)A、 B」 と記載

(注23)記載の適正化
々
行

盈。既工事〒卜画書には「余熱除去クーラ (RH-2)A、 B～戻母管合流点」と記載

(江24)瀾―¬L載 め適正化を行う。班工事計画書には「母管分岐点～冷却材ポンプA、 B、 Cへの分岐点」と記載          |

湮
」郭

ド

（
∽
＼

９
）

（◆
営
∞
常
Ｓ
油
聟

コ
）
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Ю

(注25)

(注26)

(注27)

(注28)

(注29)

(注30)

(注31)

(注 32)

(注 33)

(注34)

(注 35)

(注36)

(注 37)

(注38)

(注 39)

(注40)

(注41)

記載の適正化を行 うと既工事計画書には「冷却材ポンプB、 Cか らの合流点～弁 (歩FCV-1241)」 と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「冷封〕材ポンプA、 Bか らの合流点～戻會 (8B)合 流点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「1次冷却水ポンプ入口分岐点～弁 (2-5105A、 B)」 と記載

記載の適正化を行 う。班I事計画書には 「介 (2■ 5105A、 B)～ 1久 系冷却水タンク」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「1久 系機器冷却水母管A、 B分岐点～燃料 ピントク~ラ 」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「燃料ピットクーラ～1次 系機器冷却水戻母管A、 B合流点1と 記載

記載の適止化を行 う。
'光

工事計画書には「1久 系機器冷瀾〕水営管分岐点年余蒸1抽出水クエラ」 と記栽

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「余禾J抽出水クーラ～1次系機器冷却水戻母管 (10B)合 流点」と記載

記載の適

「

化を行 う。既工事計画書には「1次 系機器冷却水母管～レジューサ (3X2)」 と記救

語載の適正化を行 う。既工事計画書には 「レジューサ (3× 彦)～計器用コンプレッサーパ ッケ‐ジェA-lA、 正A-1い 人ロレジューサ

(2Xl 1/2)」 と記載

記載の適 に化を行 うcF光 工事計画書には 「計器用コンプ レッサーパ ッケージIA-lA、 IA-lBよ uロ レジューサ (2Xl 1/2)～ レ

ジューサ (3× 2)｀ 」と記哉

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 1レ ジューサ (3X2)～ 1次 系機器冷却水戻母管」上記載

記載の適正化を行 う。班工事計画書には「1次 系機器冷却水母管分岐点～余熟除去ポンプおよび内部スプレポンプ室窄調装置入

岡レジューサ (3× 2)」 と記載

記較の適止化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (3× 2)～ 1次 系機器冷却水戻樹管合流点」と記載

記載の適正化を行 うc既工事計画書には「1次 系機器冷却水母管分岐点営レジューサ (4× 2)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (4× 2)～ 1次 系機器冷却水戻母管合流点Jと 記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「余熱除去ポンプおよびスプレポィプ室空調装置冷却ライン分岐点～レジューサ (2× 1

1/2)」 と記載                                               '

記載の適正化を行 う。
'元

工事言「回書には「余熱除去ポンプ冷却フイン分岐点～余熟除去ポンプ本 ロレジューサ (11/2X1/2)」

と記載

訥
颯
ぐ
卵
岸

（
ふ
＼
∫

）

（
か
執
口
ω
玲
ド
ｏ
油
］
ド
コ
）

(注42)



＼
＼

(注 43)

(/E44)

(注45)

(注46)

(注47)

(注48)

(注19)

(注 50)

(注 51)

(注 52)

(}i53)

(注 54)

(注 55)

(注 56)

(注57)

(注 58)

(注 59)

(注 60)

(注61)

(注62)

(注63)

(平主64)

既工事計画書に記載がないため記裁の通正化を行う。記載内容は、設計図書による。        1     
｀

記載の適正化を行う。
')猛

工事計画書には「レジューサ (2Xl lノ2)～内部スプレポンプ人口分岐点」と記載
記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「内部スプ レボンプ入 口分岐点～ レジユーサ (1× 1/2)」 と記載

記裁の適 lF化 を行 う。既工事計画書には 「レジュ∵サ (lX1/2)斡ぬ部スプ レポンプ臨口合流点」 と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「内部スプ レポンプ出日合流点～レジューサ (2× 11/2)」 を記載

F~1と 載の適正化を行 う。既工事計画書には「余熱除去ポンプおよび内部スプレポンプ出入日管〕と記載

記載の適正化を行 う。班工事計画書には「余熱除去ポンプ出ロレジューサ (11/2X1/2)～余熱除去ポンプおよび内部不プレポ

ンプ冷却もどリライン合流点」と記哉

エルボについては管と同等以上の厚さのものを選定する。

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (2Xl 1/2)～ レジユ●サ (3X2)」 と記載

記載の適正化を行 う。瞬工事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点学レジューサ (12× 10)」 と記載

記載の進正化を行 う。F元 工事計画書には「レジューサ (12 X iO)～ レジューサ (10× 6)」 と記載         
―

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「分岐点～ レジューザ (6X4)」 と記戦

記載の適正化を行う。既工事計画書には |レ ジューサ (6× 4)及び分岐点～レジユーサ (4× 2)Jと 記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (4× 2)お よび分岐点～格納容器循環空調装置Jと 記載

記載の道正化を行 う。緊工事計画書には「レジューサ (4× 2)～ レジュエサ (6× 4)及び合流点」と記載

記較の道正化を行う。既工事計l山F書には 「レジュiサ
(6× 4)～ VS-39Bか らの合流点 (VS-39A)」 と記載

記裁の適正化を41う 。既工事計画書には「レジューサ (10× 6)～ レジューサ (12X10)」 と記栽

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (12× lo)～ レジューサ
・
(12X3)」 と記載

記載の道f化を行う。既工事計画書には「レジューサ (12× 8)～ レジューサ (12× 8)選 と記載

記載の適正化を行 う。班五事計画書には「レジュすサ (12X8)～ 1次系機器冷却水戻母管合流点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「充てんポンプ室空調装置冷却ライン分岐,煮 ～充てん/高圧注人ポンプ分岐点」を記哉

記栽の適正化を行う。既工事計画書には「充てん/高圧注入ポンプ入口分岐点～レジュニサ (2Xl 1/2)お よび (21/2X2)」
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検査結果一覧表

成績書管理番号 :卜 04‐ 3

＼
滓

特記事項

イかレ

検査立会責任者

メ留ラ_.′二と"シ主任技術者

原子力検査官

彰 爪 堆

オ
,1

).匁 賓

検査結果

た

検査年月日

令和写年

F月 ネ 白



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録  /
共通事項

成績書管理番号 :卜04-3

検査年月日:令和 竿 年 3月  7日
検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項―

使用前検査申請書の確認    |
確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ることょ

記録確認 σ・二

検 査 をす る工事 の工

程、期日及び場所が申

請書どおりであるこ

と。

記録確認 番認・一

工事計画の認可番号の

記載 が適切で ある こ

と。

記録確認 σ一

∠宇



｀
        添付資料 3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
| (一号検査)

!成
績書管理番号上卜04-3

検套年月日 :令和 黎 年 ∂ 月 字 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

一／
‘
‐

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 伊―

必要な図面等が準備されていること。 図面等確認 伊
検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認 Q―

系統構成が完了していること。
立会/、

ω !伊 |

/字



検査結果

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

(一号検査)

添付資料 3-2

使用前検査記録

成績書管理番号 :卜04-3

疾査1月 日 :令和 家 年 J月  イ 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検 査 対 象

原子炉冷去「系統施設

原子炉補機冷却設備  |

主配管

別添 1参照の太線枠内の範囲

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

材料検査

寸法検査

外観検査

組立て及び据付け状態を確認す

る検査

耐圧検査

漏えい検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

されi据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

ゑ

目視

⑩

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行った試験 。検査の品質記録 (※)による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :T2■ -0207(その 2)

な



つ

設
‐
備 概 要

工事計画本文 (原規規発第1606105号 (平成28年6月 10日 認可))
原子炉冷却系統施設

9 原子炉補機冷却設備に係る次の事項

(8)主配管の名称、最高使用圧力、最高使用温度、外径、厚 さ及び材料

・常設

ゝ
嵌

」

"湮
習郵
・ド ユ

市六
ωユ
れ＼
・卜 O
口
V
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ゝ
く

変 更 後

材 、料

STPT370

STPT370

厚   さ

(lBm)

‐
  (どと8.50)

3.4

(注 3)

3.4

/

3.4

/
3.4

外  径

(mm)

(注 3)

34.0

(注 3)

34,0

/

34,0

/

34.0

最高使用

温  度

(℃ )

(滋4)

95

勲高使用

区 一 カ

(MPa)

(注 4)

1 2

称

B使用済

燃料ピットクエラ

供給配管分岐点

格納容器雰囲気

ガスサンプ

リング冷却器

格納容器雰囲気

ガスサンプ

プング冷去F器

出目駆管分岐点

弁 (2V-45204)

下流縄取合点

原
子
炉
補
機
冷
却

！設
備

変 更 前

材  料

最高使用

匡  カ

(MPa)

最高使用

温  度

(℃ )

径 厚   さ

(mm) (節m)

名 称

」〉選
曽藻
・ド ユ

常⌒
ω 博

h＼
・卜 0
□▼
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＼
彎

STPT370

STPT370

材 : 料

(■m)

厚   さ

3.4

/

3,4

/

(注 ,)

(注 3〕

3.4

/

/
3.4

(mm)

外  径

34.0

/

34.0

/

く注3)

34,0

/

/
34と 0

(注3)
(江4)

95

曝高使用

旺  力

(HPa)

(注0

1.2

B使痛済

燃料ピントクーテ

供給轟管分岐点

格納容器森囲気

ガスサンプ

ジング冷却器

格縮容器雰囲気

ガスサンプ

リング冷却器

出白醍管分岐点

弁  (2V-45204)

下流側取合点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

称名材  料

(llua)(題m)

厚   さ外  径

最高使用

温  度

(℃)

最高使用

圧  カ

(MPa)

変 更 前

称名

→遭
言謝
・卜 と

常八
ω ω

h＼
ヽ 0
ロ

ヤ



＼
や

変 更 後

材  料

STPT370

厚   さ

(mm)

(注 3,50)

3.4

外  径

(IIllll)

(注 3)

34.0

最高使用

温  度

(℃ )

(注 4)

40

最高使用

圧  力

(MPa)

(注 4)

0,33

名 称

可搬型原子炉
i

補機冷却水

循環ポンプ

入日配管分岐点

可搬型原子炉

裕機冷却水

循環ポンプ

入口接続点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料外

|

径|厚 さ

(品) (llull)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa).

名 称

瀬
」報
ユ

（
ヽ
＼
０
）

↓
習
■
常
ω
油
〔
コ



変 更 後

材  料

STPT370

STPT370

厚   さ

(lllttl)

(注 3,50)

3.4

(とと8,50)

9。 3

外  径

(lllm)

(注 3)

34.0

(注 3)

267.4

最高使用

温  度

(℃ )

(注 4)

40

(注 4)

40

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注 4)

3801

(注 4)

1 2

名 称

可搬型原子炉

補機冷却水

循環ポンプ

出日接続点

可搬型原子炉

補機冷却水

循環ポンプ

出日配管合流点

4海水供給母管

接続日

▲a、 Ab

海水

^ト
レーナ

八日配管合流点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 :前

材  料外  径 厚   さ

(■岨ll) (mm)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

匠  力

(MPa)

名 称

卜
Ｃ

(注1)記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系冷却水クーラA、 B、 c～ティ (20× 20× 16)」 と記裁

(注2)SI単位に換算したものである。

(注3)公称値

」

"湮曽謝
・ト ユ

‐付⌒
ω 0
油＼
・卜 0
コ

▼



牌
｛

(注4)車大事故等時にお1す る使用時の値

(津5)本設備は既存め設備である。

(注6)エルボを示す。

(注7)記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系冷却水クーラ出白連絡管」と記載    、

(注s)記載の適正イ

“

を行う。既工事計画書には「ヘッダA、 B:テ ィ (20メ 20X16)｀ レジュィナ (20× 14)」 と記載  :
(注9)記球の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (20× 14)～内部スプレクエラ」と記載      |
(注 10)記載の適正化を行う。既I事計画書にば「ヘシダc:テ ィ (16 X lo X 16)～ レジユーサ (16× 12)」 と記載

(注■)当該ラインにつヤヽては、主配管に該当しなし
´
たヽめ記載の適正化を行う。

(津12)記載の適
=化

を行う。既工事計画書には「ヘツダC:レジューサ (loホ 12)～ティ (20× 20X16)」 と記載

(注 13)記載の適正化を行う。既工事計画書に1ま
「本ッダA、 B:内部スプレクーラ` レジユエサ (20X14〉 」と記載

(注 14)記載の適正化を行う。既工事計画書には「ヘンダA、 Biレジユーチ (26文 14)年ティ (20× 20× 16)」 と記載

(注 15)記載の適正化を行う。既工事計画書には
|「
二次系冷却水ポンプ入日連絡管」と記載 ・

(注 16)記載の適正化を行う。既工事計画書には「ティ (20× 20X16)～ 1次系冷却水ポンプA、 こ(C(D」 と記載

(注17)記載の適正化を行う。既I事計画書には「1次系冷却水ポラプ出ロレジューサ (16× 17)～テイ (20× 20× i6)」 と記載

(注18)記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系冷却水ポ1ンプ出日連絡管」と記載         ′

(注 10)記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系冷却水ポンプA、 D出 甲ティ (20× 20又 16)～ 1次系冷却水タエラA、 C八 日>ィ

(20× 20、 16)J と記載                                                    |
(注20)記載の適正イとを行う。既工事計画書には「1次系冷却水クーラ入日連絡管」と記載

(注21)記載の適正化を行う。既工事計画書には「チ身 (20× ?0× 16)及びレジュエサ (20X16)年 1次系冷却水ク‐ラ4、 C及びB」 1語
載

(注22)記載の適正化を行う。既工事計画書には「母管分岐点～余熟除去クーラ (RHT2)A、 B」 と記載

(注2,)記載の適正化を行う。既工事計画書には f余熱除去クーラ (RH-2)4、 B～戻母管合流点」と記載

(注24)記載の適正化を行う。既工事計画書には「苺管分岐点～冷却材ポンプA、 B、 cへの分岐点」と記載

J〉遭
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(注25)

(注26)

(注27)

(注28)

(注29)

(注80)

(注31)

(注 32)

(注 33)

(注34)

(注 35)

(注36)

(注37)

(注38)

(注39)

(注40)

(注41)

記載の適正化を行 う。

記載の適正化を行 う。

記載の適正化を行 う。

記載の適正化を行 う。

記載の適正化を行 う。

記載の適正化を行 う。

記載の適正化を行 う。

記載の適正化を行 う。

既工事計画書には

既工事計画書には

既工事計画書には

既工事計画書には

既工事計画書には

既工事計画書には

既工事計画書には

既工事計画書には

「冷却材ポンプB、 Cか らの合流点～弁 (2-FCV-1241)」 と記載

「冷却材ポンプA、 Bか らの合流点～戻管 (8B)合流点」と記載 
′

「
l,次冷却水ポンプ入日分岐点ん弁 (2r5105A、 B)」 と記載

「弁 (2-5105A、 B)～ 1次系冷却水タンク」と記載    ―

「1次系機器冷却水母管A、 B分岐点～燃料ピントク‐ラ」と記載

「燃料ピントク~ラ ～l次系機器冷却水戻母管A、 B合流点」と記載

:1次不機器冷却水母管分岐点～余剰抽出本クーラ」と記載

「余剰抽出水ク■ラ～1次系機器冷却水庚母管 (10B)合流点」と記載

ν
Ｗ

記載の適I化を行う。既工事計画書にぼ「1次系機器冷却水苺管～レジ■―サ (3× 2)」 と記載

記載の適正化を行 う1既工事計画書には「レジユエ
サ (3卜 2)～計器用コンプ レッサー

rミ ッケrジ IAilA、 IA-lBハ ロレジューナ

(2× 11/2)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「計器用ヨンプレジサーパッケエジIA-lA、 IA-lB出 ロレジューサ (ゑ xl 1/2)～ レ

ジユエサ (3バ 2)」 と記載     .
記載の適正イ監を行 う。既工事計画書には「レジューサ (3× 2)‐｀1次系機器冷却水戻母管」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点～余熱除去ボンプおよび内部スプ猪ボンプ室空調装置入

回レジューサ (3× 2)」 と記載

記載の導正rヒ を行 う。既工事計画書には「レジュ▼サ (3× 2)年 1次系機器冷却水戻母管合流点」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点～レジュエサ (4バ 2)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジュ▼サ (4× 2)～ 1次系機器冷却水戻母管合流点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「余熱除去ポンプおよびスプレポンプ室空調装置冷却ライン分岐点～レジューサ (2Xl

1/2)」 と記載  
｀

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「余熱除去ポンプ冷却ライン分岐点～余熱除去ポンプ八ロレジュ▼サ (11/2X1/2)」

と記載

J"浬

曽謀
・ド ユ

‐計六
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油＼
・卜 0
コ
V

(注42)
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(注43)

(注44)

(注45)

(注46)

(注 47)ャ

(注48)

(注49)

(注 50)

(注51)

(注52)

(注53)

(注 54)

(注 55)

(注56)

(注 57)

(注 58)

(注59)

(注60)

(注61)

(注62)

(注63)

(注64)

既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記裁内容は、設計図書による。

記載の適正化を行う。既I事計画書には「レジユーサ (2又 11/2)～内部丞プレポンプ入日分岐点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「内部スプレポンプ八日分岐点｀レジエエサ (1× 1/2)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジキーサ (1× 1/2)、内部スプレポンプ出日合流点」と記載

記載の適正化を行う。緊工事計画書には「内部不プレポンプ出占合流点～レジi■サ (2Xl 1/2)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「余熱除去ポンプおよび内部スプレポンプ出入白管」と記載

評載の適正化を行,。 班工事計画書には「余熱除去ポンプ出ロレジェエサ (11/2X1/2)～余熱除去ポンプおよび内部スプレポ
ンプ冷却もどリライン合流点」と記載

エルボにういては管と同等以上の厚さのものを選定する。

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジユーサ (2× 11/2)～ レジューサ (3× 2)」 と記載

記載の適正化を行う。呼工事計画書には「1次系機器冷却水母誉分岐点えレジュ_ザ (12× 1́6)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (12X10)～ レジューサ (10× 6)」 と記載

記載の適正化を行うと既工事計画書には「分岐点｀レジュ■サ (6× 4)Jと 記載

記載の適正化を行うざ既工事計画書には
'レ

ジュ●サ (6× 4)及び分岐点～レジューサ (4× 2)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (4× 2)および分岐A～格納容器循乗空調装置」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (4× 2)～ レジユーサ (o× 4)及ぴ合流点」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジュ▼サ (6× 4)走VS-39Bか らの合流点 (VSi39A)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジュ‐サ (10× 6)～ レジューサ (12X10)」 と記載            _
記裁の適正化を行う。既工事計画書には「レジュエサ (12X10)守 レジューサ (12× 8)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書にイュ「レジユエサ (12X8)～ レジューサ (12× 8)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (12× 8)～ 1次系機器冷却水戻母管合流点Jと 記載

記載の適正化を行う?既工事計画書には「れてんポンプ室空調装置冷却ライン分岐点～充てん/高圧注入ポンプ分岐点Jと記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「充てん/高圧注入ポンプ八日分岐点～レジ子~サ (2Xl 1/2)お よび (21/2× 2)」

J"浬
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)帝

(注65)

(注66)

(注67)

(注68)

(注69)

(注 70)

(注71)

(注72)

(注 73)

(注 74)

(注 75)

(注76)

(注77)

(注 78)

(注 79)

(注80)

(注81)

(注82)

(注83)

と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (2× 11/2)｀充てん/高圧注入ポンプ～レジユーサ (2Xl 1/2)」 と記

載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジェ●サ (21/2X2)充 てん/高圧注入ポンプ～レジューサ (21/2× 2)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジユ■サ (2又 11/2)お よびレジュニサ (21/2X2)～充てん/高圧注入ポンプ出

日合流点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「充てん/高圧注入ポンプ出日合流点～充てんポンプ室空調装置冷却戻ライン合流点」

と記載   ャ

記載の適正化を行う。既工事計画書には「海水ポンプから中間建屋入日まで」と記載

記載?適正化を行う。既工事計画書には「SSれ」と記載

記載の適I化を行う。既I事計画書には「中間建屋入口～海水母管分岐点及びレジューサ (30× 24)」 と記載

記載の適正化を行うと既工事計画書には「海水母管分岐点及びレジ■―サ (30X?4)～ 1次系冷却水クーラ」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系冷却水クーラ～戻母管」と記載

評載の適正化を行うど既工事計画書には「中間建屋出日までの戻母管 (埋設都除く)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「戻母管分岐点～ラプチャディスク」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「海水母管分岐点～連絡管レジ■‐サ (10× 8)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「連絡管分岐点～ディーゼル発電機」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「ディエゼル発電機～レジュ■サ (12X8)及び谷流点Jと 記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジュ永サ (12X8)～ 海水戻母管」と記載

STPT38同等材 (STPT370)への取替えを行 う。

STPG42同等 材 (STPG410)への取 替 え を行 う。

記載の適正化を行 うと既と事計画書19ま 「STPG42」 と記載

本設備は記載の適正化のみを行 うものであり、手続き対象外である。

ミ

」〉週
営郵
.卜〕4
‐常大
ω O
沌＼
・卜 0
口
V
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関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

使用前検査成績書

要領書番 号 :原規規収第 161007猛号 9錐

成績書管理番号 :卜04-4,

舎紳4″ 年4月ぃ
原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名 関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

2検査申請    検査申請二覧表のとおり

成績書管理番号 :1-04-4

ハ

3検査期日

4検査場所    使用前検査記録のとおり

5検査実施者   検査結果―覧表のとお り

6検査結果    検査結果―覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録

白冷玲4年十月16_日

至獲鴻修士午4月 14_日

1



関原発第 321号

関原発第 435号

関原発第 47号

関原発第 203号

関原発第 260号

関原発第416号

関原発第 505号

関原発第 513号

関原発第 フ 4号

関原発第 69号
関原発第 116号

関原発第 205号

関原発第 511号

関原発第 543号

関原発第 618号

関原発第 23号

関原発第 23号

関原発第 293号

関原発第 562号

関原発第 585号

(平成 28年 1

(平成 30年

(平成 30年

(平成 30年

(平成 30年

(平成 30年 1

(平成 31年

(平成 31年

(平成 31年

(2019年

(2019年

(2019年 1

(2020年

(2020年

(2020年

(2020年

(2021年

(2021年

(2022年

(2022年

0月  7日 )

3月 20日 )

4月 20日 )

7月  4日 )

8月 20日 )

2月  5日 )

2'月  1日 )

2月  6日 )

4月  4日 )

5月 16日 )

6月 24日 )

3月 23日 )

1月 31日 )

2月 26日 )

3月 24日 )

4月  7日 )

4月 30日 )

8月  2日 )

2月 28日 )

3月 15日 )

検査申請書番号

(申請年月日)

:成
績書管理番号 :卜04-4

,‐ ^ヽ

検査申請一覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認し表中に追記する。

2



検査結果一覧表

成績書管理番号 :卜04-4

ら

特記事項

牧 レ

検査立会責任者

ポイタ_、 夕″ι'ツ主任技術煮

原子力検査官

%と 各写

考 〆く乏膨∫

検査結果

及ヽ

検査年月日

今年
月/S日

r字

令和

子



添付資料 1

関西電方株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

共通事項
成績書管理番号 il-04-4

検査年月日 :令和
今

年
牛

検 査 場 所 :関西電力株式会社魯ど蟻哲鼻
検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認

検 査 をす る工事 の工

程、期日及び場所が申

請書 どお りで ある こ

と。

記録確認

工事計画の認可番号の

記載 が適切で ある こ

と。

記録確認 良

千



添付資料 3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

(二号検査)

成績書管理番号

検査年月日:釘由4年 4月
検 査 場 所 :関西電力株式会社高

検査前確認事項

確認方法 結果 備考確認事項

記録確認申請者の品質記録が準備されていること。

図面等確認必要な図面等が準備されていること。

記録確認

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精療を有してい

ること。         ｀

立会/

続
g系統構成が完了していること。
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添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

(一号検査)

成績書管理番号 :卜 04-4

壌竜0す景:畠書遂与暴式雲≧魯ど壕哲昂
検査結果

検 査 対 象

原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷却設備

主配管

別添 1参照の太線枠内の範囲

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

材料検査

寸法検査

外観検査

組立て及び据付け状態を確認する検査

耐圧検査
´

漏えい検査

設備及び機器が工事計画に

従い製作され、据付けされ、

所定の性能を有しており、技

術基準に適合するものであ

ること。

碓
瑞

備考 ・

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行った試験 。検査の品質記録 (× )による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :T2■ -0215

6



設 備 概 要
I事計画本文 (原規規発第1606105号 (平成28年6月 10日 認可))

原子炉冷却系統施設

加圧水型発電用原子炉施設に係るものにあっては、次の事項

9 原子炉補機冷却設備に係る次の事項

(8)主配管の名称、最高使用圧力、最高使用温度、外径、厚さ及び材料

常設

ヽ

巡
瀬

工

（
ユ
＼

∞
０
）
静
醤

（
織

〔
油

４
ω
ａ
一
（
コ

(注 5,

SS41

9.5

(注 3,3,

9.5

変更なし

SM400B

さ

(mm)

406,4

(注3,S,

406.4

変更なし

9.5406.4 SM400B

(注 3)

子(℃ )

高使用

度

95
変更な し

(注 4)

0,98

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

1最高使用

―圧   力

|(MPa)

称名料

(皿 ll)

厚   さ温  度

(℃ )

!外

|

径

(Hull)

最高使用
|

最高使用

圧  カ

(MPa)

SS41

SS419.50,98 4

(注 3)

406.95

95

(注 3)

9.5

(注 3)

406.4

(注 2)

0,98

(注 1)

1次系冷却水

クー ラ

A、  B、  C

供給母管

1次系

冷却水クエラ

A、 B、 C

分岐点

変 更 前 変 更 後

称名

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

口 :検査対象範囲



D、ヽリ

Ю

変 更

材  料

(注5,0

SS41

(注 5〕

SS41 ・

厚   さ

(mm)

〈注8,5,6〕

9.5

(注3,5)

9.5

/

9.5

/
9.5

外  径

(色u■ )

(と0,8,6)

406.4

(43,5)

406i4

/
406. 4

/

406. 4

名 称

原
子
炉
補
機
冷
去F

設
備

変更なし 1.2 95

変 更 前

厚  さ!材  料

(動

最高使用|

圧  力|

(とこPa)

最高使用|

醒  劇外  径

(℃ ) (臨 )

名 称

(注 1)

1次系冷却水

クエラ

A、 B(C

供給母管

1次系

冷却水クーラ

A、  B、 C

分岐点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

道
部

ユ

（
博
＼

∞
ω
）
↓
醤

（
構

ヽ
油
ユ
ω

日
一
〔
ロ

:検査対象範囲



つ

…◇

変 更 後

材  料

SM400B

厚   さ

(llul)

(注 3)

9.5

/

9.5

/
812

最高使用

圧  力

(MPa)

最高使用|

温  度|

(℃)|

外  径

(mm)

(注 3)

406.4

/
406.4

/
216.3

(注 4)

1.2 95

名

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料厚   さ

(lllm)

最高使用

圧  力

イ(MPa)

名 称

(注 1)

1次系冷却水

クー ラ

A、  B、  C

供給母管

ユ次系

冷却水クーラ

A、  B、  C

分岐点

原
子
炉
補
機
冷
去F

設
備

選
報

ユ

〈
ω
＼
Ｏ
ω
）
↓
営

ヽ
常

【
ｈ

ユ
ω
Ｔ
工
ヽ
Ⅲ



、
プ

） D

一
〇

変 更 後

材  料

I 
変更な し

(注研

SS41

変更なし

厚   さ

(mIIl)

(注 315)

9,5

/´

/
9.5

外  径

(lllm)

(注3,5)

508.0

/

/
406.4

最高使用

温  度

(℃ )

(注 4)

95

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注 4)

0,98

変更なし

(滋4)

と,2

名 称

|

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

SS41

SS41

厚   さ

(盟m)

(注 3)

9.5

(注 3)

9.5

外  径

m

(注 3)

508.0

(注 3)

508.0

最高使用

温  度

(℃ )

95

95

最高使用

圧  力

(MPa)

(注2)

0,98

(注D

O.98

名 称

(注7)

供給苺管

1次系

冷却水クとヲA

分岐点

供給母管
.

1次系

冷却水クーラC

分岐点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

選
淋

“

（
ヽ
＼

働
ω
）
↓
む
（
常
ヽ
れ

‘
ω
ユ
エ
■
ロ

口 :襟査対象範囲



D一け

変 更 後

材   料

(注】

SS41.

厚   さ

(llu11)

(注 3,5)

9.5

/
9.5

/
9,5

外  ′径

(盟m)

(注3,3)

｀
508.0

/

508.0

/
406。 4

最高使用
―

温  度

(℃ )

(滋4)

95

最高使用

匠  カ

(と霊
)a)

(注4)

1.2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料外 ‐ 径

|

厚 さ

(醜) (1選■)

最高使用

温  度

(℃ )

蔵 置B使用

圧  カ

(MPa)

名 称

(注 T)

・供給母管

i.1次系

冷却水ケーラA

分岐点

供給母管

1次系

冷却水クーラC

分岐点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備
´

遭
部

工

（
倒
＼
ｂ

Ｏ
）
↓
ど
ヽ
常

ヽ
Ｍ

工
ω

Ｅ
お
〔
ロ

口 :検査対象範囲



|⊃―ヽ
ノ

一
ド

(注 5,d

SS41

SS41

(注α

SS41

(注】

材   料

(画 )

厚   さ

(注 3,5,G〕

9,5

感 3,5)

9,5

/
9.5

(注3,5〕

9.5

/
9.5

/

(lュm)

外  径

(注 3,5,6)

508.0

(注 316)

508.0

/
355,6

(注 815)

508.0

/
508.0

/

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

(注 4)

95

1.2

変更なし

(滋 4〉

最高使用

屋  力

(MPa)

(注4)

21

変更なし

称名

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

材  料

SS41

(B雪■)

厚   さ

(注 3)

9.5

(Bl阻)

外  径

(注 3)

508.0

最高使用

圧  カ

(MPa)

高使用

( 度

(℃ )

95

供給母管

1次系

冷却水クエラC

分岐点

1次系機器冷却水

母管分岐点

充てん/高圧
.

注入ポンプ行き

上流

レジューサ

(20X14)

(注 8)

変 :更 前

称名

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備 湮

報

工

（
０
＼

Ｄ
ω
）
↓
譜
（
常

（
れ

ユ
ω

・
工
ヽ
ロ

ロ :検査対象範囲



D〔ジ

一∞

変 更 後

材  料

変更なし

(注5,0

STPT42

厚 ´
さ

(llIBl)

(注3,5,6)

9.5

(注4) (速3,5,6)

355.695

最高使用

歴  カ

(MPa)

基更なし

(注 4)

■ 2

(淳4)

1.2

名 称

変更なし Ⅲ

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更
‐
前

材  料

I STPG42

厚   さ

(臨 )

(注 3)

9.5

外   径

(重超)

(注8)

355。 6

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

歴  カ

(MPa)

(注 2)

0.98

名 称

(注 9)

1次系機器冷却水

母管分岐点

充てル/高圧

注入ポンプ行き

上流

レジュ■サ

(20X14)

二次系機器冷却水

母管分岐点

充てん/高圧

注入ポンプ行き

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

選
部

ユ

（
可
＼

ω
ω
）
↓
曽
ふ
れ

ヽ
Ｍ

ユ
ω
れ
、
、
ロ

口 :検査対象範囲



D
‐
，

，

ツ

一↓

変 更 後

材  料

変更なし

くと8,6)

SS41

(注 5)

SS41

厚    さ

(mm)

(注3,5,6)

406.4

(注3,5,

9.5

(減3,5)

406.4

/

(注3,

9.5

/
95

/
323.9

/
9.5

最高使用

圧  カ

0題Pa)

変更なし

く注4)

1.2

(注 4)

1.2

名

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

財  料

(注 2) (注 3)

9.50。 98 95 406.4 SS41
1次系

冷却水クーラB
原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

ロライン

と次系機器冷却水

母管介岐点

格納容器循環

冷暖房ユニット

行き

軍   さ

(囲)

外  径

(耐

最高使用

温  度

(℃ )

名 称

習
瀬
ユ

（
∞
＼
∞
ω
）
↓
磐
ヽ
韓
ヽ
油
ユ
い
。
ど
〔
田

:検査対象範囲



⊃「
コ

く

変 更 “後

材  料

変更なし

(注 5,6)

SS41

〈注51

SS41

(注 3.5,

406.4‖
Q主3,S,6)

9.5

(注 3,

406.4

/

(注3,5)

9。 5

/

/
323.9

/
9.5

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

く注4)

.161

(注4)

161

最高使用

圧  カ

(MPa)

慰更なし

(注 4〕

0,98

名 称

変更なし

．原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

材  料

SS41

厚   さ

(風m)

(注 3)

9.5

外  径

(mm)

(注3)

406.4

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

匡  カ

(MPa)

(遊 2)

0`98

名 称

(注 12)

1次系機器冷却水

母管合流点

格納容器循環

冷暖房ユニント

戻 り

Cベ ジダ戻り

合流点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

一釦

湮
部

工

（
ｏ
＼
∞
０
）
↓
曽
〔
韓

■
Ｍ
工
ω
Ｂ
ユ
ヽ
コ

口 :検査対象範田



D魯
Ｊ

C｀

変 更 後

材  料

変更な し

原
子 !

炉
籍

却
設
鱚 変更なし

変更なし

(注3,5,

508.0

(注 3.5,

9.5

(注 5.

SS410,98

外  径躊

|(れ m)

さ

(騒 l11)

名 称

高使用

度

(℃ )(IPa)

変 更 前

材  料

SS41

SS41

厚  さ.

(幽)

(注 3)

9.5

くと3)

9.5

外  径

(塵阻ね阻)

(注 3)

508,0

(注 3)

508.0

最高使用

温 :度

(℃ )

95

95

最高使用

臣  力

(MPa)

(滋 2)

0。
,98

(注 2)

0,98

名 称

(注 14)

内部スプレ

クーラA、 B下流

―レジューサ

(2o X 14)

1次系冷却水

タンク

連絡配管接続点

(注 14)

1次系冷却水

タンク

連絡配管接続点

1次系

―
冷却水ポ ンプ

A、 D

入ロライ ン合流点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

選
導

一

（
工
０
＼
働
ω
）
↓
曽
ヽ
れ
ヽ
滋

ユ
ω
日
‘
〔
璽口 :検査対象範囲



D一
ジ

一瀾

選
部
お
（
エ
ユ
＼
Ｏ
ω
゛
↓
習
卜
常
ヽ
渤
ユ
ω
ａ
と
ヽ
ｍ

変 更 後

材  料

変更なし

(注 5,

SS41

(注倒

SS41

厚   さ

(IIばll)

(注 3,5)

915

/
9.5

/
9.5

(注 3,5)

9.5

/
9.5:

/
9.5

外  径

(mm)

″
(渡 3:め

508.0

/
508.0

/
508.0

(注3,5)

508,0

/
508.0

/
406.4

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

て注4)

161

(滋4)

161

最高使用

圧  カ

(MPa)

館更なし

(注 4)

0.98

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

SS41

最高使用

l量
ヤ 度

(℃ )

外  径 厚   さ

(阻) (饉)

引
50810 1

(注3)

9.595

最高使用

匠  力

(誕Pa)

(注 2)

0。 98

名 称

(注 15)|

1次系

冷去田水ポンプA―

八ロライン合流点

1次系 ・

冷却水ポンプDI

入ロライン合流点

原
子
炉
補

~

機
冷
却
設
備

口 :検査対象範囲



D‐ツ

一
゛

変 更 後

材  料

変更なし

(注 5,6)

SS41

(注 5)

SS41

厚   さ

(in■ l)

(注3,5,6)

9.5

(注 3.5)

9.5

/

/
9.5

外  径

(航)

(逹 3,5,6〕

406.4

く滋315)

508.0

/

/
406.4

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

(連4)

161

(注4)

161

最高使用

圧  カ

(MPa)

疑更なし

(注 4)

0。 98

名 称

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変更なし

変 更 前

材 .料

SS41

SS41

厚   さ

(田 ll)

(注 3)

9.5

(注 al

9。 5

外  径

(阻m)

(注 3)

t406.4

(注 3)

508.0

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

圧  カ

(MPa)

く注2)

0.98

名 称

(どと16)

■次系

冷却水ポンプ

A、 い、C、 D

入ロライン合流点

、1次系

冷却水ポ ンプ

A、  B、  C、 D

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

辺
部

工

（
ェ
”
＼

∞
ω
）
↓
曽

ヽ
市
ヽ
前

ユ
ω
ａ
一
ヽ
ロ

r~

口 :検査対象範囲



ｉ
ノ つ

6

変 更 後

材  料

変更なし

(注 5,C

SS41

(注 6)

SS41

厚  さ

(lull)

(注 d,5,6)

9.5

(注 3,5)

9.5

/
9.5

外 径

(Ilttli)

Q主 3,3,6)

406.4

(注3.5)

406.4

/
323.9

最高使用

圧  カ

(MPa)

最高使用

度

(℃ )

籍更な

0,98 161

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材 料

SS41

厚   さ

(配ュ)

(注 B〉

9.5

外  径

(mm)

(注3)

406,4

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注2)

0。 98

名 称

(注 17)

1次系

冷却水ポンプ

A、 B、 C、 D

・
1次系

冷却水ポンプ

A、  B、  C、 D

出白ライ ン分岐点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

運
導
“
六
ュ
ω
＼
∞
ω
）
↓
曽
ヽ
韓
ヽ
れ
ユ
ω
Ｂ
一
ヽ
ロ口 :検査対象範囲



つ

レ
０

変 ・更 後

材  料

変更な し

(注 5〕

SS41

厚 さ

(mと )

(注 3,5)

9.5

/
9.5

/
9.5

外  径

(剛租)

(逮3,5)

508.0

/
508.0

/
406.4

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

(注4)

161

(注4)

161

最高使用

屋  カ

(MPa)

盛更なし

(注 4〕

0198

名    称

原
子
炉

綴
冷
却
設
備

変更なし

変 更 前

材  料

SS41

外  径
|
厚 さ

(ェm) (mm)

、 く注3)

508.0

(注3)

9.5

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

匡  力

(MPa)

(注 2)

0,9&

名 称

(注 18)

、 1次系

冷却水ポンプA

出ロライン分岐点

1次系

冷却水ポインプD

出ロライン分岐点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

望
導

ュ

（
工
ヽ
＼

∞
ω
）
↓
譜

（
常
〔
油

ユ
い
。
一
ヽ
コ口 :検査対象範囲



)ｉ
ノ

や

変 更 後

材  料

変更なし

(注5,6)

SS41

(注 5)

SS41

厚   さ

(mm)

(注 3∫ 5,6〕

9。 5

(注3,5)

9.6

/
9:5

/
9i5

外  径

(:l選4)

〈注3,5,6)

508.0

(注3,5)

508.0

/
50810

/
406.4

最高使用

温  度

(℃ )

変更な し

(注4)

161

(注4)

161

最高使用

圧  力

(MPa)‐

磐更なし

(注4)

0.98

名 称

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変更なし

変 更 前

材  料́

SS41

軍   さ

(mm)

(注 3)

9.5

外  径

(臨饉)

(注3)

5Q8.0

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

匠  力

(MPa)

(注2)

0.98

名 称

(注 19)

1次系  .
冷却水ポンプ ・

A、 D

出ロライン分岐点

1次系

冷却水クーラ

4t C｀

入自ライン合流点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

選
諄

ユ

〈
ユ
樹
＼

“
ω
）
↓
曽

〔
常
ヽ
前

ユ
ω

！
一
ヽ
ロ口 :検査対象範囲



′ヽジ

:D

レ

ν

変 更 後

材  料

変更なし

(注5,6)

SS41

(注〕

SS41

(連 5〕

SS41

厚   さ

(mm)

(注 3,5,6)

9.5

(注3.5)

9.5

/
9.5

・(注3,S)

9.5

/
9,5_

/
915

外   径

(llll■ )

(注主5,6)

508.0

(注 3,5)

508,0

/
406,4

(注3,5)

508.0

/
508.0

/
508.0

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

く道4)

161

(注4)

161

最高使用

圧  カ

(MPa)

変更なし

(注4)

0,98

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材
‐

料

SS41

厚   さ

(:lm)

|(注 3)

9.5

外  径

(II皿)

(注 3)

508.0

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

匡  カ

(MPa)

(注 2)

0。 98

名   称

(注20)

と次系

冷却水クーラ

A、 C

ロライン合流

と次系

冷却水クーラ

B上流

レジューサ

(20× 16)

原
子
炉
補
機
冷
去「
設
備

澄
梯

ユ

（
一
ｏ
＼

∞
ω
）
゛
曽

ヽ
市
■
Ｈ

工
ω

・
ユ
〔
田口 :検査対象範囲



―D一
ジ

予
釣

変 更 後

材  料

変更なし

く注5,C

SS41

厚    さ

(lIHl)

(注3,6,6)

9.5

外  径

(1避ll)

(連 3,5,6)

406.4

最

圧 度

(MPa) (℃ )

変更なし

更な し

(注4)

161

(注4)

0198

(注4)

161

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

SS41

厚   さ

(l題 )

(注3)

9.5

外  径

(mm)

(注 3〕

406.4

最高使用

温  度

(℃ )

95

段高使用

睡  カ

(MPa)

(注 2)

0.98

名 称

1次系

冷却水ク募ラ

A、 C

ロライン合流点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

及び

1次系

冷去F水 クーラ

B上流

レジューサ

(20X16)

1次系

冷却水クーラ

A、 C及び B

選
酪
４
（
お
ミ
＼
ф
ω
）
↓
営
■
韓
（
Ｍ
」
０
■
ュ
、
コ口 :検査対象範囲



―
r D

変 更 後

材  料

変更なし

(注 5.6〕

STPT42

変更なし

(注 5,6〕

STPT42

外  径|1厚   さ

(Illl■ ) (m五 )

(注 3,5,

114.3

(注 3,3,6)

6.0

(と 3,品 6)

114.8

(注 3,5,6〕

6ぅ 0

最高使用

温  度

(℃ )

(注 4〕

95

(滋4)

95

最高使用

圧  力

(MPa)

(注 4)

0。 98

(注4)

0.84

名 称

変更なし

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

財  料

STPG42

STPG42

厚   さ

(鞭)

(注 3)

6,0

(注 3)

6.0

外  径

(盪醸)

(注 31

114。 3

(注 3)

114.3

最高使用

温  度

(℃)

95

95

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注 2)

0,98

(注 2)

0.34

名 称

(注27)

1次系冷却水

タンク

連絡配管接続点

弁 (2V-5105A、  B)

(注 28)

弁  (2V…5105A、  B)

1次系冷却水

タモンク

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

膨
牟

遭
部
ユ

（
“
∞
＼
い
０
）
↓
む
ヽ
常
〔
湧
４
ω
・
ユ
ヽ
ロ口 F検査対象範囲



ゝ

変 更 後

材  料

変更なし

(注 5,6)

STPT42

(注 5,6)

STPT38

変更なし

外   径 厚   さ

(Hlln) (lⅢn)

(注3,5,

273.1
引

|

(注 3,S,6)

9.3

(注 3,5,6)

267.4

(注3,5,6)

9.8

最高使用

温  度

(℃ )

変更な し

(注 4)

95

最高使用

圧  力

(MPa)

変更なし

(注 4)

1.2

(注4)

1.2

材   料 名 称

変更な し

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

STPG42

(注 43)

STPT38

(注 80)

STPT370

(注 4制

STPT38

(注 80)

STPT370

厚   さ

(mm)

(注 3)

9.‐ 3

(注 3,43)

9.3

(浅 3,80)

9,3

(浅 3,43)

9.3

(,と 3,80)

9,3

外  径

(■lm)

〈注3)

273.1

(注3,13)

267.4

(注 3,80)

267.4

(注3,43)

267.4

(注3,30)

267.4

最高使用

温  度

(℃ )

95

95

最高使用

E  カ

(MPa)

(注2)

0,98

(注 2)

0.98

名 称

(注 29)

1次系機器冷却水

母管分岐点

B使用済

燃料ピット

クーラ行き

B使用済

燃料ピットクーラ

供給配管分岐点

(注 29)

B使用済

燃料 ピン トク~ラ

供給配管分岐点

B使用済

燃料 ピッ トクーラ

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

遭
部

ユ

（
ユ
０
＼
∞
ω
）
↓
営

ヽ
れ
ヽ
滋

ユ
０
と
ユ
■
担ロ :検査対象範囲



Dジヽ

Ｗ
０

変 更、後

材  料

変更なし

(注 S,6〕

STPT42

(注 5)

STPT42

厚   さ

(mm)

(注 ,,5,6)

5,5

(注3,5)

5.5

/

5,5

/

外
‐

径

(題阻)

(注 3,5,6)

88.9

(注 3,5)

88,9

/

88,9

/

最高使用

温  度

(℃ )

(注4)

95

最高使用

匠  カ

(lcPム )

鞭 なし

(淳 4〕

1.2

(注 4)

1.2

名 称

原
子
炉
構
機
冷
却
設
備

変更な し

変 更 日H

材  料

1次系機器冷却水

母管分岐点

B余熱除去ポンプ

他行き

(注 2〕

0.98 95 88.9 5r5 STPG42

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

熱除去ポンプ

及 び

内部スプレ

ポンプ室

空調装置

冷却ライン

入百配管分袋点

厚   さ

(臨)

外  径

(mm)

最高使用

風  度

(℃)

名 称

高使用

カ

(MPa)

望
綽

ユ

（
尚
０
＼
∞
ω
）
↓
磐

ヽ
常
ヽ
渤

“
ω
・
ユ
（
コロ :検査対象範囲



〕
く

D【
ジ

選
諄

工

（
Ｎ
ユ
＼

Ｏ
ω
）
↓
営

（
徹
〔
瀬

ユ
ω
・
ユ
ヽ
ロ

変 更 後

材  料

変更なし

(注5,6)

STPT42

(注 5)

STPT42

厚 さ

(lml)

(注 9,5,C

6.0

(渡 3,3)

6.0

/
6.‐ 0

/

最高使用

温

(℃ )

度外  径

(mm)

(注3,S,

114.3

(注4)

95

(注 3,5)

114,3

/
114.3

/

最高使用

圧  カ

(MPa)

嬢更なし

(注 4)

1.2

(注 4)

1.2

名 称

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変更なし

変 更 前

材  料

STPG42

外  径

F.ェ)さ(mm)

(注 3メ

114。 3

(逮 3)

6.0,

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

圧  カ
′
(MPa)

(注 2)

0。 98

名 称

(注39)

｀
1次系機器冷却水

母管分岐点

充てん/高圧

注入ポンプ

行き

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

充てん/高圧

注入ポンプ室

B空調装置

冷却ライン

分岐点

口 :榛査対象範囲



⊃

や
゛

変 更 後

材  料

変更な し

(注 5,6〕

ASTM

A105

Gr Ⅱ

(S25C

相拳)

厚   さ

(Ilm)

(滋3,5,6) (注 5,6)

(差し込み (最小)

95
61.1 6.0

(注 &)

.(6.0)

最高使用

歴  カ

(越Pa)‐

婚更なし

(注4)

1.2

(滋 4〕

1,2

名 称

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変更なし

変 更 前

材  料

STPG42

厚   さ

(饉)

(注 3)

3.9

外 径

(観阻)

(注 3)

60。 3

最 高使用

度

(℃ )

匡  カ

(MPa)

(注 2)

0.98 95

名 称

除去ポンプ

及び

Ctつ内部スプレ

ポンプ

冷却ライン

レジューサ (3X2)
原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

B余熱除去ポンプ

冷却ライン

レジユーサ

イ(2Xl 1/2)

及び

C、 D内部スプレ

ポンプ

冷却ライン

レジューサ

(2xl■ /2)

選
部

ユ

（
膊
山
＼

い
い
）
↓
曽

ヽ
常
ヽ
商

ユ
Ｏ
Ｂ．
工
ヽ
ロロ :検査対象範囲



D・ジ

持
ｎ

選
導
工

（
博
ω
＼
∞
ω
）
↓
曽
〔
韓
ヽ
渤
ユ
ω
Ｂ
工
ヽ
ロ

変 更 後

厚  さ 料

(141m)

(注 3,5) 〈注〔

4.8

/
(最小)

6.0-

(注 R

I(5。 5

/
6.0)

88。 9

/

(注 5〕

ASTM

A105

Gr Ⅱ

(S25C

相 当 )

1.2 95
(差

61.1

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

外  径 料

(騒盈)

高使用

度

(℃ )

名 称

(遠41)

去ポンプ

及び

C、 D内部スプレ

ポンプ

冷去Fラ イン

レジエーサ (3× 2)
原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

ポンプ

冷却ライン

レジューサ

(2)く 1 1/2)

.及び

C、 D内部スプレ

ポンプ

冷却ライン

レジユーサ

(2Xl 1/2)

口 i載査対象範囲



〕ノ

皓
０

変 更 後

材  料

(注 a

ASTM

A105

Gr H

(S25C,

相当)

高 高使用

名 称 さ

(MPa) (℃ ) (B盟重) (IILll)

(と 3,こ ) (注 5)

(最小 )

610

/し込み

61.1

/
/
(最小)

6.0

(注 3)

(6.0

//.

変更なし 1,2 95

/
(差し勘

61.1

/.

6.0)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

更 単副

材  料

最高使用

還1 度

(℃ )

外  径 厚   さ

(凰盪) (霊量)

厚〔
‐
高使痛

匠  カ

(MPと )

名 称

(注 41)

B余熱除去ポンプ

及び

C、 D内部スプ レ

ポンプ

冷却 ライン

レジューサ (3× 2)

B余熱除去ポンプ

冷却ライン

レジューサ

(2Xl 1/2)′

及び

C、 D内部スプレ

ポンプ

冷却ライン

レジューサ

(2〉(1 1/2)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

澄
部

ユ

（
博
ヽ
＼

働
い
）
◆
誉

ヽ
常
ヽ
瀬

ユ
ω

，
ュ
（
コ口 :襟査対象範囲



Dυ

皓

一

遵
導

ユ

（
Ｎ
衝
＼

働
ω
）
↓
営

（
織
ヽ
油

工
Ｏ
ａ
一
ヽ
コ

材  料

(注5,6)

ASTM

A105 1

Gr Ⅱ

(S25C

相当)十

(注 E

AST超

A105

Cr I

(S25C

相 当 )

最高使用

温  度

(℃ ) (mm)(風m)

厚  さ外  径

変更なし

(最小)

(515)

5。 5

(注8おJ (注 5,

4.

(Iと 3】

(差

(注 4)

95

48.7

(最小)

4.0

/
(最小)

4.0

(4.0

/

(穴径 )

15,4

/
(穴径)

15.4

な し

1.2

(霞■)(Fェ)

材  料厚   さ外  径―

1
(注4】

STPG42

(喜と3,

2.8剌
STPG4248到,.剌

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用
|

屈:  カ

(MP∋

(注 2)

0.98

冷却ラ王ン

レジューサ

(2)(1 1/2)

ポンプ

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

ポンプ

変 更 前

名    ・
称

□ !検査対象範襲



つ
一
ジ

ら
ヤ

変 更 後

最高使用

圧  カ

徴 a)

外  径 厚  さ 料

(弱n) (mm)

(注 8,

(最小)

5,5

′′′
′f

(最小)

5.5

(注 4) 〈逮4'

95

(穴径)

‐
(注 5)

ASTM

A105

Gr I

(S25C

相 当)

1.2
40.5 1

/
(穴径)

40.5 ィ(5.5 -

/
1 5,5)二二_二」

名 称

変更なし

原
子
炉
構
機
冷
却
設
備

変 更 前

高使用

渡

(℃ )

外 注|
|
厚   さ材 料

(mm) (霞母)

名 称

(注42)

B余熱除善ポンプ

冷却ライン

レジユーサ

(PXl 1/2)

B余熱除去ポンプ

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

巡
淋

工

（
飩
０
＼

Ｐ
ω
）
↓
譜

〔
常
本
Ｍ

」
い

と
」
ヽ
田「検査対象範囲



つ■
ジ

∝
一

(最小 )

5.5

/

/
(最小)

5.5

(5。 5

/

/
5.5)

48.7

―

//

48,7

/

(差

(差

変更なし

原
子
炉
構
機
冷
紳
設
備

更 後

さ

(皿4)

径

(阻m)(℃ )

使用

彼 と〉

称名材  料

最高使用

温  度

(℃ ) (融 )

厚   さ外  径

耐
ｉ

最高使用

匠  カ

(MPa)

冷却ライン

レジューサ

(2Xl 1/2)

B余熱除去ポンプ
|

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

(温42)

去ポンプ

変 更 前

称名

湮
部
ユ

（
ｗ
Ｎ
＼
ω
ω
）
↓
営
ヽ
常
ヽ
前
工
ω
Ｂ
」
ヽ
コロ 子機査対象範協



D小‐ツ

変 更 後

材  料

変更なし

STPT370

(注 6)

STPT370

(注 5,6)

ASTM

A105

Gr Ⅱ

(S25C

相 当 )

厚   さ

(田m)

(注 31

3.7

(注 3.6)

3.7

(注5.6)

(最小)

5.5

(注3)

(5.5)

外   径

(B輩4)

(滋 3)

48。 3

(注 3,6)

48.3

(注 3,5,6)

(差し込み

部の禰

48.7

最高使用

温  度

|(℃ )

変更なし

95

名 称

高使用

カ

(占IPa)

な し

1.2

原
子
炉
補

変更なし

(注 4)

と̀2

変 更 単副

材  料

(注41

STPG42

STPG42

厚  さ

(題a)

(注ユi43)

2.8

(連3)

3.7:

外  径

(阻 )

(選8,43)

21,3

(注 8)

48.3

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

圧  力

(MPa)

(注 2)

0。 98

名 称

(注 19)

B余熱除去ボンプ

B余熟除去ポンプ

。出日配管分岐点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

ｔ
季

巡
部

工

（
博
∞
＼

Ｏ
ω
）
↓
赴
、
常
ヽ
議

“
Ｏ
Ｅ
ユ
（
コ口 ,検査対象範囲



D■
ジ

Ｑ
「

さ

(lШl)

(最小)

4.0

/
(最小)

4.0

(4:0

/

4.0)

8。 7

/

/
3.7

48.3

/

/
48.3

(穴径 )

15.4

/

(穴径 )

1&4

(連8,5)

)

高使用高使用

カ

(MPa)

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

材  料

(幽 )

厚   さ

(m)

外  径

予高使用

温  '度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)

B余熱除去ポンプ

B余熱除去ポンプ

出日配管分岐点

(む,49)

変 更 前

称名

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

滋
導

ユ

（
”
Ｑ
＼

働
ω
）
↓
曽
ヽ
常
ヽ
滋

ユ
０
・
ユ
ヽ
嗣口 :検套対象範囲



つ
一
ジ

』
ぃ

変 更 後

材   料

STPT870

厚 さ

(■ ull)

(注 3〕

3,7

/

/
3.7

外   径

(価)

(注働

48.3

/

/
48.6、

最高使用

温  度

(℃ )

(連 4)

95

最高使用

圧  力

(MPa)

(注 4)

1.2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

最高使用

温  二
度

(℃ )

最高使用

圧
´

力

(MPa)

名 称

(注49)

B余熱除去ポンプ

B余熱除去ポンプ

出日配管分岐点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

選
部

工

（
ω
Ｏ
＼

い
０
）
◆
曽

ヽ
常
ヽ
前

ユ
ω
Ｂ
ユ
ヽ
ロ



Dジヽ

色
坦

選
導

工

（
ω
ユ
＼
い
０
）
↓
曽

（
韓
ヽ
逝

ユ
ω
」
工
（
Π

(最小)

5!5

/

/
(最小)

5.5

/
5.5)

(5.5

/

48.7

/

48,7

し

/

(差

最高使用

圧 ′ カ

(MPa)

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

称名材  料

最高使用

圧  カ

(MPa) (囲)

径

(題m)

厚  さ

B余熱除去ポンプ

B余熱除去ポンプ

出百配管分岐点

(注40)

変 更 前

称名

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

口 :検査対象傷田



D上Ｊ

』
ω

変 後

外  径 料

(l甑 )

変更なし

(注 3,S,

323.9

(注3,S,

9.5

(注 S,I

STPT42

く注3,

318.5

/

318.5

/

(注3,

10.3

/
`10.3

/

STPT38

最高使用

温  度

(℃ )

(注 4〉

95

(滋4)

138

最高使用

屋  カ

(瀬Pa)

慮更なし

(注4)

と.2

(注 4〉

1.2

(注 4)

1 2

名 称

原
子

変更なし

炉
構
機
冷
却
談
備

変更なし

変 更 前

材  料

STPG42

STPG42

厚  さ

(饉)

(注 3)

9.5

(注 3)

9.5

外 く径

(題m)

(注31

323.9

(注 3)

｀323.9

最高使用

温  度

(℃ )

95

95

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注 2)

0.98

(注2)

0.98

名 称

(注52)

1次系機器冷才F水
.

母管分岐点

格納容器循環

冷暖房ユエント

行き

弁 (2MOV-5160A)

(著と52)

弁 (2MOVT5160A)

格納容器貫通都

PEN祥256

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

遵
榔

ユ

（
い
、

飩
＼
∞
ω
）
↓
曽

ヽ
構
〔
れ

」
い
ロ
ュ
ヽ
コ:検査対象範囲



D

変 更 後

材  料

変更なし

く淳5,S,

STPT42

(注 51

STPT42

(注5)

STPT42

厚   き

(alIII)

(注8,5,6)

9.5

(注 3,5)

9.5

/
9.3

(注 よ,5)

9,5

/
9.5

/

外  径

(IIull)

(注3,5,C)

323.9

(注 3,5)

323.9

/
273.1

(注3,5)

323.9

/
323.9

/

最高使用

温  i度

(℃ )

(注4)

138

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注4)

1.2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

材  料

STPG42

厚   さ

(団 l)

(注 3)

9.5

外  径

(1回 1)

(注 3)

323.9

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

匠  カ

(MPa)

(遊 2)

0。 98

名 称

(注 52)

格 納容器貫通部

PEN書256

格納容器貫通都

PEN拌266

_下流

レジューサ

(12X10)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

選
謝

工

（
ω
ω
＼
仰
ω
）
↓
苦

ヽ
構
〔
逝

ユ
ω．
・
ユ
ヽ
ロ:検査対象範囲



D，

〓

ふ
０

浬
諄
ユ

（
ω
■
＼
口
ω
）
↓
曽
（
帯
■
れ
ユ
ω
Ｂ
工
ヽ
コ

変 真 後

材  料

変更なし

(注5,0

STPT42

(注 5)

STPT42

厚   さ

(llull)

(注 3,5,6)

9,3

(注 3,5)

9。 3

/

/
7.1

外  径

(醐)

(注 3,5,6〕

273.1

(注 3.6)

273.1

/

/
168.3

最高使用

温  度

(℃ )

(注4)

138

最高使用

圧  カ

(碑a)

(注 4)

1.2

名 称

_変更なし

原
子
炉
補
機
冷
豫
設
備

変 更 前

材  料

STPG42

外  径

(醜 )

厚  .さ

(田 )

嘉.J
(注 3〕

9.3

最高使用

温  度

(℃)

95

最高使用

屋  カ

(MPa)

(注 2〕

0.98

名 称

(注53)

格納容器貫通部

PEN帯256

下流

レジューサ

(12X10)'

B格納容器循環

冷暖房ユニ ッ ト

行き分岐点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

日 :検査対象箱田



つヽづ

ヽ
一

選
導

工

（
ω
６
＼
∞
０
）
◆
誉
ヽ
韓
〔
れ

ユ
ω
・
工
ヽ
ｍ

変 更 ―後

材  料

変更な し

(注 3,5,

168,3

(注 3,5,

7.1

(浅 5,

STPT42

(注 3,

168。 3

/
114.3

(注 3,

711

/
6.0

STPT42
138

(注3,5)

168.3

/

(注 3,

7.1

STPT42

/
16813

/
7.1

厚   さ

(mm)

高使用

径

(℃ ) (Il阻 1)

最高使用

圧  力

(MPa)

(注 4)

1.2

名 称

変更なし

．原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

外  径 厚   さ材  料

(inin) (題m)

五,.引 君呵ユ闘紀

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

圧  カ

(MPa)′

(注 2)

0.98

名 称

(注54)

B格納容器循環

冷暖房■ニ ジト

行き分岐点

A格納容器循環

冷暖房ユニッ ト

入 口上流

レジューサ

(6X4)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

口 :検査対象範囲



D・ジ

ヽ
Ｖ

変 更 後

外  径 厚   さ材  料

(輔 (llttl)

(逮 8, (注 8,S〕

168.3

/

168,3

/

114.3

/
7,1

/
6.0

(遠5)

STPT42

最高使用

温  ・
度

(℃ )

(滋4)

138

最高使用

屋  カ

(MPa)

(注 4)

1.2

名 称

原
子
炉
布厳
機
冷
去F

設
備

変更なし

変 更 前

材  料厚   さ

(阻 )

最高使

匠

(MPa)

外 径

(闘 )

名 称

(注54)

B格納容器循乗

冷暖房ユニット

行き分岐点

A格納容器循環

冷暖房ユニット

入口上流

レジエエチ

(6× 4)

サ房; 〔
子
炉
補
機
冷
却
設
備

漂
郵
“

（
い
０
＼
働
ω
）
↓
曽
ヽ
常
ヽ
れ
一
い
。
ユ
ヽ
ロ口 :検奎対象塩田



D

ヽ
い

変 更 後

材  料

変更なし

(湛 di 6)

STPT42

(注 5)

ASTM

A105

Gr I

(S25C

相 当 )

外  径 | 厚   さ

(Ilttl) (llull)

(逮 8,5,

114.3‖
(津 3,5,6)

6.0

く連3, (逮 5)

5.2

/

(最小 )

610

(注 3)

(6,0

/
6.0)

114.3

/
(差

部の内径)

61,1

最高使用

'二
I療
(℃ )

(注 4)

とβ8

最高使用

歴  カ

(MPa)

(注 4〕

1.2

名 称

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変更なし

変 更 前

材  料

STPG42

厚   さ

(1霞〉

i鋼 95
|

||.劇
(注 3)

610

名 称

.  (注
66)

A格納蓉器循環

冷暖房ユニット

入 目上流

レジューサ

(6× 4)・

及び

A格納容器循乗

冷暖房ユニット|

入日上流分岐点

A格納容器循乗

冷暖房ユニット

入日下流

レジューサ

(4X2)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

ヨ
弾

ユ

（
い
ヾ
＼

０
い
）
↓
曽
（
構
（
Ｍ

工
０
・
」
ヽ
ロ:検査対象範囲



つヽ
プ

ミ

連
都

ユ

（
い
０
＼

∞
い
）
↓
営
（
常
■
油

ユ
ω
・
ユ
〔
団

変 更 後

材  料

変更な し

(差し

61.1

厚   さ

(mm)

外
｀

径

(:阻 )

最高使用

温  度

(℃ )

|

|

J

(注4)

138

最高使用

圧  カ

(HlPa)

く滋4)

112

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

0.98 95 60。 3

(注 3)

3.9 STPG42

外  径 厚   さ

(阻) (艤)

名 称

〈注Sa)

A格納容器循環

冷暖房ユエ ット

入 日下流

レジユーサ

(■文2)

及び

A格納容器循環

冷暖房ユニット

入 口下流分岐点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

A格納容器循乗

冷暖房ユ■ント

ロ ニ検査対峯範囲



Dｉ
ジ

ヽ
「

遵
部

“

（
ω
Ｏ
＼

∞
ω
）
↓
曽
ヽ
市
■
Ｍ

ユ
い

。
工
（
Ｈ

変 更 後

最 高使用

名 称 カ さ

(lPa) (℃ ) (IB□ a) (甑m)

(差

(最小)

6.0

｀
′″

″
′

′
′

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

く注4)

61,■

/
/

(最小)

6,0

ASTM

A105

Gr Ⅱ

(S25C

相 当 )

変夏なし 1。 2 138

(差 (6.0

/
61.1

/
6.0)

変 更 前

材  料

最高使用

l量  度

(℃ )

径
　
‘ω

・

外 厚    さ

(囲)

最高使用

屋  力

(遜Pa)

名 称

(注56)

A格納容器循乗

冷暖房ユニント

八日下流 ´

レジゴエサ

(4X2)

及び

A格納容器循環

冷暖房ユニッ小

入口下流分岐点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

A格納容器循環

冷暖房ユニット

口 :検査対象範囲



，
ノ D

変 更 後

材 ,料

変更なし

(注5)

ASTM

A105

Gr Ⅱ

(S25C

相 当 )

厚   さ

(lnlm)

(注 5)

(最小 )

7.3

(注 3〕

(7.3)

外   径

(mm)

(注3,5)

(差し込み

部の内径)

61.1

最高使用

温  度

(℃ )

(注 4)

161

最高使用

圧  カ

(MPa)

(滋4)

1.2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

STPG42

厚 ′ さ

(盟諷)

(連 3)

3.9

外   径

(m阻 )

(注 3)

60:3

最高使用

温  度

(́℃ )

95

最高使用

圧  カ

(MPa)

(色 2)

0.98 ｀

名 称

A格納容器循環

冷暖房ユニット

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

A格納容器循環

冷暖房壬ニント

i出 日上流

レジューサ

(4× 2)

及び

A格納容器循乗

冷暖房■手ツト

出日上流

合流点

ヽ
い

選
禅

ユ

（
ヽ
０
＼
∞
ω
）
↓
苦
（
常
ヽ
れ
ユ
ω
Ｂ
ユ
ヽ
コ口 :襟査対峯範由



材  料

(滋 5)

ASTM

A105

Gr Ⅱ

(S25C

相当)

(■ IIn)

厚   さ

(注 5)

(最小 )

6.0

/

/

(最小)

6:0

(注 3)

(6.0

/

/
｀

6.0)

(luli)

外  径

(注 3.5)

(差 し込み

部の内径)

61.1

/

/

(差 し込み

部の内径)

61.1

最高使用

温  度

(℃ )

161

(注 4)

1.2変更なし

(注 4)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

高使用

度

(℃ )

|

料
|

|

高使用

力称名さ

(llun)(llⅢ l) (MPa)

最高使用

(瀞a)

カ

(注 56)

A格納容器循環

冷暖房ユニット

A格納容器循環 _

冷暖房ユニ ッ ト

出日上流

レジューチ

(4× 2)

及び

A格納容器循環

冷暖房ユエッ ト

出日上流

合流点

変 更 前 変 更 後

称名

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

式

巡
弾

工

（
ヽ
一
＼

∞
ω
）
紛
営

ヽ
市
本
油

ユ
ω
・
ュ
、
ロロモ検査対象範囲



Dジヽ

ふ
停

ヨ
報

工

（
■
的
＼
０
い
）
↓
当

〔
構
（
れ

ユ
０
・
一
■
ロ

変 更 後

材  料

変更なし

(注 5)

STPT38

(注5,6〕

STPT42

(注 5〕

ASTM

A105

Gr I

(S25C

相 当 )

(注 5〕

STPT42

厚   さ

(lun)

(連 3,a

6.0

(注3,4,d

6.0

(滋 3)

5。 2｀

/
(最小)

6.0

(浅 3)

(6。 o

/
6.0)

(と 3,S〕

7.1

/
6.0

外  径

(題ぬ)

(注乳9

,114.3

(注3,5,6)

114.3

(遠8,5)

114.3

/
(差し湧

部の内径〉

61.1

(注 缶 3)

168=3

/
114.3

最高使用

温  度

(℃ )

(注 4)

161

最高使用

圧 _カ

(HPa)

(注 4)

1,2

名 称

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変更なし

変 更 前

外  径 厚   さ材  料

(盟m) (躙阻)

I呵
(注 3)

6.0 ISi)G42

最高使用

温  .度

(℃ )

95

最高使用

匠  力

〈MPa)

(注 2)

0.98

名 称

(注37)

A中各納容器循環

冷暖房ユニント

出日上流

レジューサ

(4× 2)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

A格納容器循環

冷暖房ユニ ッ ト

出日下流

レジ子
~サ

(6× 4)

及び

A格納容器循環

冷暖房ユニット

出口下流

合流点

口 :後査対象範囲



ｉ
ノ D

変 更 後

材  料

変更なし

(注 5,6)

STPT42

.(注 5〕

STPT42

(注 5)

STPT42

厚   さ

(とと

“

l)

(注 3,5,6)

7.1

(注 3,5)

711

/
7.1

/
7.1

(注8,5)

7.1

/
7.1

/
6.0

外  径

(m)

(注3,S,6)

168.3

(注 3,3)

168.3

/
168.3

/
168,3

(注 3,5)

168.3

/
168.3

/
114,3

最高使用

温  度

(℃ )

(注4)

と61

最高使用

圧  カ

(MPa)

'(注 4)

1,2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

STPG42

厚   さ

(B弱置)

(淳 3)

‐7.1

外  径

(工皿)

(注 3)

168.3

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

匡  力

(MPa) |

(注2)

0。 98

名 称

(注58)

A格納容器循環

冷暖房ユニジト

出日下流

レジュ‐サ

(6× 4)

A、 B格納容器循環

冷暖房ユニツト

出日合流点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

ヽ
玲

選
禅

“

（
ヽ
ω
＼

∞
ω
）
↓
曽
（
韓
ヽ
Ｍ

ユ
０
，
一
〔
ロ口 =検套対象範田



D４
ノ

ち
銅
〇

変 更 後

材  料

(注】

STPT42

高使用
|

度|外  径 厚  さ

(℃ ) (mm) (mm)

く注3,

~・
(注fi)

168.3

/

7.1

/
1. 161

/
168。 3

/
7.1

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

高使用

,度

(℃ )

外  径 厚 さ

(阻阻) (題)

名 称

(注68)

A格納容器循環

冷暖房ユニント

出白下流

レジューサ

(6X4)

A、 B格納容器循環

冷暖房ユニント

出日合流点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

選
導

一

（
■
ヽ
＼
ω
ω
）
↓
習
ヽ
常
ヽ
れ
ユ
ω
・
ュ
ヽ
ロE検査対象範囲



1)
ｈ
ノ

豊

選
梯

工

（
ヽ
ｏ
＼

∞
ω
）
↓
彗

（
韓
（
と
工
ω
。
」
ヽ
コ

変 更 後

材  料

変更なし

(注 31S,

.273.1

く注転5,

9:3

くとS,

STPT42

(注 3, (注 3,

1.2 161

323.9

/

273.1

9。 5

/
9.3

STPT42

高使 高使用

度

(℃ )

径|厚   さ

(蓮Pa) (田隠) (mm扶

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

(注3)

9。 30。 98 95 273.1 STPG42

厚   さ

(色盟電)

外  径

(題)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

E  力

(acPa)

名 称

〈注50)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

冷暖房ユニット

出日合流点

略 納容器循

冷暖房ユニンド

出口合流点下流

レジユエサ

(12X10)

口 :検査対象範囲



式
～
‐
′

ノ D

材  料

(注S,6)

STPT42

 ́(注 51

STPT42

(注5.6,

STPT42

(注3,S,6)

9.5

(IIHli)

厚   さ

(注 3,5,6)

9.5

(注8,5)

9.5

/
9.5

/

変更なし

(注3.5,6)

323,9

(注3,6)

323.9

/
323.9

/

(注3,516)

323.9

(lnm)

外  径

(注4)

161

(注 4)

161

(連4)

二?

最高使用

圧  カ

(ⅢIPa)

(湧4)

1.2

変更なし

変更なし
原
子
炉
構
機
冷
却
設
備

称名|オ  料

STPG42

(mm)(mm)

厚   さ外  径

劇323。

(注 3)

9.5剤 95

圧   力

(MPa)

高使用

度

(℃ )

最

ヽ (注60)

格納容器員通都

PEN#257

弁 (2MOV-5160B)

転 B格納容器循環

冷暖房ユニット

出日合流点下流

レジューサ

(12X10)

格納容器貫通部

PEN書257

(注60)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

称名

噺
干

週
部

ユ

（
■
０
＼

Ｏ
ω
）
↓
麟

〔
れ
ヽ
Ｍ

ユ
０
出
ユ
ヽ
ロ口 :検査対象範ロ



つ

朝
∞

変 更 後

材  料

変更なし

(注樹

STPT42

外  径 厚   さ

(mm) (mm)

(注 3,

323.9

/
219.1

(滋 3,S〕

9.5

/
8.2

最高使用

圧  カ

(MPa)

最高使用

長  度

(℃ )

(注4)

161

名 称

原
子
炉
補
機
冷
去厨
設
備

変更なし

変 更 前

材  料

STPG42

厚 さ

(霊鳳)

(注 3)

8.2

外  径

(題m)

(注 3)

2 19 1

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注2)

0。 98

名    称

(注61)

ジ帯(2MOVi5160B)

弁 (2MOV-5160B)

下流

レジユーサ

(12X8)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

望

報

ユ

（
ヽ

ミ

＼

Ｏ

ω

）

↓

曽

（

構

〔

れ

工

ω

ロ

エ

ヽ

口

′
:検査対象範囲



ヽ
)

変 更 後

材  料

変更な し

STPT370

(注 61

STPT370

変更なし

STPT370

(注5,6)

STPT42

STPT370

外 径 厚   さ

(mm) (Inコ仕)

剤
(注 3〕

9:5

(注 3,

323.9‖
(注 3.6〕

9.5

とす劇
(注 3)

9.5

(注 3,L

323,9‖
く注8,5,6〕

9.5

(注3)

323,9

/
318.5

/
323.9

(注 3〕

9.5

/
10.3

/
9.5

最高使用

温_度

(℃ )

変更なし

(注 4)

161

(注 4)

161

変更なし

(注4)

161

(注1

161

最高使用

圧  :力

(MPa)

策更なし

(注4)

0.98

籍更なし

(注 4)

1.2

(注 4〉

1.2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

STPG42

STPG42

厚   さ

(mll)

(注3)

9.5

(注 3)

9,5

外  径

(lllal)

(注3)

323.9

(注 3)

323,9

最高使用

温  度

(℃ )  ´

95

05

最高使用

圧  力

(MPa)

(注 2)

0,98

(注 2)

0.98

名 称

(と62)

弁 (2MOV-5160B)

下流

Iレ
ジエーサ

(12X8)

1次系機器冷却水

母管合流点

格納容器循乗

冷暖房ユニット

戻り

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

無

選
部

工

（
ヽ
ω
＼

∞
ω
）
静
醤

ヽ
構
■
れ

工
ω
Ｌ
一
ヽ
コ口 :検査対象範囲



つ
生
．，〉

鞘

滋
報

ユ

（
■
０
＼
Ｏ
ω
）
↓
曽
ヽ
常
ヽ
れ

ユ
ω
Ｅ
ど
ヽ
ロ

材  料

(注5,6)

STPT42

(注 5)

STPT42

(注 5〕

STPT42

(llllll)

厚  さ

(遠3,5,6)

5,5

(注3,51

6.0

/
5.5

(法3,5)

5.5_

/

/
5,5

(IIMH)

外  径

(注 3,5,6)

88,9

(注 3,3)

114.3

/
88。 9

(注 3,5)

88.9

/

/
88.9

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

(速4)

95

磨更なし

(注 4)

1,2

最高使用

圧  力

(MPa)

1.2

(注4)

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

称名材  料

(臨〉

厚   さ

(mm)

外  径

最高使用

温  度

(℃ )

5,588.9 STPG42

(滋 3)(注3)

95

(注2)

0。 98

最高使用

圧  力

(MPa)

充てん/高圧

注入ポンプ室

B空調装置冷却

ライン分岐点

B充てん/高圧

注入ポンプ八日

分故点

原
子
炉
輸
機
冷
却
設
債

(注63)

変 更 前

称名

口 :検査対象範囲



」
　
｝ ⊃

(注乳6)

ASTM

A105

Gr Ⅱ

(S25C

相 章 )

(注S)

ASTM

A105

Cr I

(S25C

相 当 )

材  料

(IIllll)

厚  さ

6.0

(注 3)

(6.0)

(注 316)

(最小)

(注 5)

(最小)

5.5

/
(最小)

5,5

(注 3)

(5.5

/
5.5)

(ml】 l)

外  径

(注 3,i6)

(差し込み

部の硲

61.1

(穴径 )

40。 5

/
(穴径 )

40,5

(注 8,5〕

変更なし

(注4)

95

磨更なし

く注4)

と。2

高

カ

(MPa)

(注4)

1.2

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

称材  料

(mm)

厚   さ

(解m)

外 ;径

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)

3.9 STPG42

(注 3)

95

(注3)

60.3

(注 2)

0.98

B充てん/高圧

注入ポンプ入白

分岐点 |

B充てん/高圧

注入ポンプ
｀
冷却ライン入自

レジューサ

(2Xl 1/2)

及び

B充てん/高圧

注入ポンプ

油冷去「器

冷却ライン八日

レジューサ

(21/2X2)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

(注64)

変 更 前

称名

思

遭
諄

ユ

（
い
０
＼

Ｏ
ω
）
↓
謝
ヽ
構
〔
油

工
ω
れ
ュ
、
ロ口 i検査対象範囲



DD

釦
く

遵
弾

ユ

（
ａ
ユ
＼

∞
ω
）
↓
醤
ヽ
韓
■
瀬

ユ
０
・
」
ヽ
田

変 更 後

高使用

カ 径 料

(MPa) (■lm)

4.6

/
(最小)

6.0

(滋 5〕

ASTM

A105

Gr I

(S25C

相当)

73.0

/
1.2 95

(差

6■ 1

(5.2

/

6.0)

名 称

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変更なし

変 更 前

材  料

最高使用

温  度|

(℃).

外  径 厚   さ

(:霞B)

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称
―

(注64)

B充てん/高圧

注入ポンプ八 日

分岐点

B充てん/高圧

注入ポンプ

冷却ライン入日

レジユーサ

(2Xl 1/2)

及び

B充てん/高圧

注入ポンプ

油冷去瞬器

冷却ライン入日

レジューサ

(21/2× 2)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

口 :検査対象範囲



D「
ジ

Ч
Φ

遵
諄

“

（
ｕ
博
＼

∞
ω
）
⇒
誉

（
待
ヽ
逝

ユ
ω
Ｅ
ド
ヽ
ロ

48

/
(最小)

6.0

(ら.5

/
6.0〉

さ

(lttll)(阻諷)

外  径

最高使用

屋  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注64)

B充てん/高圧

注入ポンプ入白

分岐点

B充てん/高 F上

注入ポンプ

冷却ライン入口

レジューサ

(2Xl 1/2)

及び

B充てん/高圧

注入ポンプ

油冷却器

冷却ライン入日

レジューサ

(2 1/2× 2)

称名

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

口 :農査対象範囲



握

材   料

(注 5)

ASTM

A105

Gr Ⅱ

(S25C

相当)

(最小 )

6.0

/
(最小)

6.0

/

(最小)

6.0

(注 3)

(6.0

/
6,0

/

6,0)

(注 5)

(Him)

厚   さ

(mlll)

外  径

(注 3,5)

(差し込み

部の内径)

6111

/

(差し込み

部の内径)

61.1

/

(差し込み

部の内径)

61.1

最高使用

温  度

(℃ )

(注 4)

95変更な|し

(注 4)

1.2

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

高使用

力称名料さ

(■lm) (MPa)

最高年痛
|

温  度タト 径

(℃)|(mm)

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注 64〉

B充てん/高圧

注入ポンプ八日

、 分岐点

B充てん/高圧

注入ポンプ

冷却ライン入日

レジューサ

(2Xl 1/2)

及び

B充 てん/高圧

注入ポンプ

油冷却器

冷却ライン八 日

レジユーサ

(2 1/2)(2)

変 更 前 変 更 後

称名

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

巡
諫

ユ

（
観
ω
＼
∞
ω
）
↓
営

ヽ
■
〔
渤

ユ
ω
ｓ
３
い
ロ:検査対象範囲



D
ゝ
ノ

い
０

変 更 後

厚 料

(Inln)・

(注3,3)

(最小 )

6.O

/
(最小)

6と 0

/

(差し込み

61.1

/
(差し込み

(注 5)

ASTM

A105

Gr Ⅱ

(S25C

相 当 )

95

61.1

/
(6.0

/
6.0

/
-〉

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注 4)

1 2

名 称

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変更なし

変 更 前

一員 高使用

名 称 カ さ

(服a) (℃ ) (盟ua) (IBm)

B充てん/高 F上

注入ポンプ八日

分岐点

B充てん/高圧

、注入ポンプ

冷却ライン入日

レジューサ

(2Xl 1/2)

及び .

B充てん/高圧

注入ポンプ

油冷却器

冷却ライン八日

レジューサ

(2 1/2× 2)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

選
諄

工

（
傷
（
＼

ω
ω
▼
↓
曽

〔
韓
（
れ

工
ω
・
工
■
劇口 :検査科峯範囲



ヽ
D ∋

材  料

STPT370

(注6.ω

ASTM

A105

Gr Ⅱ

(S25C

相当)

く注S,6)

(最小)

6.0

(注3)

(6.0)

(ll阻1)

厚   さ

(注 3)

3.9

(連 3)

60。 3

く遠3,3,G)

(差し込み

部の内偽

61ざ と

(団4)

外  径

変更な し

最高使用

温  度

(℃ )

(注41

95

変更な し

最高使用

匠  カ

(MPa)

(滋 4)

0。 98

変更なし

原
子
炉
構
機
冷
却
設
備

称名材  料

STPG42

(題霞)

厚   さ

(滋3)

3,9

(閣)

外  径

(注 3〕

60,3,

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

匹  力

(MPa)

(注2)

0.98

C充てん/高圧

注入ポンプ

冷却水

八日配管合流点

C充てん/高圧

注入ポンプ

冷却ライン入H

レジューサ
‐

(2Xl 1/2)

及び

C充てん/高圧

注入ポンプ

油冷却器

冷却ライン入日

レジューサ

(21/2× 2)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

名    称

い

巡
謝

工

（
９
ｏ
＼
Ｏ
ω
）
↓
曽

ヽ
韓
ヽ
通

一
６
・
一
（
園

＼

:検査対象範囲



DD

岱
Ｖ

5,2

/
(最小)

6,0

注

一

(最小)

5i5

/
(最小)

5。 5

(5.5

/
5,5)

73.0

/

61.1

(注3,

(差

最高使用

歴  力

(とCPa)

(泣 4X

O。 98変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

名

最高使用

匠  力

(軽Pa)

高使用

度

(℃〕

料

(m騒)(p五)

厚   さ外  径

(注64)

C充てん/高圧

注入ポンプ

冷却水

入日配管合流点

C充てん/高圧

1 注入ポンプ

冷去瞬ライン入 日

レジューサ

(2X■ 1/2)

及び

C充てん/高圧

1 注入ポンプ

1 油冷却器

冷却ライン入口
|■

レジユーサ

(2 1/2》(2)

称名

原
子
炉
補
機
冷
却
設
債

望
報

ユ

（
倒
０
＼

∞
ω
）
↓
曽
ヽ
構
ヽ
と

ユ
ω
・
工
ヽ
ロ日 !韓査対象範囲



Dふ、ジ

い
●

材  料

STPT370.

(即 )

厚  さ

3,9

/

3.9

/
3.9

(注 3)

(llull)

外  径

60:3

/

60.3

/

60,5

(注 3)

最高使用

圧  力

lMPa)

変更なし

称名

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

さ

(mm)(MPa)

高使用

カ

C充てん/高圧

注入ポンプ

冷却水

八日配管合流点

C充てん/高圧
｀

注入ポンプ

冷却ライン入 目

レジューサ

(2Xl 1/2)
｀
及び

C充てん/高圧

注入ポンプ

油冷去口器

冷却ライン入日

レジューサ '

(21/2X2)

翌
導

ユ

（
観
可
＼

働
ω
）
↓
普
ヽ
市
ヽ
Ｍ

ユ
ω
・
ユ
ヽ
ロ



一、
‐

ジ D

変 更 後

材  料

(注 5)

ASTM

A105

Gr Ⅱ

(S25C

相 当 )

厚   さ

(:llEll)

(注 5)

(最小 )

6.0

/
(最小)

6.0

/

(注 3)

(610

/
6:0

/
-)・

最高使用

温  度|

(℃ )

外 径

(■選n)

(注 3,3)

(差し込み

95

61,1

/
(差し込み

の内偽

61.1

/

最高使用

圧  カ

(MPa)

(洋 4)

0.98

名 称

変更なし

原
子
炉
~

補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料外  径 厚   さ

(llm) (mm)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  力

(MPa)

名 称

(注64)

C充てん/高圧

注入ポンプ

冷却水

入日配管合流点

C充てん/高圧

注入ポンプ

冷却ライン入日

レジュ■サ

(2Xl 1/2)

及び

C充てん/高圧

注入ポンプ

油冷却器

冷却ライン入口

レジューサ

(21/2× 2)

原
子
炉
補
機
冷
去F

設
備

桑

遺
謝

ユ

（
傷
ω
＼
∞
ω
）
↓
曽

〔
常
ヽ
Ｍ

ユ
０
・
ュ
、
コ口 :検査対象範囲'



ヽ
‐　ν

・
D

変 更 後

材  料

な し

変更な し

1,2

(注5,6)

ASTM

A105

Gr Ⅱ

(S25c

相 当)

(注 5〕

ASTM

A105

Gr Ⅱ

(S25C

相 導 )

厚   さ

(llull)

(連 5,6)

(最小)

5.5

(注 3)

(5.a)

(注 5)

(最小 )

5,5

/
(最小)

5.5

1(注 3)

(515

/
5.5)

外  径

(mm)

(注 3,S,｀ 6)

(差し込み

部の内鶴

48.7

(注 3,6)

(穴径 )

40.5

/
(穴径 )

40。 5

最高使用

旺  カ

(MPa)

最高使用

温  度

(℃ )

1 2 95

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

STPG42

厚   さ

(阻m)

(逮 3)

3.7

外  径

(航 )

(注3)

48.3

最高使用

温  度

′
(℃ )

95

最高使用

匡  カ

(MPa)

(注 2)

0.98

名 称

B充てん/高圧

注入ポンプ

冷却ライン入ロ

レジューサ

(2Xl 1/2)原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

B充てん/高圧

注入 ポンプ

B充てん/高圧

注入ポンプ

冷却ライン出日

レジューサ

(2Xl 1/2)

∝
切

選
淵
ユ

（
い
０
＼
ω
ω
）
↓
曽
〔
常
ヽ
れ
工
ω
・
ユ
ヽ
ロ口 :機奪対象範囲



つ｛
，）

い
Ｓ

変 更 後

材  料

(注 5〕

ASTM

A105

Gr Ⅱ

(S25C

相当)

厚   さ

(mm)

(注 3,5〕 (注 5)

(差し込み

部の内径)

(最小)

5,5

/

(注4)

とこ2

(注4)

95

48.7

/
/
(最小)

5.5

(連 3)

(5.5

/

/

(差し込み

部の内径l

48.7

/
5i5)

名 称

原
子´

炉
補
機
冷
去F

設
備

変更なし

変 更 前

材  料外  径 厚   さ

(盟m) (熙■)

最高使用

圧  カ

(MPa)

最高使用

温  度

(℃ )

名    称

(注65)

B充てん/高圧

注入ポンプ

冷却ライン入日

レジユrサ

(2Xl 1/2)

B充てん/高圧

注入ポンプ

B充てん/高圧

注入ポンプ

冷却ライン出口

レジエーサ

(2× 11/2)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備 墾

弾

ュ

（
０
０
＼

Ｏ
ω
）
↓
醤
い
常
（
逝
ユ
ω
Ｂ
ユ
ヽ
ロ:検査対象絶田



材  料

(■lm)

厚   さ

(mm)

外  径

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

95

変更な し

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

(注 3,

48.7

0。 98

(注 3,5,

(差 し

(注

(注 5,

ASTM´

A105

Gr Ⅱ

(S25C

相 当 )

ASTM

A105

Gr Ⅱ

(S25C

相 当 )

, (注 5,6)

(最小 )

(5.51

/
5.5)

(穴径 )

40.5

/
(穴径 )

40.5

(最小)

5,5

/
(最小)

5.5

5.5

(注

(5.5)

1最高使用

1圧  カ

(MPa)

称材  料'  名

STPG42

最高使用

圧  カ

(MPa)

最高使用 |

温  度 タト

(℃ )|(lШ 4) (Elnl)

径 厚   さ

950。 98

(注 2) (注 3)

3,7

(湛 3)

48.3

C充てん/高圧

注入ポンプ

冷却ライン八日

レジューサ

(2文 1 1/2)

C充てん/高圧

注入ポンプ

C充てん/高圧

注入ポンプ

冷却 ライン出日

レジエーサ

(2× 1 1/2)

(どと65)

変 更 後変 更 前

称名

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

“
司

遭
部

お

（
０
一
＼

働
ω
）
＋
曽

〔
構
ヽ
れ

工
ω
ニ
ユ
〔
ロ口 :検査対象範囲



D魯
，
〉

０
◇

滋
導

ユ

（
０
的
＼

Ｏ
ω
）
↓
曽

〔
常
ヽ
Ｍ

ユ
い
。
工
（
コ

変 更 後

使用

径 厚

|(mm)

さ 材  料

(℃ ) (函)

(注 5

(差

(最小 )

5.5

/

48.7

/
/

(最小)

5.5

(注 3

(5.5

/

(注 5)

ASTM

A105

Gr Ⅱ

(S25C

相当)

95

(差

43.7

/

5.5)

最高使用

匠  力

(MPa)

(注4)

0,98

名 称

変更な し

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

外  径 料

(l題 )

名 称

(遊65)

C充てん/高圧

注入ポンプ

冷却ライン入口

レジュエサ

(2Xl 1/2)

C充てん/高圧

注入ポンプ

C充てん/高圧

注入ポンプ

冷却ライン出日

レジューサ

(2)(と  1/2)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

口 :検査対」団囲



つ
ム、
，）

ヽが ,

6

変 更 後

材  料

変更なし

(注 5,6)

STPT42

厚   さ

(mm)

(注 3,5,6)

5,2

(注 6)

4.5

/
(最小)―

6.0

(注 3)

(5.2

/
6.0)

外  径

(mm)

(注3,5,6)

73,0

(注 3,5)

73.0

/
(差し込み

部の禰

61.1

最高使用

温  度

(℃ )

(注4)

95

最高使用

匡  カ

(MPa)

変更なし

(注 4)

【ょ 2

で注4)

と.2,

名 称

原
子
炉
補
機
冷
吉゙
設
備

変更なし

変 更 前

材  料

STPG42

厚   さ

(盟m)

(と 3)

5。 2

外  径

(題電盟)

(注 3)

73,0

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

匡  力

(MPa)

(逮 2)

0198

名 称

(注66)

B充てん/高圧

注入ポンプ

油冷却器

冷却ライン入日

レジューサ

(2f/2X2)

B充てん/高圧

注入ポ ンプ

B充てん/高圧

注入ポンプ

油冷却器

冷却ライン出口

レジューサ

(21/2× 2)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

巡
部

４

（
Ｏ
ω
＼
∞
い
）
静
曽
ヽ
構
（
逝
ユ
ω
Ｂ
と
（
コ口 :検査対象範囲



⊃

変 更 後

材  料

変更な し

(澁5,9

STPT42

(注 S)

STPT42

厚   さ

(llIIl)

(注i5,6)

5,2

(注3,S〕

512

‐

/

(最小)

!6,0

外  径

(llllll)

(注 315,6)

73.0

(注 3,5)

73,0

/
(差し込み

部の内径)

61,1

最高使用

温  度

(℃ )

(注 4〕

95

最高使用

匠  カ

(MPa)

′(注 4)

0。 98

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

STPG42

厚   さ

(阻m)

(滋 3)

5.2

外  径

(1田H)

(注 3)

73.Q

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注 2〉

0,98

名 称

(注66)

C充てん/高圧

注入ポンプ

・油冷却器

冷去「 ライン入日

レジューサ

(21/2× 2)

C充てん/高圧

注入ポンプ

C充てん/高圧

注入ポンプ

油冷却器

冷却ライン出日

レジュエサ

(21/2× 2)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

弩
〇

ヨ
漂

工

（
０
■
＼

い
い
）
↓
曽

い
構
■
Ｍ

一
ω
畠
ユ
（
コ口 :検査対象範囲



つ

・

ヽ

変 更 後

材   料

高使用

度

(℃ )

|

1 外 径 厚   さ

(mm) (llin)

変更なし

(注 4)

1,2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

STPG42

厚   さ

(llm)

(注 3)

3.9

外   径

(mm)

(注3)

60。 3

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注 2)

0.98

名 称

(注67)

B充てん/高圧

注入ポンプ

冷却ライン出日

レジューサ

(2× 11/2)

及び

B充てん/高圧

注入ポンプ

油冷却器

冷却ライン出日

レジューサ

(21/2× 2)

B充てん/高圧

注入ポンプ

出日配管合流点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

運
部

ユ

（
０
観
＼

Ｏ
ω
）
◆
営

ヽ
常
ヽ
Ｍ

ユ
い
。
一
（
ロ



司
μ

変 更 前 変 更 後

高使用 高使用 高使用

力

高使用

度

(℃ )

名 称 力 度1外 さ 名 称 さ

(MPa) (℃ )|(llln) (llm) (MPa) (mm) (Inコ R)

(注5,6)

ASTM

A105

Gr Ⅱ

(S25C

相当)

(注S

ASTM

A105

Gr Ⅱ

(S2SC

相当)

(注 5,6)

(最小 )

6。 0

(注 3)

(6.0)

(注 5)

4.8

/
(最小)

6.0

(注 31

(5,5

/
6.0)

(注 8.5,6)

(差し込み

部の内径)

61.1

(注3,3)

88。 9

/

(差し込み

部の内径)

61.1

(注 4)

95

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変更なし 1.2

(注67)

B充てん/高圧

注入ポンプ

冷却ライン出日

レジュ_サ

(2Xl 1/2)

及び

B充 てん/高圧

注入ポンプ

油冷去H器

冷却ライン出口

レジュ‐サ

(21/2X2)

B充てん/高圧

注入ボンプ

出日雷己管合流点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

湮
謝

ユ

（
ｏ
ｏ
＼

∞
ω
）
↓
掛

ヽ
れ
ヽ
前

ユ
ω
Ｂ
」
ヽ
コ:検査対象範囲



濶
∞

(最小 )

6.0

/
(最小)

6.0

/
(最小)

6。 0

(注

(610

/
6.0

/
6,0)

(瀧 6)(注 3,

～―
‐寡
ｔ

込し

し込み |

/

(差

(差

1

/

(差 し込み

ASTM

A105

Gr Ⅱ

(S25C

相 当 )

61.1

61.1

61

最高使用

温  度

(℃ )

(注 4)

95

最高使用

圧  力

(MPa)

1.2

(注 4)

_変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

称名

変 更 後

(mm)(Hlm)

径 1厚  さ材  料

最高使用

温  度

(℃ ) (lllm)(lll■l)

厚   さ外  径

最高使用

圧  力

(MPa)

(注67)

B充てん/高圧

注入ポンプ

冷却ライン出日

レジューサ

(2xl 1/2)

及び

B充 てん/高圧

注入ポシプ

油冷却器

冷去ロライン出白

レジューサ

(21/2X2)

B充てん/高圧

注入ポンプ

出日配管合流点

変 更 前

称名

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

週
靱

ユ

（
ｏ
Ｎ
＼
ω
ω
）
◆
営

ヽ
常
ヽ
れ

ユ
ω
・
ユ
ヽ
ロ口 :検査対象範囲



．ヽデ
ツ つ

累

変 更 後

材  料

(注 3)

ASTM

A105

Gr Ⅱ

(S25C

相当)

外 i径 厚 き

(田m) (mm)

(注3,a (連 5)

(差し込乃

(最′Jヽ)

6.0

/
(最小)

6.0

/

61.1

、 ィ
ン

″
′

´

(差し込み_1,2 95

(注 3)

61.1

/
(6,0

/
6.0

/
-)

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料外  径 厚   さ

(alm) (aun)

高使用

度

(℃ )

名 称

(孝と6イ )

B充てん/高圧

注入ポジプ

冷却ライン出口

レジューサ

(2Xl 1/2)

及び

B充てん/高圧

注入ポンプ

油冷却器

冷却ライン出日

レジューサ

(21/2X2) .

B充てん/高圧

注入ポンプ

出日配管合流点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

巡
部

ユ

バ
６

∞
＼

Ｏ
ω
）
◆
謝
（
命
■
れ

ユ
ω
・
ュ
ヽ
ロロ :検査対象範囲



Ⅲ つ

ミ
笥

変 更 後

材  料

変更なし

STPT370

(注 5,6)

ASTM

A105

Gr Ⅱ

(S25C

相当)

STPT370

厚   さ

(llll11)

(注 働

3.9

(45,6)

(最小)

6.0

(注 31

(6.0)

(注3)

3.9

/

/
3.9

外  径

(れ)

(注、3)

60.3

(注3,516)

(差し込み

部の内行上)

61,1

(注 3)

60.3

/

/
60.5

高使用

度

(℃ )

変更なし

(連4)

0。 98‐ 95

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

STPG42

厚  さ

(mm)

(注 3)

3.9

外 ′ 径

(mm)

(遠3)

60.3

最高使用―

温  度

(℃ )

95

最高使用

圧  カ

(MPa)

(滋 2)

0。 98

名 称

(柱67)

C充てん/高圧

注入ポンガ

冷却ライン出日

レジェエサ

(2Xl 1/2)

及び

C充てん/高圧

注入ポンプ

油冷却器

冷却ライン出口

レジューサ

(21/2× 2)

C充てん/高圧

注入ポンプ

冷却水出日配管

分岐点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

滋
導

４

（
０
０
＼
∞
ω
）
↓
赴
〔
機
ヽ
枷

ユ
ω
・
ュ
〔
ロ口 :韓4対象範由



(最小 )

6.0

/
(最小)

6.0

/
(最小)

6.0

(注 3)

(6.0

/
6.0

/
6.0)

ASTM

A105

Gr Ⅱ

(S25C

相 当 )

(Imコ n)

外  径

最高使用

温  度

(℃ )

61.1

(差

内径)

61.1

(差

(差
(注 4)

95

61.1

/

0.98変更なし

(注 4)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

使用

力

高使用 |

度卜 1圧

高使用

カ

(MPa)

称名料さ

(:lⅢ l)

径

(置 llll)

温

(℃ )(MPa)

(注 67)

C充てん/高圧

注入ポンプ

冷却ライン出目

レジユ∵サ !

(2Xl 1/2)

及び

C充てん/高圧

注入ポンプ

油冷却器

冷去「ライン出日

レジューサ

(21/2× 2)

C充てん/高圧

注入ポンプ

冷去「水出日配管

分岐点

変 更 前 変 更 後

称名

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

ミ
０

当
部

ユ

（
Ｎ
Ｏ
＼
∞
い
）
◆
苦
（
常
ヽ
れ
ユ
ω
Ｂ
工
ヽ
ロ口 :検査対象範囲



つ

増
嘔

変 更 後

材  料

(注5)

ASTM

A105

Gr Ⅱ

(S25C

相当)

最高使用

圧  力

(MPa)

最高使用

温  度 外  径 厚   さ

|(や ) (■lm) (mal)

(注3, (注 a)

(差

(最小 )

6.0

/
(最小)

6.0

/
6■ 1

/
0,98 95

(差

61.1

/

(注 3)

(6.0

/
6.0

/
-)

名 称

、変更なし

原
・子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

最高使用

『

  カ

(MPa)

最

温 径 | 厚   さ 材  料

(騒m)

名 称

(注67)

C充てん/高圧

注八ポンプ

冷却ライン出日

レジュ‐サ

(2Xl 1/2)

及び

C充てん/高圧

注入ボンプ

油冷却器

冷却ライン出日

レジユエサ

(21/2× 2)

C充てん/高圧

注入ポンプ

冷却水出日配管

分岐点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

運
綽

れ

（
可
ュ
＼

Ｏ
ω
）
静
曽
ヽ
常
ヽ
通

ユ
ω
・
ュ
ヽ
ロロニ検査対象範囲



D為
ブ

呵
゛

材  料

STPT370

(注 5)

STPT42

STPT370

(llull)

厚   さ

(注 31

S.5

(温J,5)

5`S

/

/
5.5

(注 3)

5.5

/

/
3.960.5

/

くと3)

88.9

/

(lllm)

外   径

変更なし

(注 3)

88.9

/

.8懲.為

(注3,3)

88.9

/

最高使用

温 中 度

(℃ )

変更なし

(注4)

95

変更なし

(淀 4)

1.2

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注4)

1.2

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

称名材  料

STPG42

(爾m)

厚   さ

(連 3)

5.5

(l盈:阻)

外   径

(滋3)

88:9

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

圧  カ

(MP五 )

(注2)

0,98

B充てん/高圧

注ハポンプ.

出日配管合流点

B充てん/高圧

注入ポンプ

冷却水出日配管

分岐点

(注68)

変 更 前

称名

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

湮
報

お

（
Ｎ
山
＼

∞
ω
）
↓
曽
ヽ
常
■
面

ユ
ω
Ｂ
ュ
〔
ロ口 :検査対象範囲



つ

Ч
ｎ

変 更 後

材  料

(注 動

STPT38

STPT370

(注 5)

STPT38

(注 5)

S25C

STPT370

厚   さ

(阻m)

(注3,5)

2.9

(注乳50)

2.9

(注 315,50〕

5.5

(注5,50)

(最小)

4,3

(注 3)

2:9

/

1/
2.9

外  径

(lIIll)

(注 3,5)

27.2

(注 3〕

27.2

(滋3,5)

89.1

(注3,5)

(差し込み

部の内衛

27.7

帷 3)

27.2

/

/
27.2

最高使用

温  度

(℃ )

|

(注4)

95

|

最高使用

圧  カ

(MPa)!

く注4)

0.34

名 称

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

窒素ボンベ

ホース接続日

1次系冷却水

タイク

変 更 前

材  料外  径 厚   さ

(mm) (1盟lll)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

匠  カ

(MPa)

名 称

浬
導

ユ

＾
Ｎ
ω
＼

ω
ω
）
↓
曽
（
常
〔
逝

ユ
ω
Ｂ
４
ヽ
ロ:検査対象範囲



ω
Ｏ

(注 1)記載の適工化を行 う。既工事計画書には「1次系冷却水クーラA、 B、 C～ティ (20× 20× 16)」 と記載

(注?)SI単位に換算したものである。

(注 3)公称値

(注4)重大事故等時における使用時の値

(注 5)本設備は既存の設備であるЬ

(注6)ニルボを示す。
 ヽ                                     '

(注 7)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「1次系冷却水クーラ出日連絡管」と記載

(注8)記載の適正化を行う。既工事計画書には「ヘンダA、 B:テ ィ (20X2oX 16)～ レジューサ (20× 14)」 と記載

(注9)記載の適正化を行うと既工事計画書には「レジ■―サ (20× 14)～内部スプレクーラ」と記載

(注 10)記載の道正化を行う。既工事計画書には「ヘンダC:テ イ (16X16X16)～ レジューサ (16× 12)」 と記載

(注 11)当 該ラインについてはヽ主配管に該当しないため記載の道正化を行う。

(注 12)記載の適正化を行う。既工事計画書には「ヘッダCiレ ジューサ (16X12)～ティ (20× 20X16)」 と記載

(注 13)記載の適耳化を行う。既工事計画書には「今ンダA、 B:内部スプレク▼ラ～レジューサ (20× 14)」 と記載

(注 14)記載の適正化を行う。既工事計画書には「ヘッダA(B:レジ子エサ (26x14)～ティ (20× 20X16)」 と記載

(注15)記載の適正化を行う。既工事計画書には「1久系冷却水ポンプ入口連絡管」と記載

(注 16)記載の適正化を行う。既工事計画書には「ティ (20× 20× 16)～ 1次系冷却水ポンプA、 B、
一

C、 DJと 記載 ―

(注 17)記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系冷却水ポンプ出ロレジユエサ (16バ 12)～ティ (26又 ,20X16)〕 と記載

(注 18)記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系冷却水ポンプ出口連絡管」と記載

(注 19)記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系冷去H水ポンプA、 D出 甲ティ (20× 29X16)～ 1次不冷却水クーラA、 C入 ロティ

(20× 20× 16)」 と葡己載

(注20)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「1次系冷却水クーラ入口連絡管」と記載

(注21)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「タィ (20× 20X16)及びレジューサ (20× 16)～ 1次系冷却水クーラA、 C及びB」 と記

載

遭
部

ユ

（
Ｎ
ヽ
＼
∞
ω
）
゛
曽
（
常
ヽ
れ

工
ω
・
ユ
ヽ
ロ



ω

(注22)

(注23)

(注24)

(注25)

(注26)

(注27)

(注28)

(注 29)

(注30)

(注 31)

(注32)

(注33)

(注34)

(注 35)

(注36)

(注 37)

(注 38)

(注39)

(注40)

(注41)

評載の適王化を行う。既工事計画書には「母管分岐点～余熱除去夕_ラ (RH=2)A、 B」 と記載

記載の適正化を行う。既手事計画書には「余熱除去クエラ (RH-2)A、 B～戻母管合流点」と記載    _
記載の適正化を行う。既工事計画書には「母管分岐点t冷却材ポンプA、 B、 Cへの分岐点」と記載

記載の道正化を行う。既工事計画書には「冷却材ポンプB、 Cか らの合流点～弁 (2-FCV-1241)」 と記載

記載の道正化を行う。既工事計画書には「冷却材ポンプA、 Bか らの合流点～戻管 (8B)合流点」と記載

記載の適正化を行 うと既工事計画書には「1次冷却水ポンプ八日分岐点～弁 (2 510SA、 B)」 と記載     
‐

記載の適正化を行う。既工事計画書には「弁 (2-5105A、 B)～ 1次系冷却水タンク」!と 記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管A、 B分岐点～燃料ピットク‐ラ」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「燃料ピットクーラ～1次不機器冷却水戻母管A、 B合流点Jと 記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点～余剰抽出水クーラ」と記載

記載の適正化を行 う。既I事計画書には「余剰抽出水クーラ～1次系機器冷却水戻母管
｀
(10B)合流点」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管～レジューサ (3X2)」 と記載

記載の道正イぃを行う1既工事計画書には「レジエーサ (3× 2)～計器用コンプレジサーパッケ▼ジIA-lA、 lA-lB入 ロレジュエサ

(2Xl 1/2)」 と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「計器用コンプレッサエパンケ~ジ IA-lA、 IA-lB出 ロレジュ‐サ (2Xl 1/2)～ レ

ジューサ (3× 2)」 と記載

記載の適正化を行 う9既工事計画書には「レジューサ (3× 2)～ 1次系機器冷却水戻母管」と記載

講載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系機器冷刹水母管分岐点～余熱除去ポンプおよび内部スプレポンプ室空調装置入

ロレジューサ (3× 2)」 と記載

記載の適
=化

を行う。既手事計画書にぃ rレ ジューサ (3× 2)～ 1次系機器冷却水戻母管合流点」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点～レジューサ (4X2)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (4× 2)～ 1次系機器冷却水戻母管合流点」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「余熱除去ポンプおよびスプレポンプ事空調装置冷却ライン分岐点
～

レジューサ (2× 1

翌
謝

工

（
Ｎ
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＼

∞
ω
）
↓
営
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常
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(注42)

1/2)」 と記載

評載の適妥化を行 う。既手事計画書には「余熱除去だンプ冷却ライン分岐点～余熱除去ポンプ八ロレジューサ (11/2X1/2)」

と記載

既工事計画書に記載がなぃため記載の適正化を行 う。記載内容は、設計図書による。

記載の道王化を行 う。既I事計画書には「レジューサ (2Xl 1/2)～ 内部スプレポシプ八日分岐点」と記哉

記載の適正化を行う。既工事計画書には「内部スプレポンプ八日分岐点～レジユーサ (1文 1/2)」 と記載

記載の適正化を行 うと既工事計画書には「レジューサ (lX1/2)～内部スプレポンプ出日合流点」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「内部スプレポンプ出日合流点～レジューサ (2Xl V2)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「余熱除去ポンプおよび内部スプレポンプ出入口管Jと 記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「余熱除去ポンプ出ロレジュ▼サ (11/2X1/2)～余熱除去ボンプおよび内部スプレポ

ンプ冷却もどリライン合流点」と記載         一

エルボについては管と同等以上の厚さのものを選定する。                        ′

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジュ‐サ (2× 11/2)～ レジュニサ (3× 2)」 と記載

記載の適正化を行うょ既工事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点～レジューサ (12X10)」 ど記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には'「 レジューサ (12X10)～ レジュエチ (16× 6)」 と記載    
′

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「分岐点
～

レジ■エサ (6X4)」 と記載

記載の適正イヒを行う。既工事計画書には「レジュエサ (6× 4)及び分岐点～レジューサ (4× 2)」
｀
と記載

記載の適正化を行うと既工事計画書には「レジ子~サ
(4× 2)お よび分岐点～格納容器循環空調装置」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジュ●サ (4× 2)～ レジ■―サ (6X4)及び合流点Jと 記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (6× 4)｀ VS-39Bがらの合流点 (VSi39A)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (10× o)～ レジューサ (12X10)」 と記載
―

記載の適I化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (12X10)～ レジューサ (12× 8)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (12X8)～ レジューサ (12X8)」 と記載

(注43)

(注 44)

(注 45)

(注46)

(注47)

(注 48)

(注49)

∞
／ (注50)

(注 51)

(注 52)

(注53)

(注 54)

(注 55)

(注 56)

(注57)

(注 58)

(注 59)

(注 60)

(注61)
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蹴

(注 62)

(注63)

(注64)

(注 65)

(注 66)

(注o7)

(注68)

(注 69)

(注 70)

(注71)

(注 72)

(注 73)

(注 74)

(注 75)

(注76)

(注 77)

(注 78)

(注 79)

(注 80)

記載の適正化を行う。既I事計画書には「レジi―サ (12× 8)｀ 1次系機器冷却水戻母管合流点」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「充てんポンプ室空調装置冷却ライン分岐点～充てん/高圧注入ポンプ分岐点」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「充てん/高圧注入ポンプ入耳分岐点走レジュ●サ (2卜 11/2)お よび (21/2又 2)」

と記載

記載の適正化を行う。班工事計画書には「レジューサ (2× 11/2)～ 充てん/高圧注入ポンプ～レジューサ (2× 11/2)」 と記

載

記載の適正化を行うと既工事計画書には「レジューサ (21/2× 2)充てん/高圧注入ポンプ～レジュエサ (21/2× 2)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューチ (2ヌ 11/2)お よびレジューサ (21/2× 2)～充てん/高圧注入ポンプ出

日合流点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「充てん/高圧注入ポンプ出口合流点守充てんポンプ室空調装置冷却戻ライン合流点」

と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「海水ポンプから中間建屋入口まで」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「SS41」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「中間建屋入口～海水母管分岐点及びレジiエサ (39× 24)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「海水母管分岐点及びレジューサ (30X24)～ 1次系冷却水クエラ」と記載

記載の道正化を行う。既工事計画書には「1次系冷却水クーラ～戻母管」と記載

記載の適正化を行うЬ既工事計画書には「中間建屋出日までの戻母管 (埋設部除く)Jと 記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「戻母管分岐点～ラプチャディスク」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「海水母管分岐点～連絡管レジ■―サ (10又 8)」 と記載

記載の適正化を行うと既工事計画書には「連絡管分岐点んディーゼ″発電機」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「ディーゼル発電機～レジューサ (12× 8)及び合流点」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (12× 8)～海水戻母管」と記載

STPT38同等材 (STPT370)への取替えを行う。
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(注81)Sl,G42同等竺 (STPG410)への取
賛■

をTぅ 。 i   i

(注82)記載の適I化を行う。既工事計画書には「STPG42」 セ記載

(注83)・ 本設備は記載の通Iイヒのみを行うものであり、
´
手続き対象外である。
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変 更 後

さ

(mm)

変更な し

変更な し

変更なし

最高使用

温  度

(℃ )

(れ4)

95

最高使用

圧  力

(MPa)

(注4)

1.2

名 称

変更なし原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

STPG42

(注6)

STPT42

STPT38

STPG42

外 径 1厚 さ

(lШl) (電 l11)

(注 3)

323.9

く注3)

欲 5

(注316)

9.5

(注 3)

31815 1

/ 1
318.5  1

/ 1

(注3)

10,3

/
10.3

/

(注 3〉 (注 3)

323.9 9.5

(注 3,6)

323.9

最高使用

温  度

(℃ )

95

(ヽ注 4)

95

(注 4)

138

最高使用

匠  力

(MPa)

(注2)

0,98

(注4)

1.2

(注4)

1.2

(注4)

1,2

名 称

1次系機器冷却水

母管分岐点

格納容器循乗

冷暖房ユ■ント

行き

弁 (2MOV-5160A)

ゲF(2MOV-5160A)

格納容器貫通都

PEN#256

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

ω
「

工事計画本文 (関原秦第123号 (平成 30年 5月 24日 認可))
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部
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コ口 :検査対象範囲



)

時
０

変 更 後

厚 さ材  料

(mm)

変更なし

変更なし

外  径

(llH■)

最高使用

温  度

(℃ )

(注4)

161

最高使用

匡  力

(MPa〉

(達 4)

1.2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

STPG42

STPT42

厚   さ

(遍襲l)

(澁 3)

8.2

(甚 3)

9,5

/

B 2

外  径

(■阻)

(注 3)

219。 1

〈注3)

323.9

/
219.1

最高使用

温  度

'(℃
)

95

(注4)

161

(滋 4)

161

最高使用

圧  カ

(MPa)

0.98´

(注4)

_“1.2

(注 4)

1.2

名 称

弁 (2MOV-5160め

弁 (2MOV工 5160B)

下流

レジュ‐サ

(12X8)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備
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，
、

ジ

変 更 後

材  料

変更な し

変更なし

変更な し

変更なし

外  径 厚   さ

(lull) (144)

最高使用

温  度

(℃ )

(注4)

161

(温4)

161

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注 4)

Of 98

(澁4)

1.2.

名 称

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変更な し

変 更 前

材  料

STPG42

STPT370

(注6)

STPT370

STPG42

STPT370

(注d

STPT42

STPT370

厚   さ

(霞m)

(浅 3)

9.5

(注 3)

9.5

`(注 3,6)

9.5

(注 1)

9。 5

(逮3)

9.5

(歯3,6)

9.5

(注3)

9.5

/

10.3

/
9.5

外  径

(llull)

(注 3)

323,9

(注 3)

323.9

(注3,6)

323.9

(遠3)

32319

(注 3〕

323.9

(注 3,6)

323.9

(注 3)

323.9

/
318.5

/
323.9

最高使用

温  度

(℃ )

95

(淳)

161

(注 4)

161

95

(注 4)

161

(滋1

161

最高使用

圧  カ

(MPa)

0.98

(注 4)

0。 98

Of98

(注41

1.2

(注 4)

1.2

名 称

弁 (2MOV-5160B).

下流

レジューサ

(12〔×8)

1次系機器冷却水

母管合流点

格納容器循環

冷暖房ユニット

戻り

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

ω
く

湮
部
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）
↓
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ω
ω

(注43)

(注44)

(注45)

(注46)

(注47)

(注48)

(注49)

(注50)

(注51)

(注52)

(注 53)

(注54)

(注55)

(注56)

(注57)

(注58)

(注59)

(注 6o)

(注63)

(注64)

既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行うЬ記載内容は、設計図書による。

記謙9道正化を行うと既工事計画書には「レジ.―サ (2又 11/2)～ 内部スプレポンプ入百分岐点」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「内部スプレポンプ入口分岐点～レジューサ (lX1/2)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジュエサ (1× 1/2)年内部スプレポンプ出日合流点」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「内部スプレポンプ出日合流点～レジ千
~サ (2× 11/2)」 と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「余熱除芸ポンプおよび内部スプレポンプ出入日管」と記載

評載の適正化を行う。既工事計画書には「余熱除去ポンプ出ロレジュエサ (11フ2X1/2)～余熱除去ポンブおよび内蔀ステレポ

ンプ冷却もどリライン合流点」と記載

エルボについては管と同等以上め厚さのものを選定する。「

田己載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (2Xl 1/2)～ レジューサ (3× 2)」 と記載         :
記載の適正化を行う。既工事計画書には Fl次系機器冷却水母管分岐点年レジューサ (12X10)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (12X10)走 レジューサ (16氷 6)」 と記載

記載?適手化有行 う。既工事計画書には「分岐点～レッキーサ (6× 4)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (6× 4)及び分岐点～レジューサ (4× 2)」 と記載

記載の適正化を行う>既工事計画書には「レジューサ (4× 2)お よび分岐点～格納容器循環空調装置」と記載

記載の適正化を行う。
イ
既工事計画書には「レジューサ (4× 2)｀ レジュエサ (6× 4)及び合流点」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジュ‐サ (6× 4)～ VS 39Bか らの合流点 (VS-39A)」 と記載

記載の適正化を行 うと既工事計画書には「レジューサ (10× 6)～ レジューサ (12× 10)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジユエサ (12× 10)～ レジューサ (12× 8)」 と記載

記載の適正化を行うと既工事計画書には「充てんポンブ室空調装置冷却ライン分岐点
～

充てん/高圧注入ポンプ分岐点Jと 記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「充てん/高圧注入ポンプ入自分岐点～レジューサ (2Xl 1/2)お よび (21/2× 2)J
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菊

(注 65)

(とと66)

(注67)

(注 68)

(注69)

(注70)

(注77)

(注 78)

(注 79)

(注 80)

(注 81)

(注82)

(注83)

(注84)

(注85)

(注 86)

ω

ト

と記載       ィ

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「レジュ■サ (2Xl 1/?)～ 奈てん/高圧注入ポンプ～レジューサ (2Xl 1/2)Jと 記

載     |

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (21/2× 2)充てん/高圧注ハポンプ～レジューサ (21/2文 2)千 」と記載

記載ゅ適正化を行 う。既工事計画書には「レジ子・ サ (2Xl 1/2)お よびレジューサ (21/2X2)年充てん/高圧注入ポンプ出

日合流点」と記載

記載の適軍化を行うと既工事計画書には「充てん/高圧注入ポンプ出口合流点～充てんポンプ室空調装置冷却戻ライン合流点」

と記載

記載の道正化を行う。既工事計画書には「海水ポンプから中間建屋入口まで」と記載

記載の道正化を行う。既工事計画書には「SS41」 と記載

記載の適正化を行う。既I事計画書には「連絡管分岐点～ディエゼル発電機Jと 記載         |
記載の道正化を行う。班工事計画書には「ディーゼル発電機～レジューサ (12× 8)及び合流点」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューチ (12× 8)｀海水戻母管」と記載

STPT38同等材 (STPT370)への取替 えを行 う。

STPG42同等材 (STPG410)への 取替 えを行 う。

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「dTPG42」 と記載

本設備は記載の適正化のみを行 うものであり、手続き対象外である。

SS41同 等材 (SS400)八の取替えを行 う。     I

注記にういて記載の適正化を行 う。平成28年 6月 lo日 付け原規規発第160o105号にて認可された既工事計画書に記載の「重大事故

等時における使用時の値」を削除

記載の適正化を行 う。平成28年 6月 10日 付け原規規発第1606105号にて認可された既工事計画書には変更後に記載
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r⌒二

関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

使用前検査成績書

要 領 書番 号  :原規規収第 1610072号 99

成績書管理番号 :卜05-1

原子力規制委員会

2年 8月今移

r'



使用前検査成績書

1発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

2検査申請    検査申請‐覧表のとおり

3検全期日   自 今 か 2年 8月 2ξ 日

至 与 2年 8月 2`日

4検査場所  ′― 使用前検査記録のとおり

5検査実施者  検査結果一覧表のとおり

6検査結果    検査結果二覧表のとおり

7′ 添付資料    使用前検査記録

成績書管理番号 :卜05-1

命

1

r●、



検査申請書番号

(申請年月日)

関原発第 321号

関原発第435号

関原発第 47号

関原発第 203号

関原発第 260号

関原発第416号

関原発第 505号

関原発第 513号

関原発第  4号

関原発第 69号

関原発第 116号

関原発第 205号

関原発第 511号

関原発第 543号

関原発第 618号

関原発第 23号

(平成 2

(平成 3

(平成 3

(平成 3

(平成 3

(平成 3

(平成 3

(平成 3

(平成 3

(201

(201

(201

(202

(202

(202

(202

8年 10月

0年 3月i2

0年 4月 2

0年 7月 4

0年 8月 2

0年 12月

1年 2月 1

1年 2月 6

1年 4月 4

9年 5月 1

9年 6月 2

9年 8月 2

0年 1月 3

0年 2月 2

0年 3月 2

0年 4月

7日 )

0日 )

0日 )

日)

0日 )

5日 )

日)

日)

日)

6日 )

4日 )

3日 )

1日 )

6日 )

4日 )

7日 )

成績書管理番号 :卜 05-1

検査申請一覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認し表中に追記する。

2



検査結果一覧表

成績書管理番号 :卜05-1

い

特記事項

み し

検査立会責任者 印

イ町つ一Ⅲ

''ぜ

い任技術者

原子力施設検査官 印

原子力検査官

ゑ 友
)

検査結果

之

検査年月日

琴ツあ2年

8月 2=日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

共通事項
成績書管理番号 :卜 05-1

族今年月日 :袢 2年 8月 2ξ 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申鶉を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認
O。

二

検査 をす る工事 の工

程、期 日及び場所が申

請書 どお りで あるこ

と。

記録確認

工事計画の認可番号の

記載が適切 で ある こ

と。

記録確認 Θ―

4



添付資料 3下 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

(∵号検査)

成績書管理番号 :1-05-1

検査年月日 :彿 2年  3月 21日
検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 0・

必要な図面等が準備されていること。 図画等確認

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認

系統構成が完了していること。
立会/

( (:i:i:::::ii:lili:iiiiii::'〉    
― Q`二

ふ



添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

(一号検査)

成績書管理番号 :卜05-1

検査年月日 :命紳 2年 8 月 2よ 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷却設備

主配管 (常設) 別添 1及び別添 2参照

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

耐圧検査

漏えい検木且

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

え
目視

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行った試験 。検査の品質記録 (※)による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :T2=l-0503



原子炉冷却系統施設
設 備 概 要

加圧水型発電用原子炉施設に係るもの (蒸気タービンに係るものを除く。)に あっては、次め事項 )

9 原子炉補機冷去口設備に係る次の事項

(8)主配管の名称、最高使用圧力、最高使用温度、外径、厚さ及び材料

七常設 (工事の計画の認可 平成 28年 6月 10日 認可 )

P-1,2

刊

変 更 後

材   料

変更な し

SM400B

(注 5)

SS41

厚   さ

(MIl)

(注 3)

12.7

(注 3,5)

12.7

/
1217

/
12.7

外   径

(IBコ n)

(注 3)

762.0

(注3,5,

762.0

/
762.0

/
762.0

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

(注 4)

40

最高使用

圧  力

(MPa)

変更な し

(注 4)

1.2

(注 4)

1.2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

高使用 最高使用

名 称 力 温   度 さ

(MPa) (℃ ) (mlll) (lllHl)

(注 71)

(注 (注 3) (注 3)

中間建屋入 口

A、 B系
0。 7 40 762 12 SS41

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

海水供給母管

分岐点

及び

1次系

冷却水クーラ

A、 C入ロライン

レジェーサ

(30× 24)
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P-1,2,3,4

5,617,8

瀬
手
輯
かμＩ
酌

Ｓ
サ
悠
再
郷
）吟０
）

い

変 更 後

材  料

変更な し

SM400B

(注5,6)

SS41

変更なし

SM400B

(注5,6)

SS4と

厚   さ

(mm)

(注 3)

12.0

(注3,5,6)

12。 7

(注働

12r O

(注3,5,G)

12.イ

外  径

(■ul)

(注 3)

609.6

(遊 3,5,6〉

609.6

(注 8)

609.6

(注3,S,6)

609,6

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

(注4)

40

変更なし

~(注
4)

40

最高使用

匠  力

(MPa)

(注 4)

0,7

変更なし

(注4)

1.2

(注4)

1ょ 2

名 称

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変更なし

変 更 前

材  料

SS41

SS41

厚   さ

(■ lin)

(とる)

12

(注 3)

12

外  径

(mm)

(注 3)

609.6

(注 3)

609.6

最高使用

温  度

(℃ )

40

40

最高使用

圧  力

(MPa)

(注 2)

0.7

(注 2)

0.7

名 称

轟逮脚
分岐点

及び

1次系

冷却水クーラ

A、 C入 ロライン

レジューサ

(30× 24)

1次系冷却水

クーラ

At B、 C

③

原
子
炉

補
機
冷
却
設
備



ヽ◇

(注 1)記載の道正化を行 う。既工事計画書には 「1次系冷却水クーラA、 B、 C～ティ (20X20X16)」 と記載

(注2)SI単位 に換算 したものである。

(注 3)公称値

(注4)重大事故等時における使用時の値

(注 5)本設備は既存の設備である。

(注6)エルボを示す。            ・   ・

(注7)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「1次系冷却水クーラ出口連絡管」と記載

(注8)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「ベッダA、 B:テ ィ (20× 20× 16)～ レジューサ (20X14)」 と記載

(注9)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (20× 14)～ 内部スプレクーラ」と記載             !

(注 10)記載の適正化を行 う。既二事計画書には「ヘッダC:テ ィ (16× 16× 16)～ レジ二十サ (16X12)」 と記載

(注 11)当該ラインについては、主配管に該当しないため記載の道正化を行 う。

(注 12)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「ヘンダCiレジューサ (16× 12)～ ティ (20× 20X16)」 と記載

(注13)記載の道正化を行 う。既工事計画書には 「ヘンダA、 B:内 部スプレクーラ～レジューサ (20X14)」 と記載

(注 14)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「入ンダA、 B:レジューサ (20× 14)～ ティ (20× 20× 16)」 と記載

(注 15)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「1次系冷却水ポンプ八日!連絡管」と記載     一

(注 16)記載の道正化を行 う。既工事計画書には「ティ (20× 20X16)～ 1次系冷却水ポンプA、 B、 C、 D」 と記載

(注 17)記載の道正化を行 う。既工事計画書には 「1次系冷却水ポンプ出ロレジニーサ (16× 12)｀ティ (20× 20× 16)」 と記載

(注 18)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「1次系冷却水ポンプ出口連絡管」と記載

(注 19)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「1奈系冷却水ポンプA、 D出 ロティ (20× 20X16)～ 1次系冷却水クーラA、 C入 ロテイ

(20× 20× 16)」 と記載

(注 20)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「1次系冷却水クエラ入白連絡管」と記載

(注 21)記載の道正化を行 う。既工事計画書には「ティ (20× 20X16)及 びレジュ_サ (20× 16)～ 1次系冷却水クーラA、 C及びB」 と記

載
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(注 22)

(注 23)

(注 24)

(注 25)

(注 26)

(注 27)

(注 28)

(注29)

(注30)

(注 31)

(注32)

(注 33)

(注 34)

記載の道正化を行 う。既工事計画書には 「母管分岐点～余熱除去クーラ (RH-2)A、 B」 と記載

記哉の適正化を行 う。既工事計画書には 「余熱除去クーラ (RH-2)A、 B～戻母管合流点」と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「母管分岐点～冷却材ポンプA、 B、 C今の分岐点」と記載          ・

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「冷却材ポンプB、 Cか らの合流点～弁 (2-FCV-1241)」 と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「冷却材ポンプA、 Bか らの合流点～戻管 (8B)合流点」と記載

記裁の適正化を行 う。既工事計画書には「1次冷却水ポンプ入口分岐点～弁 (2-5105A、 B)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (2-51054、 い)～ 1次系冷却水タンク」と記載

記載の適正化を行 うざ既工事計画書には「1次系機器冷却水母管A、 B分岐点～燃料ピットクーラ」と記載

記載の適正化を行 うと既工事計画書には「燃料ピットクーフ～1次系機器冷却水戻母管A、 B合流点」と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点～余剰抽出水クーラ」と記載

記載の道正化を行 うも既工事計画書には「余剰抽出水クーラ～1次系機器冷却水戻母管 (10B)合 流点」と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管
～

レジューサ (3× 2)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「レジュ●サ (3× 2)～計器用コンプレッサーパッケエジIA下 lA、 IA-lB入 ロレジューサ

(2Xl 1/2)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「計器用ヨンプレッサーパ ッケージIA-lA、 IA-lB出 ロレジューサ (2× 11/2)～ レ

ジューサ (3× 2)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (3× 2)～ 1次系機器冷却水戻母管」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点～余熱除去ポンプおよび内部スプレポンプ室空調装置入

ロレジューサ (3× 2)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「レジューサ (3× 2)～ 1次系機器冷却水戻母管合流点」と記載   ―

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点～レジューサ (4× 2)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (4× 2)～ 1次系機器冷去ll水 戻母管合流点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「余熱除去ポンプおよびスプレポンプ室空調装置冷却ライン分岐点～レジューサ (2× 1

ヽ
０

(注 35)

(注 36)

(注 37)

(注 38)

(注 39)

(注 40)

(注 41)
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ヽ
４

(注 42)

(注 43)

(注 44)

(注45)

(注46)

(注47)

(注 48)

(注49)

(注50)

(注 51)

(注52)

(注 53)

(注 54)

(注 55)

(注56)

(注 57)

(注 58)

(注 59)

(注 60)

(注 61)

1/2)」 と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「余熱除去ポンプ冷却ライン分岐点～余熱除去ポンプ八 ロレジューサ (11/2X V2)」

と記載     ヽ

既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。記載内容は、設計図書による。

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (2× 11/2)～ 内部スプレポンプ八日分岐点」と記載

記載の適I化を行 う。既工事計画書には「内部スプレポンプ入口分岐点～レジユーサ (lX1/2)」 と記載

記裁の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (lX1/2)～ 内部スプレポンプ出口合流点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「内部ネプレポンプ出口合流点～レジューサ (2× 11/2)」 と記載

記載の道正化を行う。既I事計画書には「余熱除去ポンプおよび内部スプレポンプ出入口管」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「余熱除去ポンプ出ロレジュ‐サ (11/2× 1/2)～余熱除去ポンプおよび内部スプレポ

ンプ冷却もどリライン合流点」と記載     ‐

エルボについては管と同等以上の厚さのもめ を選定する。

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (2Xl 1/2)～ レジューサ (3× 2)」 と記載   、

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点～レジューサ (12X10)」 と記裁

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (12X10)～ レジューナ (10× 6)」 と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には 「分岐点～レジューサ (6× 4)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書にlま 「レジューサ (6× 4)及び分岐点～レジューサ (4× 2)」 と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (4X2)お よび分岐点～格納容器循環空調装置」と記載      ヽ

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (4× 2)～ レジュエサ (6× 4)及び合流点」と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「レジユーサ (6× 4)～ VS-39Bか らの合流点 (VS-39A)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「レジューサ (10× 6)～ レジューサ (12X10)」 と記載

記載め適正化を行 う。既工事計画書には 「レジューサ (12× 10)～ レジューサ (12X8)」 と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には 「レジューサ (12× 8)～ レジューサ (12X3)」 と記載    ´
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(注 62)

(注 63)

(注 64)

(注 65)

(注 66)

(注 67)

(注 68)

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「レジューサ (12X8)～ 1次系機器冷却水戻母管合流点」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「充てんポンプ室空調装置冷却ライ ン分岐点～充てん/高圧注入ポンプ分岐点」と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には 「充てん/高圧注入ポンプ入口分岐点～レジューサ (2Xl 1/2)お よび (21/2× 2)」

と記載

記哉の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (2Xl 1/2)～ 充てん/高圧注八ポンプ～レジューサ (2× 11/2)」 と記

載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (21/2× 2)充てん/高圧注入ポンプ～レジューサ (21/2× 2)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジュ‐サ (2Xl 1/2)お よびレジューサ (21/2× 2)～ 充てん/高圧注入ポンプ出

日合流点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「充てん/高圧注入ポンプ出口合流点～充てんポンプ室空調装置冷却戻ライン合流点」

と記載           |

記載の通正化を行 う。既工事計画書には「海水ポンプから中間建屋入口まで」と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には 「SS41」 と記載                
｀

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「中間建屋入 口～海水母管分岐点及びレジューサ (30× 24)」 と記載

記載の適工化を行 う。既工事計画書には「海水母管分岐点及びレジュエサ (30× 24)～ 1次系冷去F水 クーラ」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「1次系冷却水クーラ～戻母管」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「中間建屋出口までの戻母管 (埋設部除く)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「戻母管分岐点～ラプチャディスク」と記載               ´

記載の適正化を行う。既工事計画書には「海水母管分岐点～連絡管レジューサ (10× 8)」 と記載

記載の道正化を行う。既i事計画書には「連絡管分岐点～ディーゼル発電機」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「ディーゼル発電機～レジューサ (12× 8)及び合流点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (12× 8)～海水戻母管」と記載

STPT38同等材 (STPT370)への取替 えを行 う。

エ
ド

(注 69)

(注 70)

(注 71)

(注 72)

(注 73)

(注74)

(注 75)

(注 76)

(注77)

(注 78)

(注 79)

(注 80)
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D‐⊃

(注81)STPG42同 等材 (STPG410)への取替えを行 う。

(注82)記載の道正化を行 う。既工事計画書には 「STPG421、 と記載

(注83)本設備は記載の適正化のみを行 う:も のであり、手続き対象外である。
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(工事計画軽微変更届出 平成 30年 5月 24日 届出)

↓｛

変 更 後

f冒

`

高使用

度

(℃ )

名 称 カ さ

(MPa) (H酸 ) (EBコ1)

} P11,2

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

(注841

SS400

SM400B

(注84)

SS400

厚   さ

(mm)

(注 3す 84)

12

(逆 3)

12,7

〈注3,34)

12.7

/

12,7

/
12,7

外  径

(mm)

(遠3,84)

762

(速 3)

762.0

(注3,34)

762.0

/
762:0

/
762.0

最高使用

温  度

(℃ )

40

(注4)

40

最高使用

圧  力

(MPa)

0,7

く逸■

1.2

く注4)

1.2

名    称

中間建屋入 口

A、 B系

海水供給母管

分岐点

及び

1次系

冷却水クーラ

A、 C入 ロライン

レジューサ

(30× 24)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備
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ヽ
司
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一崎

変 更 後

材  料

変更な し

P―と,2∫ 3b4

5,6,7,8

高使用

名 称 カ さ

(MPa) (℃ ) (風m) (五m)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材 、料

(注84)

SS400

SM400B

(注6,84)

SS400

(注84)

SS400

SM400B

く注6,841

SS400

厚   さ

(出m)

(遊3,34)

12

(注 3)

と210

くと3,6,34)

12,7

(どど8,84)

12

(注3)

12,0

(注3,6,お 4)

12,7

外  径

(a選4)

(注 3,341

609.6

〈注3)

609.6

(と 9,G,84)

609.6

(注3,84)

609.6

(注 3)

609.6

(注3,6,84)

609.6

最高使用

温  度

(℃ )

40

(淳0

40

40

(連4)

40

最高使用

臣  カ

(MPa)

0。 7

(注 4〕

0,7

0.7

(注ど

1.2

(滋4)

1.2

名 称

海水供給母管

分岐点

及び

1次系

冷却水クーラ

A、 C入 ロライン

レジューサ

(30X24)

1次系冷却水

クーラ ´

A、 B、 C

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備
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や
貯
鬱
）



(注43)

(渥と44)

(注 45)

(注 46)

(注47)

(注48)

(注 49)

既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。記載内容は、設計図書による。               
｀

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジュ_サ (2× 11/2)～ 内部スプレポンプ入日分岐点」と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には 「内部スプレポンプ入口分岐点～レジユーサ (1× 1/2)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「レジューサ (1× 1/2)～内部スプレポンプ出口合流点」と記栽

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「内部スプレポンプ出日合流点～レジューサ (2× ●1/2)」 と記載      、

記載の適正化を行 うど既工事計画書には「余熱除去ポンプおよび内部スプレポンプ出入口管」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「余熱除去ポンプ出ロレジューサ (11/2× 1/2)～余熱除去ポンプおよび内部スプレポ

ンプ冷却もどリライン合流点」と記載

エルボについては管と同等以上の厚さのものを選定する。

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (2× 11/2)～ レジユーサ (3× 2)」 と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点～レジューサ (12X10)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (12X10)～ レジューサ (10× 6)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「分岐点～レジュ■サ (6× 4)」 と記載

記載あ適正化を行う。既工事計画書に1ま
「ヒジューサ (6挙 4)及び分岐点～レジューサ (4× 2)」 と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (4× 2)お よび分岐点～格納容器循環空調装置」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「レジニーサ (4× 2)～ レジューサ (6× 4)及び合流点」と記載

記載の適正化を行 う。既I事計画書には「レジューサ (6X4)～ VS-39Bか らの合流点 (VS-39A)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (10× 6)～ レジューサ (12X10)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「レジューサ (12X10)～ レジューサ (12× 8)」 と記載

記載の道止化を行 う。既工事計画書には「充てんポンプ室空調装置冷却ライン分岐点～充てん/高圧注入ポンプ分岐点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「充てん/高圧注入ポンプ入日分岐点～レジューサ (2× 11/2)お よび (21/2× 2)」

ヽ
６

(注50)

(注51)

(注 52)

(注53)

(注54)

(注 55)

(注 56)

(注 57)

(注 58)

(注 59)

(注60)

(注 63)

(注 64)

削
二ヽ
卵
Ｗｉ
牌
〇

寄
廿
や再
〕
コ
）
衛
Ｄ
）



ホ
『

(注65)

(注 66)

(注 67)

(注68)

(注69)

(注70)

(注 77)

(注 78)

(注 79)

(注 80)

(注 81)

(注 82)

(注 83)

(注 84)

(注85)

(注86)

と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「レジューサ (2Xl 1/2)～ 充てん/高圧注入ポンプ～レジューサ (2× 11/2)」 と記

載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (21/2× 2)充 てん/高圧注入ポンプ～レジユーサ (21/2× 2)」 と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (2× 11/2)お よびレジューサ (21/2× 2)～充てん/高圧注入ポンプ出

口合流点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「充てん/高 F土 注入ポンプ出口合流点～充てんポンプ室空調装置冷却戻ライン合流点」

と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「海水ポンプから中間建屋入口まで」と記載  :

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「SS41」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「連絡管分岐点～ディーゼル発電機」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「ディ■ゼル発電機γレジューサ (12X8)及び合流点」と記載
′

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (12× 8)～海水戻母管」と記載    ―

sTPT38同等材 (STPT370)へ の政替えを行 う。

STPG42同等材 (STPG410)へ の取替 えを行 う。

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「STPG42」 と記載

本設備は記載の適正化のみを行 うものであり、手続き対象外である。

SS41同 等材 (SS400)べの取答えを行 う。

注記について記載の適正化を行 う。平成28年6月 10日 付け原規規発第1606105号 にて認可された既工事計画書に記載の「重大事故

等時における使用時の値」を削除

記載の適正化を行 う。平成28年6月 10日 付け原規規発第1606105号 にて認可された既工事計画書には変更後に記載
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関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

使用前検査成績書|

命

r―

要領 書番 号  :原規規収第 1610072号 99

成績書管理番号 :1工 05-2

.冷
榔―牛年 も月

原子力規制委員会



ρ Ⅲ

使用前検査成績書

1発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

2検査申請   検査申請一覧表のとおり

3検査期日 自 袴泊田■ 年3月 1つ 日

至今紳 十 年ュ月19ロ

4検査場所   使用前検査記録のとおり

Э検査実施者   検査結果す覧表のとおり

6検査結果    検査結果f覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録

成績書管理番号 :1-05-2

/~持
ヽ



成績書管理番号 :ユ ー05-2

∩

検査申請∵覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認し表中に追記する。

「
ふ―

検査申請善番号

(申 請年月日) 関原発第43ず号

1関原発第 14そ号

関原発第 203号

関原発第 26σ等

関原発第41舟

関原発第50ぎ町
‐
関原発第51♂与

関原発第  r春
関原発第 6餅号

関原発第116デ号

関原発第20∫号

関原発第 5 1 lr号

関原発第 54ご号

、関原発第 6.1為

痴原発第 2♂犠

関原発第 2ゴ号

関戸原発第293・与`

関原発第56歩呼

(平成30年 3月 2伊わ
(平成 30年 4月 20珀 )

(平成30年 7月  4壻 )

(平成30年 8月 2憫釣

(平成 30年 12免  ∫日)

(平成31年 養月 Jめ
(平成31年 2月  餌釣

(平成31年 4月 どわ
(2019年  5月 16嘔

'(2019年 6月 2ど特)

(2010年 8月 2罰飾

(2020年  1月 31〆日)

(2020年 2月 2ゴめ

(2020年 3月 2T百 )

(あ 02む年 二月 /日 )

(2021年  4月 3∫日)

(2621年 8月  デ日)

(2022年  2月 2岬め

関原発第 32 号 (平成 28年 10月  7 )



検査結果一覧表

成績書管理番号 il― o5-2

町

特記事項

そ し

検査立会責任者

芥 ミX'一 夕・ どプ 主任技術者

原子力検査官

を 〒 7を /生

夕つw督史

検査結果

ヽ  =

R

検査年月日

澪潮瀾学年

9月 /θ 日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

共通事項
成績書管理番号 rl― o5‐ 2

検査年月日:冷■個学年 3月 19 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査講確認事項

使用前検査申請書の確認

「

｀

r―

牛

確認事項 確認方法 確認結果 備考

!本検査に係る使用前検

1査申請書 (変更申請を

1含む。)が準備されてい
1

ること。

記録確認

検査 をす る工事の工

程、期目及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。

記録確認

工事計画の認可番号の

記載 が適切 であるこ

と。

記録確認



関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

(一号検査)

添付資料 3-1

使用前検査記録

成績書管理番号 :1-05-2

検査年月 日 :令瀞 準 年 3月 )D 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

命

命

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備 されていることな 記鰯

必要な区面等が準備されていること。 図面等確認 O―
検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な涙1定範囲t測定精度を有してい

ること。

記離 認 Q―

系統構成が完了していること。
立会/

11((liii::il::itiii:::iiiii;〉
(∋
・一

す



添付資料 3=2

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

(一号検査)i

成績書管理番号 :1-05-2

検査年月日 :者鴻W学 年 ゛ 月 ′∂ 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 姑 象

原子炉冷却系統施設
メ

ー次冷却材の循環設備

,主蒸気・主給水設備

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

化学体不責制御設備

主配管

計測常J御系統施訂
デ

ほう酸注入機能を有する設備

主西己管   別添 1、 2参照

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

・タト観検査|   !

・組立て及び据付け状態を確認す

る検査
′

。耐圧検査
r

i漏えい検査P     ,

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。
λ

目視

備考

e記録確認は、工事計画に基づき申請者が行つた試験・検査の品質記録 (※)による。

′※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-1-0213
●

ヽ

ど



〔
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設 備 概 要

工事計画本文 (原規規発第1606105号 (平成28年6月 10日 認可))
原子炉冷却系統施設

げ雪副駆最憲濫繁
夕
Tど
イに係中

の
i熊

)に
?う
ては次

?事
項

(7)主配管あ名称、最高使用厚力、最高使用温度、外径ヾ厚さ及び材料

ミ

⇒遵
』部
・ドユ

韓 ム

ω ユ

渤 ＼
ユ 博

Oω
皿
V



最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

360

(注 6)

更 な

最高使用

圧  カ

(MPa)

変更なし

18.5

(注6)

変更な し

(注 6)

18.5

変更なし

(注6)

18,5

|

料
|

|

|

称名材

一
次
冷
却
材
の
循
環
設
備

蒸気発生器

出日

90° エルボ

蒸気発生器

出日

40°  エ アレボ

蒸気発生器

出口

40° エアレボ

蒸気発生器

出口

90° こニル ボ

ASME

SA351

Gr.CF8M

(SCS14

相 当 )

ASME

SA351

Gr,CF8M

(SCS14

相 当 )

ASME

SA351

Gr.CF8M

(SCS14

相当)

(77.8)

く注10)

75

(注 3)

(注 10)

75.8

(注 3)

(87)

(mm)

厚   さ

(注 10)

75.8

(注 3)

(87)

(Blill)

外  径

(注 3)

961,4

(注3)

943

(注 3)

961.4

最高使用

l屋  度

(℃ )

343

343

343

(注 2)

17.16

最高使用

圧  力

(MPa)

(注 2)

17.16

(注2)

17,16

蒸気発生器

出百

40° 手ルボ

蒸気発生器

出白

90° どニル ボ

(注 14)

蒸気発生器

出日

90° エルボ

蒸気発生器

出 日 =

40° エアレポ

ク

ロ
ス
オ
ー
バ
ー
レ
グ

／
一
次
冷
却
材
の
循
環
設
備

変 更 前 変 更 後

称名

渤
霊
謝
ユ

（
的
＼

博
ω
）

↓
赳

ヽ
常

ω
渤

ユ
０
ロ



へ、
‘ D

変 更 後

争オ・ 料

変更なし

外  径 厚   さ

(llttll) (皿 )

高使用

名 称

(MPa) (℃ )

弁 (2V-8378B)

更 な 更 な

か  3B

Iヒ学体積

籍御系

ライン用管台

18.5 360

次
冷
却
材
の

循
環
設
備

変 更 前

外  径 厚   さ材  料

(触) (mm)

盟¶
(注 3,

11.1

251tuき

31とTP

(注 3)

11。 1

/
11.1

(注 3〕

8911

/
89。 1

/
SUS316TP

/

最高使用

温  度

(℃ )

343

名 称

(M!ユ )

弁 (2V-8878B)

3B

化学体積

制御系

ライン用管台

17,16´

設
備

｀も

J〉翠
謝部
、トユ

構六
ω ω

詢＼ !

」 N
Oω
□

ヤ



:)

＼
も

変 更 後

材  料

変更なし

最高使昂

匠  カ

(MPa)

最高使用

温  度

(℃ )

更 な 更 な

18.5 360

名 称

変更なし

次
冷
却
材
の

循
環
設
備

変 更 前

財  料

SUS32TP

(注31)

SUS316TP

F早 さ

(I阻ヨ阻)

(注3,21)

33.3

(注,,21)

33.3

外  径

(Ittm)

. (注 3)

323i9

(注3)

323.9

寂 局 1史用

l風  度

(℃ )

343

最高使用

圧  力

(MPa)

(注 2)

17.16

名 称

(注30)

｀
12B

余熱除去

ライン用管台

弁

(2MOV-8702

A、 B)

次
冷
却
材
の

循
環
設
備

余
熱
除
去
ポ
ン
プ
入
日

ラ
イ
ン

．瀬
霊

謝

ユ

（
ヽ
＼

Ｎ

ω
）

↓
営

（
構

ω
油

ユ
０
□



変 更 後

財  料

変更なし

外  径厚   さ

(1lm) (lllm)

晟―高使用

温  度

(℃ )

変更なし

(注 6)

360

最高使用

旺  力

(MPa)

変更なし

(津 6)

18.5

名 称

(注耐

弁

(2V-8945At B、  C)

6B

安全注入系

ライン用管台

一
次
冷
却
材
の
循
環
設
備

変 更 前

,オ ′料

3US316TP

厚   さ

(1lm)

(注 8,25)

18.3

舛  径

(lllm)

(注 3)

168.3

最高使用

温  度

(℃ )

343

最高使用

EE  力

(MPa)

17.16

名 称

(注 40)

弁

(2V-8945A、  B、  C)

6B

安全注入系

ライン用管台

一
次
冷
却
材
の
循
環
設
備

＾ヽ
＼

(注 1)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「原子炉容器出日管台か ら蒸気発生器入 口50,■ルボまで」 と記載

(注2)SI単位に換算 したものである。

(注3)公称値   
′

(注4)既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は、昭不口48年1月 19日 付け48公第176号 にて認可されたI事計画の

添付資料7f主冷去「材管強度計算書 (通産省告示第501号による計算)」 による。

(注 5)計測制御系統施設のうちほう酸注入機能を有する設備と兼用

(注6)重大事故等時における使用時の値

(注7)記載の適正化を行う。既工事計画書には「961.4 9ol.6」 と記載

(注8)記載の道正化を行う心既工事計画書には「6971,1(8782.5)」 と記載

(注9)記載の適正化を行う心既工事計画書には「蒸気発生器入口50° 径違いエルボから蒸気発生器入甲管台までJと 記載

(注10)既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行うも記載内容は、設計図書による。  |

J〉芭聖
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ヽ
や

(注 H)

(注 12)

(注 13)

(注 14)

(注 15)

(注 16)

(注 17)

(注 18)

(注 19)

(注20)

(注 21)

(注 22)

(注 23)

(注 24)

(注 25)

(注 26)

(注27)

(注 28)

(注 29)

(注 30)

(注 31)

(注32)

ループAに設置

ループA、 Bに設置

ル ‐ プ A、 B、 Cに設 置

記載の道正化を行 う。既手事計画書には「蒸気発生器出口40° 手ルボから90° エルボまで」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「蒸気発生器出日90° エルボから冷却材ポイブ吸込白9o° ェルボまで」と記載

ループCに設置                      ・

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「冷却材ポンプ吐出日から原子炉容器入日32° エルボまで」と記載

ループBに設置

設計確認値は既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「加圧器｀安全弁 (2-8019A、 B、 C)」 と記載       _
エルボについては既工事計画書に記載がないため記載の道正化を行 う。厚さイ|ついては管と同等以上のものを選定する9なお、

記載内容は、設計図書による。

記栽の適正化を行 う。既工事計画書には f加圧器～弁 (歩8000A、 B)八 ロレジューサ (6× 3)」 と記載          ~
記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「弁 (2-3000A、 B)八 ロレジューサ (6X3)～弁 (2-PCV444A、 ?一PCV445)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「1次冷却材管ループA、 B分岐点～加圧器」と記載

手ルボについては管と同等以上の厚さのものを選定する。

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「主冷却材管ループC～弁 (2-LCV460)」 と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には ,「89,1/89,1/60,5」 と記載        
イ

記載の適正化を行 うと既工事計画書には「H.1/11.1/817」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「弁 (2-e378B)～ 主冷却材管ル▼プB」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「主冷却材管ループA、 B～弁 (2-8702A、 B)Jと 記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「SUSと 2TP」 と記載

記載の適正化を行うと既工事計画書には「弁 (2-8940A、 B、 C)～主冷却材管ループA、 B、 C高温側」と記載
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＼
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(注33)

(注34)

(注 35)

(注 36)

(注 37)

(注 38)

(注 39)

(注40)

(注41)

(注42)

(注43)

(注44)

(注45)

記載の適正化を行う。既工事計画書には「主冷去口材管ループA～弁 (2-8082(2と 8057A)」 と記載

記載の適正化を行う。.既工事計画書には「oO.5/60.5/34.0」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「8.7/8.7/6.4」 と記載

当該ラインについては、主配管に該当しないため記載の適正化を行 う。

記載の道正化を行う。既工事計画書にlま
「弁 (2-8082)～ 弁 (2-8154)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「弁 (2-8377)～ 加圧器スプレライン合流点」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「逆止弁 (2‐ 8948A、 B、 C)～主冷却材管ル‐プA、 B、 C低温側」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「弁 (2-8945A、 B(C)～主冷却材管ループA、 B、 C低温側」と記載

記載内容は、既工事計画届出書 .(平成23年 7月 28日 付け関原発第204号工事計画届出書)に よる。なお、本工事計画は、届出した

工事計画に対して(基本設計方針の変更を行うことに伴い申請するものである。

記載内容は、既工事計画認可申請書 (平成23年 8月 1日 付け関原発203号工事計画部 H丁 申請書、平成23年8月 15日 付け平成23・ 08・

01原第6号 にて認可)に よる。なお、本工事計画は、認可された工事計画に対して基本設計方針の変更を行うことに伴い申請す

るものであるЬ

既工事計画書に記載がないため記載の道正化を行 う。

記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次冷却材管ループ高温側ん加圧器」と記載

既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は、昭和48年2月 19日 付け47公第■429号にて認可された工事計画

の添付資料12「配管強度計算書」による。
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5 主蒸気・主給水設備に係る次の事項

(3)主配管の名称、最高使用圧力、最高使用温度、外径、厚さ及び材料
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(3)主配管の名称、最高使用圧力、最高使用温度、外径t厚 さ及び材料

特ヽ

材  料

(1田Il)

厚   さ

(illill)

外  `径

変更なし

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

く注a)

351

最高使用

匡  カ

(MPa)

変更なし

て注6)

8.0

変更なし

変更なし
(注 0

STPT410

(注 5)

STPT410

主
蒸
気

・
主
給
水
設
備(注研

STPT480

(Ittl)

厚   さ

(注3,4)

8.6

(注 3)

11.1

(注3,4)

21.4

(逆3)

114.3

(llllil)

外   径

(注3)

114.3

(注 3)

40614

最高使用

温  度

(℃ )

230

230

晟高使用

圧  力

(MPa)

(注 2)

7,48

7.48

(注2)

弁 (2FW-520

A、 Bt C)

補助給水配管

合流点

(注 7)

弁 (2FW-562

A、 B、 C)

補助給水配管

合流点

(注 1)

変 更 前 変 更 後

ゼ主
蒸
気

α
主
給
水
設
備

称名

J〉澄
習謝
・卜 」

‐由⌒
ω 0
れ＼
ユ 尚

Oω
田 ▼



ヽ

変 更 後

材  料

変更なし

く注6) 変更なし

351

変更なし

外  径 厚   さ

(■ ull) (航)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

歴  カ

(MPa)

変更なし

(注6)

8.0

名 称

変更なし

主
蒸 :

気

主
給
水
設
備

変 更 前

材  料

SB42

(注 19)

SB410

SB42

厚   さ

(mm)

(注 3,4)

33

(注3,9,19)

33

(注 3.4)

33

外  径

(1皿l)

(注3)

762

(注3,19)

762

(注 3)

762

最高使用

温  度

(℃ )

291

291

名 称

1最高使用

1圧  カ

| (MPa〉

(注 15)|

格納容器貫通部

PEN#225、  251、

352 (注 2)

7.48

主蒸気配管

分岐点

弁十(2MS-527

A、 B、 C)行き

(注 1 5)|

主蒸気配管

分岐点

折卜(2MS-527

A、 B、 C)行き

(注2)

7.48

弁 (2MS-537

A、 B、 C)
|

／
主
蒸
気

・
主
給
水
設
備
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変 更 後

外  径

|

庫 料

(ェⅢl)

変更なし

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

(注 6)

351

最1高使用

旺  力

(MPa)

変更な し

(注6)

8.0

材 料 名 称

主
蒸
気

主
給
水
設
備

SF50 変更なし

変 更 前

厚   さ

(HIIn)

(注 8)

36.8

最高使用 |

温  度 タト

(℃)|

径

(mm)

(注 3)

291  1 220

|

|

|

最高使用

圧  カ

(MPa)

7.48

名 称

(注 13)

主蒸気配管

分岐点

チ註(2MS-520

A、 B、 C)イ子き

チト(2MS-520

A、 B、 C)

主
蒸
気

主
給
水
設
備＼

『

(注 1)

(注2)

(注 3)

(注 4)

(注 5)

(注 6)

(注 7)

(注 8)

(注 9)

記載の適正化を行う。既工事計画書には「弁 (2-FW-562A、 B、 C)～主給水管との合流点」と記載

SI単位に換算したものである。

公称値

エルボについては既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。厚さについては管と同等以上のものを選定する。

記載内容は、設計図書による。                               1
記載の適正化を行 う。既工事計画書には「STPr42」 と記哉

重大事故等時における使用時の値

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「弁 (2-FW二 520A、 B、 C)～外部 しゃ今い壁」 と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「STPT49」 と記載

エアレボについては管 と同等以上の厚 さのものを選定する。

なお (
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「
ノ

(注 10)

(注 11)

(注 12)

(注 13)

(注 14)

(注 15)

(注 16)

(注 17)

(注 18)

(注 19)

(注 20)

記載の適正化を行うと既I事計画書には「外部しゃへい壁
～
蒸気発生器A、 B、 C」 と記載

記載の道正化を行 うと既工事計画書には「蒸気発生器A、 B、 C｀蒸気発生器出ロレジューサ (a2× 30)ま で」と記載

エルボを示すも

既I事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容はf設計図書による。

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (32X30)～外部しゃへい壁」と記載

記載の適I化を行う。既工事計画書には「格納容器外部しゃ入い壁～主蒸気管集合管」と記載

本設備は記載の道正化のみ行うものであり、手続き対象外であると

記載の適正化を行う。既工事計画書には「主蒸気管分岐点～タービン動補助給水ポンプ」と記載

sTPT49同等材 (STPT480)への取替えを行う。

SB42同等材 (SB410)への取替えを行う。

STPT38同等材 (STPT370)今の取替えを行 う。
ヽ
曽

」〉遭
曽頚
・ドユ

Ⅲ
,‖⌒
ω →

れ 的
ユ ＼
ON
口 ω



7 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備に係る次の事項

(7)主配管の名称、最高使用戸上力、最高使用温度、外‐径、厚さ及び材料

・常設
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I

杓
馬

変 更 後

材  料

変更なし

変更なし

変更なし

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

(注 151

360

最高使用

圧  力

(MPa)

変更なし

(注 15)

18.5

名 称

変更なし

非
常
用
炉
,い

冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

材  料

SUS32TP

(注 7〕

SUS32TP

(注 7,25〕

SUS32TP

SUS32TP

SUS32TP

SUS316TP

厚   さ

(mm)

(注 3)

915

(注8,7)

17.5

(速3,7,23)

17f4

(注 3,4)

33.3

(注3,4)

33.3

(注 3,8)

33.3

外  径

(■巴ll)

(注 3)

323.9

(注3,7)

323.9

(注3,7,25)

323.9

(注 3)

323.9

(注 3)

323.9

(注 3)

323.9

最高使用

温  度

(℃ )

150

343

343

最高使用

圧  力

(MPa)

(注2)

4.9

17.16

17。 16

名 称

(注52)

アキュムレータ

A、  B、  C

弁 (2MOV-3808

4、  B、  C)

(注53)

ジ|(2MOV-8808

A、 B、 C)

弁 (2V=8956

A、 B、 C)

(注63)

弁 (2Vi8956

A、 お、C)

弁 (2卜8盟8

A、 B、 C)

Ｆ
非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備
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変 更 後

材  料

SUS304TP

SUS304TP

SUS304TP

SUS304TP

厚   さ

(mm)

(注 8)

7.1

(注 8)

5.5

(注3,8)

7.1

(注 3)

7.1

/

/
5,5

外  径

(llm)

(注 3)

165.2

(注 3)

89.1

(注 3)

165。 2

(注 3)

165。 2

/

/
89.1

最高使用

温  度

(℃ )

(注 16)

40

(注 15)

40

最高使用

圧  力

(MPa)

(注 15)

0

(湛 15)

1.3

名 称

(注 56)

復水タンク

ブロ‐配管

接続日

デ註(2CW-301)

復水タンク

非
常
用
炉
Jい

冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

材  料厚   さ

(mm)

外  径

(lllm)ヽ

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称

憎
＼

(注 1)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「燃料取換用水タンク～弁 (26400A、 B)」 と記載

(注2)SI単位に換算したものである。                                     ―

(注3)公称値

(注 4)エルボについては既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。厚さについては管と同等以上のものを選定する。なお、

記載内容は、設計図書による。

(注5)原子炉格納施設のうち庄力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)及びその他発電用原子炉の附属施設 (火 災防護設
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博

Ｎ

備)の うち消火設備 と兼用

(注6)重大事故等時に使用

(注 7)既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。記載内容は、設計図書による。

(注8)エルボについては管と同等以上の厚さのものを選定する。

(注9)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「燃料取換用水タンク～弁 (2〒8926)」 と記載

(注 10)計測制御系統施設のうちほう酸注入機能を有する設備と兼用

(注H)記載の適正化を行 うЬ雖工事計画書には「SUS27TP」 と記載

(注 12)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「逆止弁 (2-8926)～ 弁 (2-LCV― H5B、 D)」 と記載

(注 13)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「格納容器サンプ～弁 (2T881lA、 B)」 と記載

(注 14)記載の適正化を行 う。記載内容は、既工事計画書の「原子炉格納容器」の 「原子炉格納容器本体」による。

(注 15)重大事故等時における使用時の値

(注 16)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (2-88HA、 B)～弁 (2-8812A、 B)」 と記載       〈

(注 17)記載の道正化を行 う。既工事計画書には「燃料取換用水タンク～逆止弁 (2-8958)」 と記載

(注 18)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「逆止弁 (28958)～弁 (2-8809A、 B)」 と記載

(注 19)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「余熱除去ポンプ入口母管～弁 (歩5400)」 と記載

(注 20)記載の道正化を行 うど既工事計画書には 「充てん/高圧注入ポンプ出日集合母管～弁 (2-8803A、 B)お よび弁 (2-3816)(2-

FE943取付部を除く)」 と記載

(注 21)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「充てん/高圧注入ポンプ出日集合母管～弁 (2二8815)及び弁 (2-8814)(2-FE940取

付部を除く)」 と記載

(注22)記載の適正化を行 う。既I事計画書には「弁 (28815)～分岐点」と記載

(注23)記載の道正化を行 う。既工事計画書には「分岐点～逆止弁 (2-8942A、 B、 C)」 と記載

(注24)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「逆止弁 (2-8942A、 B、 C)～余除去クーラ出由合流点」と記載

(注25)エルボを示す。
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褪

(注 26)

(注27)

(注28)

(注29)

(注 30)

(注31)

(注32)

(注33)

(注 34)

(注35)

(注 36)

(注 37)

(注 38)

(注39)

(注 40)

(注 41)

(注42)

(注 43)

(注 44)

(注45)

(淮と46)

記載の適正化を行う。既工事計画書には「2-FE943お よび2-FE940取付部 (レジユ▼サ4× 3～ レジュ_サ 4× 3)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書に
1ま

「弁 (2-8803A、 B)～ レジューサ (6X3)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (6× 3)～ほう酸注八タンク」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「ほう酸注入タンク出ロレジユーサ (6X3)～弁 (2-8801A、 B)」 と記載

記穀あ適正化を行う。暁工事計画書には|「弁 (2-8801A、 B)～分岐点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「分岐点
～

逆止弁 (歩8944A、 B、 C)」 と記載                :
記謙の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (2-8944A、 B、 C)～主冷却材管ル■プ低温側注入ライン合流点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「 (最小)9.5」 と記載   ヽ

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「 (最小)9,5/― /(最小)9.5」 と記載

公称値は既工事計画書に記載がないため記裁の適正化を行 う。                       '
記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「弁 (歩8816)｀分岐″点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「分岐点～逆止弁 (歩8987A、 B、 C)」 と記載          。

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (2-8814)～ 分岐点」と記載

記載の適
=化

を行 うと既工事計画書には「分岐点～逆止弁 (2-8939A、 と、C)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (2-8937C)及 び弁 (2-8989C)～ 弁 (28940C)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「 (最小)9.5/(最小)9.5/(最小)9,5」 と記載          、

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「逆止弁 (2-8937A、 B)及び逆止弁 (2-8989A、 B)｀余熱除去クーラ出日合流点子と記

載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (2-8973A、 B(C)～弁 (2-8945A、 B、 C)」 と記載

余熱除去設備と兼用

余熱除去設備及び計測制御系統施設のうち曝う酸注入機能を有する設備 と兼用

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「余熱除去クエラ出ロラインと非常用炉心冷却設備との取合点～弁 (2-8818A、 B)及び

弁 (2と8819)」 と記載          
´
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(注47)

(注48)

(注49)

(注 50)

(注 51)

(注 52)

(注 53)

(注54)

(注55)

(注56)

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「弁 (2-8818A、 B)～逆止弁 (2‐ 8971A、 B)を経て工
=ル

ドレグループB注入ラインヘ

の分岐点」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「コール ドレグループB注入ラインヘの分岐点～逆止弁 (2-8973A、 B、 C)」 と記載

記載の道正化を行う。既工事計画書には「弁 (2-3819)～分岐点」と記載

記載の適正化を行う。斑工事計画書には「分岐点～逆上弁 (2-8935▲ 、B)」 と記載

記載の適正化を行う。既I事計画書には「弁 (2-8935A、 B)走弁 (2re940A、 B)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「アキ́ュムレータA、 B、 C～弁 (2-8808A、 B、 C)」 と記載

評載の適正化を行う。既工事計画書に
1ま

「弁 (2-88oSA、 B、 、C)～逆止弁 (2-8948A、 B、 C)」 と記載

本設備は既存の設備である。  ・         i

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)と 兼用

蒸気タービンの附属設備及び原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)と 兼用Ｎ
会
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8 化学体積制御設備に係る次の事項

(7)主配管の名称、最高使用圧力、最高使用温度、外径、厚さ及び材料

Ｗ
管

J〉巡
習謝
ヽ‐
‐
,帯⌒
ω ユ

油 くo
ユ＼
ON
Ⅲ ω



―つ乃

イ

Ｕ
い

度

(℃ )

弁 (2Vr8378A)

弁 (2V-8378B)

(滋 5)

称名

化
学
体
積
制
御
設
備

材  料

SUS27Tp.

SUS31eTP

SUS316TP

(艤)

厚   さ

(注8)

11.1

(注8,4)

11.1

(滋 3〉

11。 1

/

11。 1

/

(注 3)

88.9

(mm)

外  径

89.1

(浅 3)

(連8)

89.1

/
89.1

/

最高使用

温  度

(℃ )

34317.16
弁  (2V-8378A)

弁 (2V-8378B)

積
制
御
設
備

変 更 前

最高使用

圧  カ

(MPa)

称名

ど〉選
営謝
・卜 」

構⌒
ω 尚

れ 0
・工＼
0時
口 ω



・)為
ゴ

Ｎ
『

(注1)記哉の適工化を行 う。既工事計画書には「充てんポンプ入ロライン集合母管」と記載

(注2)SI単位に換算したものである。

(注3)公称値               !                        ,

(注4)エルボにういては既工事計画書に記載がないため記載の道正化を行 う。厚さについては管と同等以上のものを選定するとなお、

記載内容は、設計図書による。             1

J〉選
普潮
・ト ユ

‐
附⌒
ω N
れ ユ

エ＼
0中
コ ω

変 更 後

高使 高使

名 称 さ

(MPa) (℃ ) (llull) (HI【 1)

変更なし

化
学
体
積
制
御
設
備

変 更 前

F早   さ材
｀

料

(mm)

(最小〉

914-

/

/
(最小)

9。 4

(注 3)

ASTM

A182

F304

(SUSF304

相当)(9.4

/

/
9,4)

最高使用|

臣  カ
ー

(MPa)

(差

6■ 1

/
17.16 343

(差

6111

名 称

(注6)

チ言(2AOV-8145)

弁 (2V-8377)

化
学
体
積
制
御
設
備



増
単

(注5)非常用炉心冷去瞬設備その他原子炉注永設備及び計測制御系統施設のうちほう酸注入機常を有する設備と兼用

(注6)既工事計画書に記載がないため記載の道正イとを行う。記義内容は、設計図書による。

(注7)記裁の適正化を行う。既工事計画書には「弁 (2-8706A、 B)～充てんポンプ入ロライン集合母管」と記載   _
(注8)非常痢炉心冷却設備その他原子炉注水設備と兼用

(注9)記載の適正化を行う。既工事計画書に,ま 「弁 (2二LCV― H5]、 D)年充てんポンプ入甲ライン集合母管」と記載

(注10)記載の適正化を行う。既工事計画書には「充てんポンプ入ロライン集合母管～充てんポンプA、 B、 C」 と記載

(注■)評載の適正化を行う。既工事計画書には「充てんポンプA、 B、 C出 ロレジュエサ (4× 3)～ 充てんポンプ出ロライン集合母管」

と記載

(注 12)重大事故等時に使用

(岸 13)記載の適正化を行う。既工事計画書には「充てんポンプ出ロライン集合母管レジューサ (4X3)～ レジューサ (4X3)」 と記裁

(注 14)記載の道正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (4× 9)～弁 (2T8107)」 と記載

(注 15)記載の道正化を行う。既工事計画書には「SUS27TP」 と記載

(注 16)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (2-ユ107)t抽 出水再生クエラ本口Jと 記載

(注 17)重大事故等時における使用時の値

(注 18)_記載の適正化を行う。既工事計画書には「抽出水再生クーラ～弁 (歩8146)」 と記載            .
(注 19)記載の道正化を行う。既工事計画書には「弁 (2i8146)～ 弁 (2-83788)」 と記栽

(注20)記載の道工化を行う。既工事計画書には「弁 (2-LCV460)～ 抽出水再生ク■ラ～レジ■―サ (3× 2)」 と記載

(注21)本設備は記載の適正化のみ行うものであり、手続き対象外である。

(注22)記載の適正化を行う。既工事計画書には「弁 (2-8140A、 B、 C)～抽出水非再生クーラ」と記載

(注23)手ルボを示す。

(注24)記載の適正化を行うも既工事計画書には「、(最小)6J l」 と記載

(注25)公称値は既工事計画書に記載がないため記載の道正化を行う。

(注26)記載の道正化を行う。既工事計画書には「SUSF304相 当 (ASTM A182 F304)」 と記載
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中
ヽ

(注27)

(注28)

(注29)

(注 30)

(注 31)

(注 32)

(注 33)

(注 34)

(注 35)

(注 86)

(注37)

(注 3む )

(注 39)

(注40)

(注41)

(注 42)

(注 43)

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「 (最小)6,1/(最小)6.1/(最小)6。 1」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「 (最小)6.1/(最小).6.1/― 」と記載

記載の適正化を行 うと既工事計画書には「弁 (2-LCV-115E)～ レジ■―サ (8X4)」 と記載

記載の適耳化を行う。既I事計画書には「レジューサ (8× 4)営充てんポンプ入ロライン集合母管」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「充てんポンプ出ロライン集合母管分岐点営弁 (28105)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「弁 (2-8105)～ レジューサ (3× 2)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジュ‐サ (3× 2)～封水注入フィルタA、 B～ レジユ▼サ (3× 2)」 と記載

エルボについては管と同等以上の厚さのものを選定する。

記載の適■T_化 を行う。既工事計画書には「レジュエサ (3× 2)～各冷去,材ポンプヘの分岐ラインレジューサ (3× 2)」 と記載

記載の適
=化

を行う。既工事計画書には「レジューザ (3× 2)～ レジューサ (2Xl)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (2Xl)～弁 (2-8869A、 Bt C)～ レジユーサ (2Xl)」 と記載

記載の適I化を行う。既工事計画書には「レジューサ (2Xl)～ レジ子
~サ (2Xl 1/2)」 と評載

記載の適正化を行うょ既工事計画書には「レジューサ (3× 2)～封水フィルタ～封水クーラ～弁 (28484、 2-8482)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「充てんラインからの分岐点～弁 (2-8145)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「 (最小)0.5」 と記載                            ,
SUS27TP同等 材 (SUS304TP)へ の 取 替 え を行 う。

記載内容は、班工事計画認可申請書 (平成23年 8月 1日 付け関原発第203号工事計画認可申請書、平成23年8月 15日 付け平成23・

8・ 01原第6号にて認可)に よる。なお、本工事計画は、認可された工事計画に対してて基本設計方針の変更を行うことに伴い申

請するものであると
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工事計画認可申講 第静14図

高 浜 発 電 所 第 2号 機

原子炉冷却系統施設に係る機器の

配置を明示 した図面

(「
一次冷却材の僑環設備)(1/10)
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工事計画認可中請 第315図

高 浜 発 電 所 第 2号 機 |
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原子炉冷却系統施設に係 る機器の

配置を明示 した図面

(一次冷却材の循棄設備〉(2/10)

関 西 電 力 株 式 会 社
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工事計画認可中請 第316図
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高 浜 発 電 所 第 2号 機

原子炉冷却系統施設に係る機器の

配置を明示 した図面
(=次冷却材の循環設備)(3/10)

関 西 電 力 株 式 会 社



V

工事計画認 可中諦  第31-■図

高 浜 発 電 所 第 2号 機

配避を明示 した lメl面

(一 次冷却材の循棗設備)(8/10)
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高 浜 発 電 所 第 2号 機

工事計 l歯 認可中請  十第3113図

原子炉冷却系統施設に係 る機器の

配目を明示 し′た図面

(‐ 次冷却材の循環醐 市)(10/10｀
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工事計画認可申請 第3「20口

高 浜 発 電 所 第 2号 機

原子炉冷却系統施設に係 る機器 (′ノ

配置を明示 した図面

(主恭気・主給水設備 )(6/9)
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第3121図工事計画認可申請

高 浜 発 電 所 第 2号 機

原子炉冷却系統施設に係る機器の

配置を明示した図面

(主蒸気・主給水絞捕)(7/9)
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別添 2(9/11)令 和 4年 3月 10日
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高 浜 発 電 所 第 2号 機

原子炉冷却系流施設に係る機器の

配置を明示した国面

(非常用炉心冷却設備
その他原子炉注水設備)(3/43) |
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関 西 電 力 株 式 会 社
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高 浜 発 電 所 第 2号

原子炉冷却系統施設に係 る機恭の

配置を明示 した図面

(化学体積制御設備,(8/8)
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関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

使用前検査成績書

要 領 書番 号  :原規規収第 1610072号 99

成績書管理番号 :卜06    '

分介ヮ字年 デ月

原子力規制委員会



使用諦検査成績書

1発亀'所名,  関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

2検査申請    検査申請一覧表のとおり

3検査期日    自:分4ヮ 字 年 3月 ど 甲

至角芥2年 年3月 じ日

4検査場所    使用前検査記録のとおり

5検査実施者   検査結果一覧表のとおり

6検査結果    検査結果一覧表のとおり

7添付資料  t 使用前検査記録

成績善管理番号 :と -06



検査申請書番号

(申請年月日)

関原発第321号 (平成 28年 10月 7日 )

関原発第435号 (平成 30年 3月 20日 )

脚原発第 47号 (平成 30年 4月 20日 )

関原発第203号 (平成 30年 7月 4日 )

関原発第260号 (平成 30年 8月 20日 )

関原発第416号 (平成 30年 12月 5日 )

関原発第505号 (平成 31年 2月 1日 )

関原発第513号 (平成 31年 2月 6日 )

関原発第  4号 (平成 31年 4月 4日 )

関原発第 69号 (2019年 5月 :16日
)

関原発第 116号 (2019年 6月 24日 )

関原発第205号 (2o19年 8月 23日 )

関原発第 511号 (2020年 1月 31日 )

関原発第 543号 (2020年 2月 26日 )

関原発第618号1(2020年 3月 24日 )

関原発第 23号 (2020年 4月  7日 )

関原発第 23号 (2021年 4月 30日 )

関原発第293号 (2021年 8月 2日 )

関原発第 562号 (2022年 2月 28日 )

成績書管理番号 :卜02‐ 2

検査申請一覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認し表中に追記する。

Z



検査結果一覧表

成績書管理番号 :卜06

は,

特記事項

4し

検査立会責任者

紺 ター・ジ‐守レ主任技術者

原子力検査官

彪 永 「警

た ':す 匁蜀

検査結果

庭

検査年月日

令不田 4年
ど月づ日



添付資料 と

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

≒ 共通事項
成績書管理番号 :卜06

検査年月日 :令和 ネ 年 ザ 月 ど 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 σ■

検査をする工事の正

程、期日及び場所が申

請書 どお りであるこ

とを

記録確認 σ―

工事計画の認可番号の

記載が適七ガで ぁる こ

と。

記録確認 σ―

党



関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

(下号検査)

添付資料 3-1

使用前検査記録

成績書管理番号 :卜06

襟査年月日 :令和 ネ 年 じ 月 づ  日

検 査 場 所 :関西竃力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認

必要な図画等が準備されていること。 図面等確認 伊―
＼検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認 良・篭ヲ

系統構成が完了していること。
立会/

ω 伊
エ

手



′
                        添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

(一号検査)

一 成績書管理番号 :1-06

検査年月日 :令和 字 年 ご 月 ど 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

計測制御系統施設

制御用空気設備

主配管

別添 1参照の太線枠内の範E]

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

材料検査

寸法検査

外観検査

組立て及び据付け状態を確認す

る検査

耐圧検査
f

漏えい検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

庭
目視

ω

備考

・記録確認は、工事計画に基づき中請者が行つた試験・検査の品質記録 (※)によるも

※ 通合性確認検査成績書の識別番号 :T2■ -0216

ど



工事計画本文||(原1規規発第160610心与 (:平成28年6月 11■ 日1認1可
)|:)

計測制御系統施設

加圧水型発電用原子庁施設に係るもあ |(携竜漁庶手幕σ)ヽ運議を巻蓮す|なた魅あ稿獅桑きた藤なもあを除k:'|た五ちを患:炭あ掌装
9 制御用空気設備に係る次の事項

|

(5)主配管の名称、1最高使月二歴力、最高使用温度〔外径(=庫さ及び材料

・常設

(次ページに続く)

i＼
゛

湮
頚
ユ

（
ユ
＼
ｏ
）
↓
き
ヽ
村
ω
コ
ω
ロ



沖

変 更 後

変更なし

STPT370

STPT370

変更なし

厚   さ

(mm)

(澁 3)

3,4

外
「  径

(mh)

(澁 3)

B4.0

(澁 3)

60。 3

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

(注 5)

138

最高使用

圧  カ

(MPa)

変更なし

(注 5)

0,98

名 称

変更なし

制
御
用
空
気
設
備

変 買 前

材  料

STPG42

STPG410

厚   さ

(HIHl)

(澁 3)

3,9

外   径

(mm)

(注 3)

60.3

(注 3)

60。 3

最高使用

温  度

(℃ )

50

最高使用

圧  力

(MPa)

0.83

名 称

(澁 12)

補1

御
用
空
気
設
備

介‐(2V-6204A、  B)

ブ4 (2V-6269B、  C)



ヽ

材  料

(注 生3)

STPT370

(注 13)

STPT370

(注 6,13)

ASTM

A105

Gr H

(S25C

担当)

(m俎1)

厚   さ

(注 3,13)

3,4

(注 3,13)

3,9

(注 6,13)

(最小)

6.0

(注 3)

(6.0)

(注 3,13)

34.0

(注 3,13)

60。 3

(ェldl)

外  径

(注 3,6】 13)

(差 し込み

部の内径 )

61.1

最高使用

温  度

(℃ )

138

(注 5)

最高使用

圧  カ

(MPa)

(法 5)

0。 98変更なし

称名

制
御
用
空
気
設
備

材  料

(mm)

厚   さ

(工lEl)

外  径

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)

弁 (2V-6204A、  B)

デ辞(2V-6269B、  C)

称名

制
御
用
空
気
設
備

運
漸

ユ

（
ω
＼
ｏ
）
↓
営

ヽ
構
ω
渤
ω
ロ



＼
も

変 更 後

材  料

STPT370

(注S

ASTM

A105

Gr Ⅱ

(S25C

相当)

厚    さ

(■lm)

(注 3)

3。 9

/
3.4

(注 6)

(最小)

6,0

/

(最小)

6.0

/

(注 3)

(6.0

/
6.0

/
-)

外   径

(mm)

(注 3)

60。 5

/
34.0

(注 3,6)

(差し込み

部の内径)

61.1

/

(差し込み

部の内径)

61.1

/

最高使用

温  度

(℃ )

(注 6)

138

最高使用

圧  力

(MPa)

(注 5)

0.98

名 称

弁 (2V-6204A、  B)

弁 (2V…6269B(C)

制
御
用
空
気
設
備

変 更 前

材  料厚  さ

(■霞l)

外  径

(mm)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  力

(MPa)

名 称

選
頚
工

（（
＼
ｏ
）
静
営
ヽ
常
ω
れ
ω
劇



変 更 後

材  料

STPT370

厚   さ

(mm)

(注 3)

3.9

/

/
3,9

外  径

(llm)

(消 i3)

60。 5

/

/
60.5

最高使用

温  度

(℃ )

(澁 5)

138

最高使用

圧  力

(MPa)

(注 5)

0.98

名 称

グ書(2v-6204A、  B)

弁 (2Vi6269B、 C)

制
御
用
空
気
設
備

変 更 前

材  料厚   さ

(mm)

外  径

(ll11)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa):

名 称

＼
＼ (注1)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「計器用空気乾燥器A、 B出 日の仕切弁走格納容器内逆止弁 (2-6204A、 B)」 と記載

(注2)SI単位に換算したものである。

(注3)公称値

(注4)記載の適正化を行うP既ェ事計画書には「STPG42」 と記載

(注も)重大事故等時における使用時の値                                     I
(注6)本設備は既存の設備である。           (
(注7)記載の適正化を行う。既工事計画書には「計器用空気乾燥器A、 B出 ロライン分岐点～計器用補助空気そう」と記載

(注8)記載の適正化を行う。既工事計画書には「計器用補助空気そうラインヘの分岐点～主蒸気大気放出弁および補助給水用弁」

載

(注9)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「計器用空気乾燥器At B出 ロライン分 l「支点ん中間建屋および補助建犀」と記載

(注 10)当該ラインについては、主配管に該当しないため記載の適正化を行 う。

(注 11)エルボについては管と同等以上の厚さのものを選定する。

と記

選
那

ユ

（
９
＼
ｏ
）
↓
謝
本
構
ω
渤
ω
Ⅲ



(注 12) 既五書計画書た講裁がないたあ護義ら適壷ィとを行ぢす議義氏蓉はi:設手歯彗|こ|よ な。
(注 13)エルボを示す。  ́        :
(注 14)STPG42同等材 (STPG410)への取替えを行うも

.ヽ

蔵

●郭 :

（０
＼
０
）
ゆ
習
ヽ
構
ω
渤
ω
Ш
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関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

使用前検査成績書

要領 書番 号 :原規規収第 1610072号 99

成績書管理番号 :1-08

今加 牛｀
年 θ月

原子力規制委員会

F !



使用前検査成績書

1発電所名 関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

2検査申請    検査申請下覧表のとおり

3検査期日   自 ↑か ら 年 2月
'8日

季舟静誤年オ月,日
◆瀬呼 づ iO

4検査場所    使用前検査記録のとおり、

5検査実施者   検査結果一覧表のとおり

6検査結果 検査結果一覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録

成績書管理番号 :卜08

β

/



検査申請書番号

(申請年月日)

関原発第 32

関原発第 43

関原発第 4

関原発第 20

関原発第 26

関原発第 41

関原発第 50

関原発第 51

関原発第

関原発第 6

関原発第 11

関原発第 20

関原発第 51

関原発第 54

関原発第 61

関原発第 2

1号

5号

7号

3号

0号

6号

5号

3号

4号

9号

6号

5号

1号

3号

8号

3号

(平成 2

(平成 3

(平成 3

(平成 3

(平成 3

(平成 3

(平成 3

(平成 3

(平成 3

(201

(201

(201

(202

(202

(202

(202

8年 10月 7日 )

0年 3月 20'日 )

0年 4月 20日 )

0年 7月 4日 )

0年 8月 20日 )

0年 12月 5日 )

1年 2月 ■日)

1年 2月 6日 )

1年 4月 4日 )

9年 5月 16日 )

9年 6月 24日 )

9年 8月 23'日 )

0年 1月 31日 )

0年 2月 26日 )

0年 3月 24日 )

0年 4月  7日 )

閣稼駐%23七 tz′ 2/拝 4月 ど,8)

爾

“

亮%Zη爵 こと′2/4'7月 2g)
翼埼り&浮 oどZ写 (ル22や 2々 2′協)

成績書管理番号 :卜08

検査申請一覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認し表中に追記する。

2



検査結果一覧表

成績書管理番号 iと-08

"

特記事項

み し

検査立会責任者 尋

すLり_タイレ、主任技術者

原子力施設検査官 4

ジ烈 入 久

検査結果

↓皮

検査年月日

警静3年

2月 F8日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

共通事項
成績書管理番号 i卜 08

検査年月日 :今み>3年 2 月 rB 自

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認

検 査 をす る工事 の工

程、期日及び場所が申

請書 どお りで ある こ

と。

記録確認 C動・二

工事計画の認可番号の

記載が適里であるこ

と。

記録確認 ③―

箕



添付資料 3〒 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
|(一号検査)

成績書管理番号 :卜 08

検査年F日 i冷なみ31年 2月 rが 日

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 | 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 Q注
必要な図面等が準備されていること。 隠面等確認 ⑧―

検査用計器が校正されてお り有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。      i

記録確認 ①,一

系統構成が完了していること。

す



添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

(一号検査)

成績書管理番号 :卜08

検査年月自:看済ね3年 2 月 r8日
検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

原子炉格納施設

庄力低減設備その他の安全設備

格納容器安全設備

主配管  別添1に示す範囲

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

材料検査

寸法検査

外観検査

組立て及び据付け状態

を確認する検査

耐FE検査、

漏えい検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

え
③

鉤

備考

。記録確認は、工事計画に基づき申請者が行つた試験 。検査の品質記録 (※)による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-1‐ 0204

*検査対象のうち目視で確認した範囲を除く範囲について確認        |

,目視で確認した範囲 :添付資料 3-3参照

6



添付資料 3‐ 3

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

(一号検査)

(立会検査)

成績書管理番号 :卜08

検査年月日:神 3年 乞 月 r8日
検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検査対象設備名 項 目 測定値等 検査結果 検査方法

弁 佗MOV-542働

格納容器貫通部

PEN1301
外観検査

組立て及び据付け状

態を確認する検査

耐圧検査、

漏えい検査

別紙 2参照 之 目筏!※
1

格納容器貫通郡

PEN#301

弁 杞V-5421)

弁 鬱V-5420

下部キャビティ

取合点

備考

※ 1:検査対象のうち別添 2に示す範囲について確認

ク



添付資料3-4

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表
成績書管理番号 :と・ 08

検査年月日 :令和 3年 2月 18日

検査項目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月日

有効期限
備考

耐圧検査、

漏えい検査
圧力計

2020,と 2.と と

2021.3.3と

面ヽと圧検査、

漏えい検査
圧力計

2020.12.11

2021.3,31

以下余白

ケ



丹叫湘氏2

圧

圧

分

水

気

区

最高使用

―圧カ

(MPa)

耐圧検査

規定圧力

(MPa)

耐圧検査時

圧カ

(NIP a)

保持

時間
4

(分 )

漏えい検査時

圧カ

(MPa)

2、 81 水圧2、 822, 7※ 1 2, 7

備考

※1:重大事故等時における使用時の値

/「
T・｀ゝ

√4

2



ヽ
亀

原子炉格納施設

加圧水型発電用原子炉施設に係るものにあっては、次の事項

3 圧力低減設備その他の安全設備に係る次の事項

(1)格納容器安全設備に係る次の事項

ジ 主配管の名称、最高使用圧力、最高使用温度、外径、

・常設                    ―

厚さ及び材料

↓
営

ω
常

囀
沌

洋∞

コ
　

　

瀬
」蘇
牌
（牌添
）

`

変 更 後

材  料

(注 26)

SUS27TP

SUS304TI

SUS304TI

SUS304TI

SUS304T,

外  径 1厚 ‐さ

(nlm) (hm)

(注3,26,27)

5.5

(注3,27)

5.5

(注 3) (注 3,27)

89. 1 5.5

(注 3メ (注3127)

7.116512

(注 3)

165。 2

/

(注 3)

7.1

/
5.589,11

(注3,26)

88.・ 9

(注 3)

88.9

最高使用

温  度

(℃ )

(注嘔

最高使用

圧  力

(MPa)

(注 9)

2,7

名 称

原子炉下部

キャビティ注水
°
ポンプ攘日配管

分岐点

弁 (2MOV-5420)

格
納
容
器
安
全
設
備

変 更 前

材  料

最高使用

温  度

(℃ )

外

|

径 |厚   さ

(mm)    (mm)

名

1最高使用

称  |「  力

1佃Pう

(次ベージに続く)

□ :検査対象範囲



|)

変 更 後

材  料

SUS304麟

SUS304TP

厚 さ

(llttll)

(注3)

5.5

/

/
5.5

(滋3)

7,1

/

/
7.1

最高使用|

温  度|

(℃).

外  径

(1殴lll)

88.9

/

/
‐
89。 1

95

165.2

/

/
165。12

最高使用

服  カ

(11正
)a)

(注 9)

2,7

名 称

原子炉I部

キャビティ注水

ポシプ出白配管

分岐点

弁 (2MOV-5420)

格
納
容
器
安
全
設
備

変 更 前

材  料外  径―

(租 m)

厚  さ

(臓l■)

最 用

圧  カ 度

(MPa) (℃ )

名 称

＼

◆
誉

ゆ
載

博
こ

岸ω
コ
　
　
コニ募
μ
（く
ｅ

日 :検査対象範囲



‐‐‐ヽ
ゝ

つ

ヽ
停

変 更 後

厚  さ

(盟観)|

材  料

(連3,

5,5

(注3,

5.5

外  径

(nm)

(滋 8〕

88.9

(注る)

88。 9

最高使用

温  度

(℃ )

(注 9)

138

(注 9)

138

最高使用

睡  カ

(MPa)

く遠9)

2,7

(滋9)

2,7

名 称

弁  (2想 )Vi5420)

格納容器貫通蔀

PEN梓301

格納容器賞通部

PEN帯301

弁 (2V-5421)

格
納
容
器
安
全
設
備

変 更 前

材  料厚   さ

(曖m)

外  径

(題)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

匠  カ

(MPa)

名 称

◆
営

∞
常

Ю
転

ド∞
コ
　
　
】
二郭
μ
（∞卜
）

□ :検査対象範囲



魯

:)

変 更 後

材  料

SUS304g

SUS304田

SUS304田

SUS3041理

厚   さ

(翼4)

(注 3)

5 5

(注3,27)

7.1

(注 3)

7.1

/
5。 5

(注3)

5.5

/
5。 5

/

外  径

(口霞)

く注3)

88.9

(歳 3)

165。 2

(注3)

165.2

/
89.1

(注 3)

88.9

/
88.9

/

最高使用

温  度

(℃ )

(注9)

138

最高使用

匠 カ

(服a)

(注 9)

2.7

名 称

格
船
容
器
安
全
設
備

弁  (2平
-5421)

下蔀キャビティ

取合点

変 更 前

最高使婦

圧  カ

(MPa)

高使用|

度| 外  径 厚   さ材 料

(℃ ) (五臓日と) (題)

名 称

ヽ
特

(注1)記我の道工化を行す。既工事詩画書には
'弁

(2-6400A、 B)～内部スプレボンプ (SP-1、 A、 3、 C、 D)への分岐点」と記載

(注2)SI単毎に換算したものである。                                         .
(注 3)‐ 公称値                       □ :検査対象範囲

↓
譜

∞
＝

〕
沌

串∞
コ
　
　
瀬
ェ琳
Ｐ
（卜＼ｅ



ゝ
＼

(注4)原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備及びその他発電用原子炉の附属施設 (火災防護設備)の う

ち消火設備 と兼用                                                  `

(注5)既工事計画書に記栽がないため記載の適正化を行 う。記載凸容は、設計図書による。

(注6)記載の適正化を行うも既工事計画書には「格納容器サンプB～弁 (2-6408A、 B)」 と記載

(注7)記載の道正化を行 う。記載内容は、既工事計画書 「原子炉格納容器」による。

(注8)原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉Ⅲ水設備 と兼用        __
(注9)重大事故等時における使用時の値

(注 10)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (2-640BA、 B)～ 内部不プレイポンプヘの合流点」と記載

(注 11)エルボについては既工事計画書に記載がないため記載の道正化を行 う。厚さについて,ま管と同等以上のものを選定する。なお、

記載内容は、設計図書による。                              
′

(注12)記載の適正化を行う。既工事計画書には「内部スプレポンプヘの分岐点｀内部スプレポンプ入ロレジ■ニサ (10X8)」 と記載

(注 13)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「内部スプレポンプ出画レジューサ (8× 6)～ 内部スプレクーラヘの合流点」と記載

(注 14)記載の適正化を行う。既工事計画書には「内部スプレクーラ入山合流点～内部スプレクーラ出日分岐点」と記載

(注 15)重大事故等時に使用

(注16)記載の適主化を行う。既工事計画書には「内部スプレクエラ出日分岐点～外部しゃへい壁貫通都」と記載

(注17)記載の適正化を行う。既工事計画書には「弁 (2-6417A、 B)｀ エゼクタ」と記載

(注 18)エルボを示す。

(注 10)記載の適正化を行う。既工事計画書には「内部不プレボンプ出自分岐点～エゼクタ～内部スプレポンプ入口管」と記載

(注20)記載の適正化を行 う。既I事計画書には「よう素除去薬品タンク～弁 (2-6417A、
IB)」 と記載

(注21)記載の適正化を行う。既工事計画書には「外部しやへい壁貫通部～レジニ●サ (8X6)」 と記載

(注22)記載の適正化を行う。既工事計画書には「オジアイス～内部スプレジングヘジダ (lA、 2A(3A、 4A、 lB、 2B、 3B、 4B)」 と記載

(注23)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「内部スプレクーラ出口分岐点～弁 (2-641lA、 B)Jと 記載

(注 24)SUS27TP同等材 (SUS304TP)へ の取替えを行う。

↓
営

∞
常

時
沌

岸∞

コ
　

　

れ
こ
郭
畔
（い
番
）



(注25)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「レジニーサ (8× 6)お よび分岐点～オ リフィス」と記載

(注 26)'本設備は既存の設備である。

(注27)エルボについては管 と同等以上の厚 さのものを選定する。

味

↓
智

∞
＝

囀
沌

岸∞

コ
　

　

瀬
こ
郭
梓
（ω卜
）
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高 浜 ,と 電 所 第 2号 機

原子炉格納施設に係る機器の

語息後を明示した図面

(圧力低減設備その他の安全設備
(権糸内容器安全設備))(24/25)

↓
営

∞
＝

Ｎ
通

解∞

コ
　

瀬
ェ
辣
］
（洋苫
）

関 西 電 力 株 式 会 社



ヽ
甫

原子炉格納施設に係る機器の

配置を明示した図面
(圧力低減設備その他の安全設備
(格納容器安全設備))(25/25)

↓
普

∞
載

Ю
油

牌∞

コ
　

讚
二
郭
Ю
（Ｎ苫
）

関 西 電 力 株 式 会 社
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検査結果一覧表

成績書管理番号 :卜 08

竹

ヽ
玲

特記事項

『dし

検査立会責任者

衆イぅ_.夕_ど七/主任技術者イベ を

Ｒデ，／ 一みキ

原子力検査官検査結果

我ヽ令和  d 年

ノノ月 7日

検査年月日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
、共通事項            |

成績書管理番号 :1-08

検査年月日妥湧帥 ∂ 年 ′ノF ァ
日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 @・
二

検査 をす る工事 の工

程t期 日及び場所が申

請書 どお りで ある こ

と。

記録確認 Q
(

工事計画の認可番号の

記載 が適切で ある こ

と。

記録確認 Q・ 一

′

'



添付資料 3-1

関西電力株式会社高浜発露所第2号機 使用前検査記録
―

(二号検査)｀

成績書管理番号 :卜08

検査年月日 :を
瀕諄a午 ィオ 月  P日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

ハ

確認事項 確認方法  | 結果 備考

申講者の品質記録が準備されていること。 記録確認

|

Q一

必要な区面等が準備されている.こ と。
i

図面等確認

|
Θi二

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範隠、測定精度を有してい

ること。             ‐

記録確認 Q―

e
⑩ |

〔動|ァ

2'



検査結果

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

(一号検査)

添付資料 3-2

使用前検査記録

成績書管理番号 :卜08

検査年月日:浴
彩じ年 //月 夕 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検 査 対 象

原子炉格納施設

圧力低減設備その他の安全設備

放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備

熱交換器、主配管

別添 1参照の太線枠内の範囲

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

材料検査

寸法検査

外観検査

組立て及び据付け状態を確認す

る検査

耐圧検査、

漏えい検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

災
①

範

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行った試験・検査の品質記録 (※)による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-1-0120

*検査対象のうち目視で確認した範囲を除く範囲について確認

。目視で確認した範囲 :添付資料 3〒 3参照

電/



検査結果

添付資料 3-3

関西篭力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録 .

I(一号検査) :  .  '
(立会検査)

成績書管理番号 :1-08

検査年月日 :全矛 a年 ノノ 月 夕 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

iら

検査対象設備名 項 目 測定値等 検査結果 検査方法

。熱交換器

A格納容器循環

冷日援房ユニット
~

組立て及び据付け状

態を確認する検査 碇

目析!挙
1

耐圧検査、

漏えい検査
丹ll紙 2参照

ヽ

災

備考           ヽ

※ 1:検査対象のうち別添 2に示す範囲について確認

をあ



添付資料 3-4

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表     i
成績書管理番号 :1-08

検査年月日 :令和 3年 11月 9日

検査項目 検査月計器 管理番号 測定範震l 測定精度
校正年月日
1有

効期限
備考

耐圧検査、

漏えい検査
圧力計

ZνT′
/ク、ア

ジL少″と′を=∂

儀 )

耐圧検査、

漏えい検査
圧力計

″0之/,タィ金

2だ ,々夕
`定

｀
に旨tどジ

以下余白

23



1         房明賦2

(令和 3年 11月 9日 )

″'・｀
 ゝ(

最高使用

圧カ

(MPa)

※ 1

耐圧検査

圧カ

(MPa)

※2

保持

時間

(分 )

漏えい検査

圧力

(MPa)

圧

圧

分

水

気

区

/7.Zチ // /iど

'

水圧

備考         ―

※1:重大事故等時tとおける使用時の値

※2:最高使用圧力
※lXl,0(1.2MPa× 1,0=1 2MPa)以上

之文



工事計画本文 (原規規発第1606105号 (平成28年6月 10日 認可))
原子炉格納施設    :
3 圧力低減設備その他の安全設備に係る次の事項

(4)放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循乗設備に係る次の事項
口 熱交換器の名称、種類(容量、最高使用圧力、最高使用温度、伝熱面積t主要寸法、材料、個数及び取付箇所

`常設

□ :検査対象範囲

(1/2)

的
∝
げ

湮
郭
岸
　

（
ド
＼
卜
）

↓
轡
∞
載
Ｐ
Ｐ
ｈ
　
ｏ
コ

変 更 後

A格納容器循環冷暖房ユニツト (注 1)

冷却コイル

1 2

161

155

1

変 更 前

名 称

M甲/個

MPa

℃

MPa

℃

Ш2/個

■Ⅲl

Hllll

HIHl

IILIl

IILIl

種 類

容 違菫卜注21

最 高 使 用 圧 力 l注め

最 高 使 用 温 度 (膨)

最 高 使 用 圧 力 (沖)

最 高 使 用 温 度 はめ

伝 熱 面 積 (注か

吸  込  日  径

吐  出  日  径

た て

横

一局 さ

材 料

個 数

管
側

月同
側

主
要
寸
法



(2/2)

酪 納容器再循環ライン

変 更 後変 更 前

統 名

，

系

く ラ イ ン 名

設   置 : 床

一の
号

上

′
許
・番

防

画

水溢

区

浴 水 防 護 上 の

配 慮 が 必 要 な 高 さ

取
付
箇
所

僧
螺

削
霊
郭
μ
　

（
〕
＼
卜
）

↓
営

∞
常

Ｐ
μ
沌
　
⑮
コ



)

・♪

・ 鐸 輔 費

ヌ 主配管の名称(最高使用圧力、最高使用温度、外径、厚さ及び材料

El:検査対象範囲

Ｎ
Ｗ

瀬
轟
勢
μ
　

（
∞
＼
卜
）

↓
習
∞
載
岸
μ
通
　
⑮
可

変 更 後

材  料

SPG

厚 さ

ω

(注 2〉

■ 2

外  径

(E胆)

(注D

2,300

×

2,3∞

最高使用

温  度

俺 )

く,ヨigE

155

最高使用

圧  カ

(h電
)a)

く注3)

0

名 称

く浅″,)

可
燃
性
ガ
ス

達鋒
制 性
御 物
設_質

霊 湊
び 制

縁禦
納 備
容 及
器 び
再
循
環
設
備

賂 納揺

循環冷暖房

ユニツト

ダクト開放機構

材  料厚 さ

(田亀l)

外  径

(m)

最高使用

温  度

t(℃)

最高使用

圧  カ

俄 a)

名    称



‐)つ

(注1)既工事計画書に記載がなぃ々 め記議の適正化を行う。記載内容は、設計図書による。
(注 動   

ノ

ム

｀

荷 イ 直                   
、                                                                                                   、

は鋤 重大事故等時における使用時の値                 '
は④ 八日と出甲の日径が異なる管である。                   1
(注D本設備は既存の設備である。              1    . す

】
当

瀬
二
欝
卵
μ
　
　
（
ふ
＼

卜
）

登

３

常

μ
ド
湧
　
０
コ



ψ
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第32-42図

高 浜 発 電 plI第 2号 機 |

◆
r)ぃ

ω

栽

れ

渤
二
欝
卵
囀

④

Ш

検査範囲図

原子炉冷却系統施設の系統図

(原子炉補機冷却設備)(10/14)

(重大事故等対処設備 )

工事計画認可申請

関 西 電 力 株 式 会 社



サ

検査結果す覧表

成績書管理番号 :卜08

●
も

特記事項

な  ソ

検査立会責任者

未
t Xクィ クPとテ

|…
ノ主任技術者

原子力検査官

沫章〒 1と 六

夕ι謙 曽入

検査結果

魔

検査年月日

蛉静 十年
ユ

3月 ID日



ハ

添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
′   共通事項

成績書管理番号 :1-08ア

検査年月日lμ齢田 学 年 と 月 Iの 名

1     検 査 場 所 :F去弓西電力株式会社高浜発電所 !

検査前確認事項                      _              ヽ

使用前検査申請書の確認   ヽ

√
‐́`

1

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備 されてい

ること。

記録確認
Jオ

検査 をす る工事 の五

程、期 日及び場所が申

請書 どお りで あ るこ

と。

記録確認 e

ェ事計画の認可番号の

記載 が適切 で あ るこ

と。

記録確認 0-

゛/



関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

(一号検査)

添付資料 3-1

使用前検査記録

成績書管理番号 ▼1-08

擦査年角日:'鋳四十等 3.月 ,o鶉
検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

∩

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 O■
1必要な図面等が準備 されていること。 図面等確認 erエ

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。            .

記a設確認

サ

Θ■

′
系統構成が完了していること。

立会/

嵐 Θ―

「

‐
ゝ

〕2



検査結果

添付資料B-2

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

(す号検査)

成績書管理番号 :と -08

検査年月日男蝶卿半 年 9 月 10´ 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検 査 姑 象

原子炉格納施設

圧力低減設備その他の安全設備

格納容器安全設備

主配管  別添 1に示す範囲

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

材料検査 ャ

寸法検査

タト観検査
‐

組立て及び据付け状態

を確認する検査 ′

耐圧検査、す

漏えい検査 .

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

魔 目視

備考       
―

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行つた試験。検査の品質記録 (※)による。

※ 適合性確認検査成績書9識別番号 :T2-1-0217/

部
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工事計画本文Ч(原規規舜第10師105号 (平成28年あ乳0日認可))

設 備 概 要

原子炉格納施設     ′       :           ―

加圧水型発電用原子炉施設に係る ものにあっては〈次の事項    、

ヨ 圧力低減設備その他の安全設備に係る次の事項

(1)格納容器安全設備に係る次の事項

り
!主

配管の名称、最高使用圧力、最高使用温度、外径、厚さ及び材料

。常設              ′

(次ページに続 く)
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1)

∞
気

変 更 後

材  料

(娑と26)

SUS27TP

SUS304TP

SUS304TP

SUS304TP

SUS304TP

厚   さ

(mm)

(注 3,26.27)

5.5

(注 3,27)

5.5

(注 8,27)

5.51

(注 3j27)

7.1

く注3〉

7.1

/
515

外  径

(Ettll)

(注 3,26〕

88。 9

(注 8)

88.9

(注 3)

89.1

(注 3)

165。 2

(注 3)

165.2

/
89。 1

最高使用

温  .療

(℃ )

(淳9)

95

最高使用

圧  力

(磁、a)

(注9)

2.7

名 称

原子炉下部

キャビティ注水

ポンプ出日配管

分岐点

格
納
容
器
安
全
設
備

弁 (2MOV-5420)

変 更 前

外  径 厚   さ 材  料

(1:皿 ) (mm)

最高使用

温 ヽ度

(℃ )

最高使用

庄  カ

(MPa)

名 称
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働
０

変 更 後

材   料

SUS304TP

SUS304TP

厚   さ

(lml)

(注 3)

5。 5

/

/
5,5

(注 8)

7.1

/

/
′
7.1

外   径

(■ll■)

(注 3)

88.9

/

/
89.1

(注 3)

165.2

/

/
165,2

最高使用

温  度

(℃ )

(注9)

95

最高使用

圧  力

(MPa)

(注 9)

2.7

名 称

原子炉下部

キャビティ注水

ポンプ出日配管

分岐点

弁  (2MOV-5420)

格
納
容
器
安
全
設
備

変 更 前

材  料厚   さ

(mm)

外  径

サ

(皿 m)

最高使用 最高使用

温  度名 称 圧   カ

(MPa) (℃ )
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ノ

変 更 後

材   料

SUS304TP

SUS304TP

SUS304TP

SUS304TP

厚   さ

(mill)

(注 3)

5。 5

(注 8,27)

7.1

(注 3)

7.1

/
5。 5

(注 3)

5.5

/
5.5

/

外  径

(■ ll■)

(注 3)

88。 9

(注 3)

165,2

(注 3)

166。 2

/
8911

(注 3)

88,9

/
88.9

/

最高使用

温  度

(°(〕 )

(注 9)

138

最高使用

圧  力

(MPa)

(注9)

2,7

名 称

デ詳(2V■5421)

下部キャビティ

取合点

格
納
容
器
安
全
設
備

変 更 前

材  料外  径 厚   さ

(前m) (■lHl)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  力

(MPa)

名 称

し
『

(注 1)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (2-6400A、 B)～内部スプレポンプ (SP-1、 A、 B(C、 D)への分岐点」 と記載

(注2)SI単位に換算 したものである。

(注3)公称値
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(注4)原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備及びその他発電用原子炉の附属施設 (火災防護設備)の う

ち消火設備 と兼用 I

(注5)既工事計画書に記載がないため記載の道正化を行 う。記載内容は、設計図書による。

(注6)記載の道正化を行う。呼手事計画書には「格納容器サンプB～弁 (2-6408A、 B)」 と記載

(注7)記載の適正化を行う。記載内容は、既工事計画書「原子炉格納容器」による。

(注8)原子炉冷却系統施設のうち)倖常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備と兼用

(注9)重火事故等時における使用時の値       「

(注 10)記載の適正化を行うき既工事計画書には「弁 (歩640aA、 B)～内部スプレイポンプ入の合流点」と記載

(注 11)エルボについては既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。厚さについては管と同等以上のものを選定する。なお、

記載内容は、設計図書による。

(注 12)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「内部スプレポンプヘの分岐点～内部不プレポンプ入ロレジュ‐サ (10× 8)」 と記載

(注 13)記載の適■化を行う。既工事計十画書には「内部スプレポンプ出ロレジューサ (8× 6)～内部スプレクエラ入の合流点Jと 記載

(注 14)記載の適正化を行うと既工事計画書には「内部スプレクーラ入日合流点～内部スプレクーラ出日分岐点」と記載

(注 15)重大事故等時に使用

(注 16)記載の適正化を行う。既工事計画書には「内部スプレクーラ出日分岐点～外部しゃへい壁貢通部」と記載

(注 17)記載の適正化を行う。既工事計画書には「弁 (2-6417A、 B)～エゼクタ」と記載

(注 18):エルボを示す。          '
(注 19)記載の適正化を行うと既工事計画書には「内部スプレポンプ出日分岐点～エゼクタ～内部スプレポンプ八日管」と記載

｀

(注20)記載の適正化を行う。既工事計画書には「よう素除去薬品タンク～弁 (2-6417A、 B)」 と記載

(注21)記載の適正化を行う。既工事計画書には「外部しゃへい壁貫通部～レジユーサ (8× 6)」 と記載

(422)記隷の適正化を行う。既工事計画書には「オリフィス～内部スプレリングベング (lA、 2A、 3A、 4A、 lB、 2B、 8B、 4B)」 と記載

(注23)記載の適正化を行う。既工事計画書には「内部スプレクエラ出日分岐点
～
弁 (2,641lA、 B)」 と記載

(注24)SUS27TP同 等 材 (SUS304TP)への取 替 え を行 うと                '
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D D

(毎25)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジユ‐サ (む ×6)ぉよび分岐点～オンフィ
コ女」と記載

′

(注26)本設備は既存の設備であると

(注27)エルボについては管と同等以上の厚さのものを選定する。

∝
や

迎
謝
ユ
〈
０
＼
ｏ
）
◆
営
ヽ
韓
ω
渤
ユ
０
瓢

(



卜
ё

工事計画認可申請 1 第7-2-2図
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高 浜 発 電 所 第 2号 機

原子炉格納施設の系統図

(圧力低減設備その他の安全設備

(格納容器安全設備))(2/8)

(重 大事故等対処設備 )

関 西 電 力 株 式 会 社



高 浜 発 電 所 第 2号 機

工事計画認可申請 第7136図
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Ｈ関 西 電 力 株 式 会 社



関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

構造、1強度又は漏えいに係る

使用前検査成績書

施 設  名 r原子炉格納施設

系  統  名 :圧力低減設備その他の安全設備

放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備

並びに格納容器再循環設備

再結合装置及び電熱器

原子炉格納容器水素燃焼装置

要領書番 号  :原規規収第 1610072号 と二〇9-1

分みな年 ダ月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

2検査の種類   構造、強度又は漏えいに係る使用前検査

3検査申請 使用前検査申請番号

関原発第 321号 (平成 28年 10月

関原発第435号 (平成 30年 3月 2

関原発第 47号 (平成 30年 4月 20

関原発第 203号 (平成 30年 7月 4

関原発第 260号 (平成 30年 8月 2

関原発第 416号 (平成 30年 12月

関原発第 505号 (平成 31年 2月 1

関原発第 513号 (平成 31年 2月 6

関原発第 4号 (平成 31年 4月 4日 )

関原発第 69号 (2019年 5月 16

関原発第 116号 (2019年 6月 2

関原発第 205号 (2019年 8月 2

4検査期日

5検査場所

6検査範囲

7日 )

0日 )

日)

日)

0日 )

5日〉

日)

日)

日)

4日 )

3日 )

日

日

‘

井゙

月

月

タ

タ

年

年

危

ゑ跡
勘

自

至

関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

高浜発電所第 2号機

発電用原子炉施設    i

原子炉格納施設  |

圧力低減設備その他の安全設備

、放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに

格納容器再循環設備

再結合装置及び電熱器

原子炉格納容器本素燃焼装置  12個 (予備 1個 (ドーム部頂部

付近用))                         |



7検査実施者    、検査実施者一覧表のとおり

8検査結果 検査結果一覧表のとおり

9添付資料 使用前検査記録

1 検査前確認事項

2 外観検査記録

3 組立て及び据付け状態を確認する検査記録

2



検査実施者一覧表

"

特記事項

な レ

検査立会責任者 印

電気_主任1術者

主任技術者

主任技術者

原子力施設検査官 印

有 胡

襲 免 次タ

荻 鬱 拓

R

検査年月日

ノ鍵ンケう?
ア月

角 年

すロ

月

年

日

月

年

日



検査結果一覧表

系統名 :圧力低減設備その他の安全設備 放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備
再結合装置及び電熱器

原 器水素燃焼装置

終

備  考

年

日月

組立て及び据付け
状態を確認する検査

年
日

疱
ご

彩
月

角
ψ

女

年

日月

年

日月

外観検査

寡1争√

費

年

日月

検査日

結果

検査項目

検査日

結果

検査日

結果



添付資料 1-1

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

共通事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考 '

本検査 に係 る使用前

検査申請書 (変更申請

を含む。)が準備され

ていること。

記録確認

か 鮮
夕月き日

ヽ

R
使用前検査成績書の「3検査

申請」に申請番号 (変更申請

1番号を含む。)を記載する。年

月  ゲ孝
/

月   日

検査 をする工事 の正

程、期 日及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。

記録確認

舟癬 な年

夕月挙日
ヽ

癸

年

月   日

年 /

工事計画 の認可番号

の記載 が適切である

こと。

記録確認

ガ務影危年
′角子日 薇―

年

月   日

年 /

手



添付資料 1工 2

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

外観検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が

準備されていること。
記録確認

p砕 危午
′月子日 農

年

月   日

年 /
ボ

.必 要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

力浄危`年

17月 ご`日 姓

年

月   日

年 /

F「 i



添付資料 l-3

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

校査前確認事項

組立て及び据付け状態を確認する検査

r―

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者 の品質記録が

準備されていること。
記録確認

倉乖ぇ年

ダ耳手耳 妻
年

月   日

年 /

図面等確認

湾移え年

2月

'日

女
年

月   日

年 /

ク



添付資料 2

高浜発電所第 2号機
ヽ

外観検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備        `

放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備

再結合装置及び電熱器

原子炉格納容器水素燃焼装置 :12個 (予備 1個 (ド ーム部頂部付近用))

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能・性能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、浸

食)がないこと。    '

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

原子炉格納容器水素燃焼装置 No.1 ノ彎
籍 日 侯

目核:/

働

原子炉格納容器水素燃焼装置 No.2 考昔ζミ麦
観
記録確認

原子炉格納容器水素燃焼装置 NO.3 湾
,禁 Ц 盈

ロネ見/

鰤

原子炉格納容器水素燃焼装置 No,4 ノラ▼午了々r岳日費 臨
原子炉格納容器水素燃焼装置 Nё .5 甲 日盈

目視/

翻

原子炉格納容器水素燃焼装置 No。 6 ″≒テ与軍々r千日麦
目若を/

働

原子炉格納容器水素燃焼装置 No。 7 フラ寮与了宅r手日技
目務!/

婉

原子炉格納容器水素燃焼装置 No.8 甲 日甚
目視/

儲 録確識

原子炉格納容器水素燃焼装置 No.9 甲 白放
ロネ見/

的

原子炉格納容器水素燃焼装置 No.10 F升慾芭羞
國
記録確認

原子炉格納容器水素燃焼装置 No.11 ′を浄た年
夕月む 日 激

目視/

的

原子炉格納容器水素燃焼装置 No.12 甲 日欠
(朗/

記録確認

原子炉格納容器水素燃焼装置 No.13(予 備)
浴争え年
ワ月き日 孟 臨

備 考

6記録確認は、申請者の品質記録 (※ )による。

※ :適合性確認検査成績書の譜別番号 :  TZ‐ |一 θ ?92

θ



添付資料 3

高浜発電所第 2号機

組立て及び据付け状態を確認する検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備

放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備

再結合装置及び電熱器

原子炉格納容器水素燃焼装置 :12個 (予備 1個 (ド ‐ム部頂部付近用))

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に通合すること。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

原子炉格納容器水素燃焼装置 No.1 整警R穐亀 又
目視/

∽

原子炉格納容器水素燃焼装置 No.2 犠
え 年

∫日 擬
國
記録確認

原子炉格納容器水素燃焼装置 No.3 宏耳ヤ?
夕月

た年

ご 日 盈
目視/

鑢

原子炉格納容器水素燃焼装置 No,4 吟密急亀 え
目視/

魏

原子炉格納容器水素燃焼装置 No.5 奪者急亀 提
目視/

嬢

原子炉格納容器水素燃焼装置 No.6 つ鴇急亀 費
目視/

鰤

原子炉格納容器水素燃焼装置 No.7 ち名急亀 滋
目視/

繭

原子炉格納容器水素燃焼装置 No.8 つ宥急亀 叢
目視/

瞼

原子炉格納容器水素燃焼装置 No。 9 つ名そ亀宍 脇
原子炉格納容器水素燃焼装置 No,10 つ義ぞ亀稔

翻
記録確認

原子炉格納容器水素燃焼装置 No.11 鶴毬 炭
目視/

∽

原子炉格納容器水素燃焼装置 No。 12 鶴穐 甚
國
記録確認

原子炉格納容器水素燃焼装置 No。 13(予備 ) 鶴
ぇ年
き日 史 鵬

備 考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ )による。

※ :通合性羅認検査成績書の識別蕃号 :  丁 2-ア … θ 7θ 2

〃 ▲
~



関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

使用前検査成績書 ,

要領書番号 :原規規収第 1610072号 99

成績書管理番号 :卜09-2

袢 今 年 3月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

2検査申請    検査申請‐覧表のとおり

3検査期日 自 今倖今年3月コθ日

至 毎静 4`年 3月
'9日

4検査場所    使用前検査記録のとおり

5検査実施者   検査結果一覧表のとおり

6検査結果    検査結果一覧表のとおり

7添付資料    使帰前検査記録

成績書管理番号 :ユー09-2

Fン

"・
i`

:Iへ

｀
・

1



検査申請書番号

(申請年月日)

関原発第 321号

関原発第 435号

関原発第 47号

関原発第 203号

関原発第 260号

関原発第 416号

関原発第 505号

関原発第 513号

関原発第  4号

関原発第 69号

関原発第 116号

関原発第 205号

関原発第 511号

関原発第 543号

関原発第 618号

関原発第 23号

関原発第 23号

関原発第 293号

関原発第 562号

関原発第 585号

(平成 28年 1

(平成 30年

(平成 30年

(平成 30年

(平成 30年

(平成 30年 1

(平成 31年

(平成 31年

(平成 31年

(2019年

(20｀19年

(2019年

(2020年

(2020年

(2020年

(2020年

(2021年

(2021年

(2022年

(2022年

0月  7日 )

3月 20日 )

4月 20日 )

7月  4日 )

8月 20日 )

2月  5日 )

2月  1日 )

2月  6日 )

4月  4日 )

5月 16日 )

6月 24日 )

8月 23日 )

1月 31日 )

2月 26日 )

3月 24日 )

4月  7日 )

4月 30日 )

8月  2日 )

2月 28日 )

3月 15日 )

成績書管理番号 :卜09-2

検査申請下覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認し表中に追記する。

2



検査結果一覧表

成績書管理番号 :卜092

い

特記事項

み レ

検査立会責任者

末イラ… 分を′/主任技術者

原子力検査官

ジ灸い、災

々
′

お
／

／
／
F＼

，

■
　

／
′

ア

（τ

詐

検査結果

皮

検査年月日

令和4年
3月 30日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

共通事項
成績書管理番号 :卜 09-2

検査年月日 :令不層今 年 3月 30日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認               i

√
｀、

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 ①
エ

検査 をす る工事 の正

程、期 自及び場所が申

請書 どお りで ある こ

と。

記録確認 Θ `

工事計画の認可番号の

記載 が適 切で ある こ

と。

記録確認 ○―

4



添付資料 3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

(一号検査)

成績書管理番号 :1-09-2

1                検査年月日 :令和 4年  3月
'9日十検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項
′

確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認

必要な図面等が準備されていること。 図面等確認 Of一

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認 ①―

系統構成が完了していること。
立会/

記録確認
良・Cタ

ち



添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

(下号検査)           .
成績書管理番号 :卜 09-2

検査年月日 :令和 準 年 3月  30日

検 査 場′
~デ

ri関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

原子炉格納施設

圧力低減設備その他の安全設備

放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備

再結合装置

静的触媒式水素再結合装置   別添 1参照

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

材料検査

寸法検査

外観検査

組立て及び据付け状態を確認

する検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

近

備考

。記録確認は、工事計画に基づき申請者が行った試験・検査の品質記録 (※ 1)による。

※1適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-1-0121、 T2-1-0121(そ の2)

※2目視で確認した範囲を除いた範囲について確認。

。日視で確認した範囲 :添付資料 3-3参照

6



添付資料 3-3

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

(一号検査 )

(立会検査 )

成績書管理番号 :、 卜09-2

検査年月日 :令和 牟 年 3 月 Bつ 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

命

検査対象設備名 項 霞 測定値等 検査結果 検査方法

静的角虫媒式水素再結

合装置

(FRと …380T―MB-048)

(別添 2参照)

外観検査

組立て及び据付け状

態を確認する検査

施

目視

ノ

備考

7



別添1(令和4年3月 30日 )

設備概要

原子炉格納施設                        ,

加圧水型発電用原子炉施設に係 るものにあつては、次の事項

3 圧力低減設備その他の安全設備に係 る次の事項

(4)放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備 に係

る次の事項

、  ル 再結合装置の名称、種類、容量、最高使用圧力、最高使用温度、再結合効率、主要寸

法、材料、個数及び取付箇所並びに電熱器の名称、種類、容量、個数及び取付箇所

常設

(注 1)重大事故等時における使用時の値  、   、

(注2)再結合効率は、メーカ型式FRl■380Tの性能評価式の代表点での値

(注3)公称値

g

変 更 前 変 更 後

再
結
合
装
置

名 称 静的触媒式水素再結合装置

種 類 静的触媒式

容 量

最 高 使 用 圧 カ

最 高 使 用 温 度 (注 1) ℃ 500

再 結 合 効 率 (注 1) kg/h/個

,                   (注 2)

1.2

(水素濃度 4vol%、 圧力 0。 15MPa[abs])

主
要
寸
法

横 ΠIIn

奥   行    き alm

高 さ Πlm

材
料 本 体

個 数 5

取
虹

系    統    名

(ラ イ ン 名 )

静的触媒式水素再結合装置

設 置    床

所 紐 本 防 護 上 ,の

区  画   番  号

途 水 防 護 上 ♂)

配 慮 が 必 要 な 高 さ

:検査対象範囲
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検査範囲

工事計画認可申講 1第 7-3-7口

高 浜 発 電 所 第 2号

原子炉格納施設の構造図

(圧力低減設備その他の安全設備
(放射性物質濃度制御設備及び

可燃性ガス濃度制御設備並びに

格納容器再循床設備〉)

静的触媒式水素再結合装置

證
郭
叉
く
じ

（↓
轡
ヽ
■
∞
油
器
口
）

静的触媒式類

量

縦

置

系

℃

静的触媒式水紫再結合装置

主  要  日 表

使  用

使  用

ラ イ ン

結  合

1容

1種

高

高

最

最

再
　
材
料

．
福

な

番

護

要

一譲

必

防

百

水

水

は

区

,儀

溢

kg/h/個

取
付
箇
所

再
結
合
装
置

500

12

カ

度

数

床

)

圧

効

温

の
号
あ

さ

上
　

一上

高

本

一

率

体

イ

■
―
ド
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l i

検査範囲図

触 媒

(単位 :1,tn) 1 関 西 電 力 株 式 会 社
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工事計画認可申請  第7卜38図

高 浜 発 電 所 第 2号 機

原子炉格納施設に係る機器の

配置を明示 した図面

(圧力低減設備その他の安全設備
(放射性物賓濃度制御設備及び

可燃性ガス払唸度制御設備並びに

格納容器再循秦設備))

原子炉格納容器(EL+323m)
原子炉補功建屋 (Eと ■323酪)

遭
郭
Ｘ
く
じ

（◆
営
卜
■
φ
油
８

コ
）

関 西 電 力 株 式 会 社


